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Abstract: Stratigraphy, age, sedimentary environment, distribution of upper half of the Quaternary de-
posits (upper than the upper Calabrian) in the terrestrial area of the sedimentary basin of the Plio-Pleis-
tocene Tokai Group and late Quaternary tectonic movements are described. The upper half of the Qua-
ternary uncomformably overlying upon the Tokai Group is subdivided to the Chikarao Formation and 
its comparative deposits (MIS 29), highest terrace deposits (age unknown), the Ama Formation and 
higher terrace deposits (MIS 11-7), the Atsuta Formation and middle terrace deposits (MIS 5-4), the 
first gravel layer and lower terrace deposits (MIS 3-2), the Holocene terrace deposits (MIS 1),  the 
Nobi and Nan’yo Formations and their comparative so-called “Chusekiso” (latest Pleistocene to Ho-
locene deposits). The marine mud layer deposited during the early stage of the Last Interglacial period 
(MIS 5e) is widely distributed from inland to coastal undersea area in the whole study area, and its 
upper surface is thought to be a good reference of the late Quaternary tectonic movements. The au-
thors 1)described the stratigraphy of the upper half of the Quaternary deposits and tectonic movements 
since the deposition of the Ama Formation, 2)made clear the amount of displacement and deformation 
structure since the Late Pleistocene on the basis of the elevation distribution of the upper surface of the 
Last Interglacial marine mud layer, 3)demonstrated the specificity of tectonic movements around the 
Ise Bay and Mikawa Bay. Furthermore, the authors discussed the utility of the upper surface of the Last 
Interglacial marine mud layer for evaluation of active faults in the coastal area, and emphasized the im-
portance of reconstruction of paleo-depth of it at formation period for more accurately estimation of the 
long-term displacement rate. 

Keywords:Ise Bay, Mikawa Bay, Quaternary, Last Interglacial deposits, active structure, active fault, 
fault reference, mean displacement rate, neotectonics.

要　旨

　陸域の東海層群堆積盆に分布する第四系の層序，年

代，環境，分布と，第四紀後半期の地殻変動について

記載する．東海層群を不整合に覆う第四系上半部 ( カ

ラブリアン期後期以降に堆積した地層 ) は，力尾層と

その相当層（MIS 29），時代未詳の最高位段丘堆積層，

海部層及び高位段丘堆積物群（MIS 11 ～ 7），熱田層と

中位段丘堆積物群（MIS  5 ～ 4），第一礫層と低位段丘

堆積物群（MIS 3 ～ 2），完新世段丘堆積物（MIS 1），
及び濃尾層，南陽層とそれらに対比される沖積層（MIS 
2 ～ 1）に分けられる．調査地域では最終間氷期前期（MIS 
5e）の海成泥層が内陸から海底まで広く分布しており，

その上面は良好な地殻変動の変位基準とみなされる．

筆者らは，①第四系上半部の層序と海部層堆積期以降

の地殻変動像を記載するとともに，②最終間氷期海成

泥層上面の高度分布に基づいて，後期更新世以降にお

ける活構造の変位量と変位形態を明らかにし，③当地

域の地殻変動の特異性を明らかにした．また，沿岸の

活断層評価における最終間氷期海成泥層（特にその上

面）の有用性を議論し，堆積（基準面形成）時の古水

深復元を通じて長期的な平均変位速度を解明すること

の重要性を強調した．

1.　はじめに

　本調査は，海陸境界にあって従来地質調査の空白域

とされてきた沿岸域の地質，特に活構造と地質体の連

続性を検討することを主たる目的としている．

　このため特に活構造の評価と密接に関係する，第四

系上半部（東海層群を不整合に覆う力
ちから

尾
お

層及び最高位

段丘堆積層以上の地層）と平野地下の第四系，それら
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に関連するテフラ，及び活構造を調査対象とし，それ

以前の地質体に関しては文献の記載を基に分布を示す

にとどめる．陸域地質の調査にあたっては，確実に海

域まで分布し，かつ広域に追跡可能な海成層と，それ

に関連する地形面に焦点を当て，その層位・年代・堆

積（形成）環境・及び高度分布を明らかにすることに

力点を置いた．伊勢湾周辺のうちでも，特に北部地域

は都市化が進んで露頭が少ない一方，ボーリングデー

タは豊富に存在する．この条件を踏まえて，地表踏査

とともにボーリングデータを活用して陸域の第四系上

半部の層序や層相などを検討した．

　なお本稿は，主として 10 万分の 1 沿岸域地質図，陸

域地質図，海陸地質断面図及び陸域地質断面図で記載

した地質・地質構造について解説したものであるが，

これらのほか最終間氷期海成泥層構造図，ブーゲー異

常水平微分図及び地質構造図，地質構造図に記載した

事項とも関連する．章または節ごとに関連する図面を

表題の (　) 内に記した．

2.　地域概説（沿岸域地質図，陸域地質図）

　本調査の対象地域は，伊勢湾・三河湾を中心とする

地域のうち，豊橋平野と渥美半島を除く丘陵～沖積平

野である（第 1 図）．調査地域の東縁は中部山岳地帯の

西南外延にあたる美濃三河高原（本報告中では三河山

地と称する）の西縁部，西縁は鈴鹿山脈と布引山地の

西に広がる伊勢丘陵を含んでおり，地質的には鮮新世—

更新世の内帯陸成層（東海層群）の堆積盆地を中心と

する地域である．

　この地域の地形概形は，地質構造と良く対応する（第

2 図，第 3 図）．すなわち，先新第三系基盤岩類及び中

新統の露出する三河山地と調査地域西方の鈴鹿山脈・

布引山地及び一
い ち し

志山地は標高 300 ～ 1,200 m の山地を

なし，両山地に挟まれた鮮新世～第四紀前半の東海層

群堆積盆地は標高 200 m 以下の丘陵及び台地・平野と

なっている．しかし東海層群堆積盆地の中でも，中央

部の尾張丘陵～知多半島と西部の伊勢丘陵は東海層群

堆積後に隆起に転じ，丘陵となっている．これらの山

地・丘陵・低地は第四紀地殻変動の地塊（ブロック）

と密接な関係をもち，三河山地は三河山地塊（桑原，

1979），西三河平野と猿投盆地は猿
さ な げ

投—碧
へきかい

海盆地（桑原，

1979）ないし西三河傾動地塊（森山，1996），尾張丘陵

と知多半島は猿投—知多上昇帯（桑原，1979），濃尾平

野は濃尾傾動地塊（松沢・桑原，1964）とそれぞれ対

応する．このうち尾張丘陵東縁と知多半島西側，伊勢

丘陵東縁，及び鈴鹿山脈・布引山地の東縁は，第四紀

後半期に活動した断層によって画された，明確な地形

境界となっている．

　三河山地には，西に緩く傾斜する高原状の小起伏面

が発達する．音羽川の河谷を挟んで三河山地の南に隣

接する標高 500 m 以下の低い山地では，頂部に小起

伏面が認められないうえ山地を横断する活断層がある

ことなど，三河山地主部とは異なった地形的特徴をも

つ．本調査では，岡崎市から豊橋平野東部に至る北西—

南東走向の御
ご ゆ

油断層（新生代の断層），及び幸田町から

蒲郡市に至る同走向の幸
こ う だ

田—拾
ひろいし

石推定断層を境として，

北から三河山地，宝
ほ い

飯山地，幡
は ず

豆山地と呼ぶ（岡田，

1988）．
　西三河平野では広い範囲に矢

や は ぎ

作川の下流～河口部で

形成された段丘が発達し，このうち最終間氷期に形成

された中位段丘面が分布する地域を碧海台地と呼ぶ．

碧海台地は，従来の研究では単一の段丘面（碧海面）

とされてきたが，本調査では最終間氷期後期のテフラ

との層位関係から 2 つの異なった時代に離水した段丘

面（中位 1a 段丘及び中位 1b 段丘）として記載する．

西三河平野中部の矢作川左岸には大
だいごう

郷山—八
や

ツ面
おもて

山丘陵

（岡田，1975）と呼ばれる小さな孤立丘群が東西に並ぶ．

三河山地，幡豆山地と碧海台地の間に広がる矢作川沿

いの沖積平野には，自然堤防が広く発達する．一方，

碧海台地と尾張丘陵に挟まれた境川沿いには細長い谷

底低地が分布するが，境川流域は東海層群が露出する

標高 150 m 以下の低い丘陵からなり土砂生産が少ない

ためか，この低地は自然堤防が発達しないおぼれ谷状

の地形をなす．

　尾張丘陵と知多半島（知多丘陵）は，地質構造の違

いにより大高—大府断層を境に北側の尾張丘陵と，南側

の知多半島に大別されるが，知多半島は，褶曲の形態

から平井撓曲を境にさらに南北に細分される．

　濃尾平野は濃尾傾動地塊の主体をなす，木曽三川（木

曽川・長良川・揖斐川）を中心とする河川群によって

形成された沖積平野である．この平野東部には熱田台

地をはじめとする中位段丘が広く発達する．濃尾平野

東部の中位段丘面は従来，熱田面と総称されてきたが，

本調査では熱田面の主体をなす段丘面よりも若干古い

（高い）段丘を認め，これを川名台地（地質図範囲の北）・

仁
に し ょ

所台地と新称する．

　伊勢平野は，地形と地質構造から，鈴鹿川以北の河

川群の下流部に広がる北勢平野，志
し

登
と

茂
も

川や安
あ の う

濃川な

ど短い河川と海岸沿いに分布する中勢地域の平野，及

び雲
くも

出
ず

川，櫛田川，宮川の下流域に分布する南勢平野

に区分できる．北勢平野は桑名断層，四日市断層によっ

て伊勢丘陵と境された，海岸に平行する幅 2 ～ 5 km の

低地からなり，厚さ 10 m 以上の沖積層が分布する．中

勢地域の沖積平野は，西縁が千
ち さ と

里断層，高
たかぢゃや

茶屋断層に

よって伊勢丘陵と境され，浜堤列が発達する幅 1 ～ 2 
km の細長い海岸平野を主とする．南勢平野は紀伊山地
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に源流を持つ河川群によって形成され，浜堤列と共に

自然堤防が広く発達している．

　伊勢丘陵は地質構造と東海層群の堆積時期の違いな

どから，鈴鹿川以北の北勢丘陵，鈴鹿川～岩田川間の

中勢丘陵，岩田川～雲出川間の南勢丘陵，及び南勢平

野の南に隣接する一志丘陵に分けられる．北勢丘陵に

は広く高位段丘面が発達する．また，伊勢丘陵と伊勢

平野の境界部には所により，鈴鹿台地，久居台地など

の広い中位段丘面が発達する．伊勢丘陵の中位段丘面

は，いずれも 2 面に区分されている．

3. 　先第四系下半部以下の概要と主要テフラ（沿岸域

地質図及び陸域地質図）

　伊勢湾周辺の地質は，下位から先新生界基盤岩類，

瀬戸内中新統，東海層群（鮮新統～下部更新統），東海

層群を不整合に覆う力尾層（下部更新統最上部）と，

最高位段丘堆積層など , 第四紀後半期の堆積物に大別

される．このうち，最高位段丘堆積層より下位の地層

については，既刊資料（地域別に北西から南東に向かっ

て引用資料を列記する；原山ほか，1989；山田・本田，

1992；山田，1953，1994；糸魚川，1975，1988；近藤・

木村，1987；近藤・高田，1972；宮村ほか，1981；中

島ほか，2021；岡田，1975，1988；坂本ほか，1986；
吉 田，1984，1987； 吉 田・ 尾 崎，1986； 吉 田 ほ か，

1991，1995）に基づいて 10 万分の 1 伊勢湾及び三河湾

陸域地質図（以後単に地質図と記す）上に分布を示し，

以下概略を記す．

3.1　先新生界基盤岩類（B）
　当地域の先新生界基盤岩類は，大局的に北から美濃—
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第 2 図　地形区分及び地質構造図 .

　　　　鈴鹿山地東縁断層帯及び布引山地東縁断層帯（西部）の位置は岡田・東郷（2000）及び今泉ほか（2018）より引用．

Fig. 2       Geomorphological unit classification and geological structure. 
               � �Location of the Suzuka-sanchi-toen fault zone and Nunobiki-sanchi-toen-fault zone (eastern part) are cited from Okada and 

Togo (2000) and Imaizumi et al. (2018). 
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丹波帯，領家変成帯，三波川変成帯に分けられ，領家

変成帯と三波川変成帯は伊勢湾口付近を東北東—西南西

に伸びる中央構造線によって境されている．地質図上

ではこれらを一括して先新生界基盤岩類として表記す

る．

3.2　瀬戸内中新統（M）

　当地域には，先新第三系を不整合に覆って瀬戸内中

新統と総称される前期～中期中新世の堆積岩類（東か

ら順に，岡崎丘陵に分布する岡崎層群，尾張丘陵北部

に分布する瑞
みずなみ

浪層群，知多半島南部に分布する師
もろざき

崎層

群，北勢丘陵西端部に分布する千
ち く さ

種層，鈴鹿山脈稜線

部に分布する仏峠層，中勢丘陵に分布する鈴鹿層群，

中勢～南勢丘陵に分布する一志層群，南勢丘陵に分布

する櫛田層）が分布する．このうち，鈴鹿山脈の頂部

に分布する仏峠層は年代不詳の礫岩を主体とする地層

であるが，そのほかは約 15 ～ 20 Ma に堆積した浅海成

堆積物を含む地層である（たとえば吉田，2009；木村，

2010a）．

3.3　東海層群（T）
　東海層群は伊勢湾周辺に広く分布する，積算層厚

2,000 m 以上の泥層・砂層・礫層からなり多数のテフラ

を挟有する淡水成の地層である（吉田，1990）．地質図

ではこれを一括して記載したが，東海層群の堆積開始

以降の構造発達過程は，伊勢湾沿岸域の活構造の発達

過程や変位量を明らかにするうえで重要なため，東海

層群とその上位の力尾層に挟在する主要なテフラを地

質図や断面図中に記した．陸域地質図では，宮村ほか

（1981），吉田（1984，1987），吉田・尾崎（1986），吉
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第 3 図　地体区分図 .

　　　　鈴鹿山地東縁断層帯及び布引山地東縁断層帯（西部）の位置は岡田・東郷（2000）及び今泉ほか（2018）より引用．

Fig. 3       Geological unit classification map.
              �  �Location of the Suzuka-sanchi-toen fault zone and Nunobiki-sanchi-toen-fault zone (eastern part) are cited from Okada and 

Togo (2000) and Imaizumi et al. (2018). 
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田ほか（1991，1995），近藤・木村（1987），坂本ほか

（1986），近藤・高田（1972）の既刊地質図及び古澤（1988）
の地質調査に基づいてテフラを記載した．東海層群と

次の力尾層中の主要テフラについて，下位より順に対

比と編年をまとめる．なお東海層群や力尾層のテフラ

には地域ごとに名前が付けられている例が多いが，本

報告ではテフラの名称として東海層群のテフラが最も

多く記載されて，層位が確定している中勢丘陵～北勢

丘陵のテフラ名を使用する．

3.3.1　阿
あ こ ぎ

漕テフラ（Ak：森，1971a）
　阿漕テフラは数 m の厚さをもち，伊勢丘陵で広く

追跡されているほか，尾張丘陵の東郷テフラ（森，

1971a），知多半島の大田テフラ（糸魚川，1971）及

び大谷テフラ（牧野内，1975a）として記載されてき

た，東海層群中で最も広く分布するテフラである．こ

のテフラは，中部日本に広域分布する Znp- 大田テフラ

（Kurokawa and Tomita, 1998）に対比され，Gilbert 逆磁

極期（中山・吉川，1990；星・出口，2013）にあたり，

最近の複合年代層序では 3.9 Ma（里口ほか，2005）な

いし 3.95 Ma (Tamura et al., 2008) と編年されている．

3.3.2　佐
そ

布
う り

里テフラ（Sr：糸魚川，1971）及び大谷池

テフラ（Oi：木村，1959）
　佐布里テフラは，知多半島北部において阿漕テフラ

の上位に広く追跡されるほか，名古屋港の東側，天白

川河口付近の B-1 ボーリングコアの標高 T.P.-32.8 m 及

び B-3 ボーリングコアの T.P.-61 m （名古屋市，1998;
名古屋市断層調査委員会，1999；名古屋市防災会議地

震災害対策部会，2017）及び中部国際空港の空港島・

No.14 ボーリングの標高 -55 m 付近（豊蔵ほか，1999）
から得られている．このテフラは，中部日本に広域分

布し（田村，2005 により Souri という名称が与えられ

た），古地磁気編年より Gauss 正磁極期（中山・吉川，

1990），複合年代層序より約 3.5 Ma と編年されている（田

村，2005）．
　伊勢丘陵では佐布里テフラに対比されるテフラは見

つかっていないが，知多半島で佐布里テフラの約 10 m
上位にある岡田テフラ（糸魚川，1971）と，中勢丘陵

に広く分布する大谷池テフラ（木村，1959）が対比さ

れている（吉川，2001）．

3.3.3　野村テフラ（Nm：宮村ほか，1981）
　野村テフラは中勢丘陵に広く分布し，知多半島の東

海層群最上部に位置する天神池テフラ（吉田・尾崎，

1986）に対比される（吉川，2001）．このテフラは逆帯

磁しており（中山・吉川，1990），吉川（2001）によ

り Gauss 正磁極期中のマンモス亜磁極帯（約 3.2 ～ 3.3 
Ma）のテフラと考えられている．

3.3.4 南谷 Ⅰテフラ（Mn1：竹村，1984）
　南谷 Ⅰ テフラは，養老山地西麓に分布するほか，こ

れに対比される長
ちょうみょうじ

明寺 Ⅱ テフラ（和田，1982）は中勢

丘陵に広く分布する．また，名古屋港の 1P-B ボーリン

グコアの標高 -92 m T.P.（深度 96 m）に対比される可能

性のあるテフラ属が見出されている（中島ほか，2025；
B-5 朝日—東海断面）．このテフラは，大阪層群の土

は ぶ た き

生滝

Ⅰ テフラ（Itihara et al., 1975）に対比され（吉川・吉田，

1989），富田・黒川（1999）によって中部日本一帯に

広範囲に分布することが明らかにされている．このテ

フラの古地磁気極性は Gauss 正磁極帯上部にあたり，

（市原，1993）その年代値は 2.89 Ma と考えられている

（Tamura et al., 2016）．

3.3.5　鈴
れい

峰
ほう

テフラ（Ri：宮村ほか，1981）
　鈴峰テフラは，下位の寺川テフラ，上位の御

おんべがわ

幣川テ

フラとともに中勢丘陵を横断して鈴鹿山脈の麓から四

日市市街西方の丘陵縁まで追跡される，東海層群中部

のテフラである（吉川・吉田，1989）．このテフラは，

松山逆磁極帯最下部に位置し（星ほか，2013），約 2.5 
Ma と編年されている．

3.3.6　嘉
か れ

例川
がわ

テフラ（Kr：森，1971a）
　嘉例川テフラは，北勢丘陵に広く分布するほか，濃

尾平野南部・弥
や と み

富観測井の YA ボーリングコアの T.P.-447 
m で検出されている（古澤，1990）．
　このテフラは，中部日本に広域分布する恵比須峠福

田テフラ（Eb-Fukuda：長橋ほか，2000）に対比され，

古地磁気極性から松山逆磁極期初期の，1.75 Ma と編年

されている（町田・新井，2003）．

3.3.7　養老テフラ（Yo：吉田ほか，1990）
　養老テフラは北勢丘陵の桑名断層（背斜）や嘉例川

撓曲の近傍で東海層群を傾斜不整合に覆う力尾層中に

挟在する．また，養老山地と鈴鹿山脈の間に位置す

る牧田川上流の丘陵で東海層群最上部中に挟在する

多
た ら

良テフラ（吉田，1988）に対比される（吉田ほか，

1990）．このテフラは，中部九州を給源とする猪
しし

牟
む た

田

- ピンクテフラ（Ss-Pnk：町田・新井，2003）に対比

される（吉川ほか，1988）．Ss-Pnk は，古地磁気極性

Jaramillo 亜磁極帯の（吉川・三田村，1999）海洋酸素

同位体ステージ MIS 29 にあたり，約 1.02 Ma と編年さ

れている（町田・新井，2003）．
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4. 　地表に露出する第四系上半部 ( 沿岸域地質図・陸

域地質図 )

　本調査では，第四紀後半期の変位基準となる地層（東

海層群を不整合に覆う力尾層及び濃尾平野地下の弥富

層以上の地層）や地形面（＝特に陸域まで分布する間

氷期の海成堆積物）に関する資料を，地表露頭とボー

リングデータより収集した．ボーリングデータの解析

に当たっては，段丘面及び沖積平野・埋立地で掘削さ

れたボーリングについて，貝化石の含有や側方連続性

良好で厚い泥質堆積物といった，海成堆積物の特徴を

もつ地層を探し出し，その側方連続性を追跡した．こ

の作業により，段丘堆積物を堆積環境に基づいて「海

成」「河口成」「河成」の 3 種に区分し，地質図上に表

記した．河口（成）段丘とは，段丘堆積物中に海成層

を挟有するものの，その上位にデルタフロント～氾濫

原堆積物などの浅海～陸成層が累重し，最終的に陸上

環境で離水した段丘（小松原，2020b）を呼ぶ．これは，

間氷期の高海面期に形成された堆積段丘であるサラソ

スタティック段丘（Zeuner, 1945）とほぼ同義であるが，

特に海成堆積物を挟有しそれを覆う陸成堆積物が堆積

面を構成するという堆積物の特徴と，河川下流部で形

成されたという形成場を限定してこの語を用いる．こ

のような段丘は，土砂供給量の大きな河川河口部など

に広く分布しており，後述するように高海水準期に河

口付近の低平な場所で堆積面を形成して離水したと考

えられる（小松原，2020b）．
　以下，古期のものから順に年代と環境に関する事項

を中心に記す．なお，段丘堆積物と段丘面は一体のも

のとして記載し，特に地形面を示す際には「段丘面」

または「面」，堆積物を示す際には「段丘堆積物」と記し，

両者を合わせた段丘の名称を記す際には「段丘」と記

載する．また，堆積面を構成する地層と堆積面の関係

が自明な段丘堆積物に関しては，地形面（段丘面）の

名称，定義が記載されているものの，堆積物の名称（地

層名）が原著中で記載されていないものが少なくない．

こうした段丘堆積物を記載・対比するに当たって，本

稿では①堆積面（地形面）と地層が対応すること，及

び②原著中の記載を重視する考えに基づき，原著中の

地形面名を地層名と同格に扱い，第 4 図，第 5 図では [　]
中に地形面名を記した．

4.1 　力尾層（C：吉田ほか，1990）
　力尾層は，北勢丘陵頂部に分布し，桑名断層や養老

断層の周辺では東海層群を不整合に覆う地層である．

力尾層は，厚さ150 mないしそれ以上の礫層優勢な礫層・

砂層・泥層からなり，高位段丘堆積物に不整合に覆わ

れる（吉田ほか，1990，1991）．前述のように，本層は

養老テフラを挟有し，養老山地西側の東海層群の最上

部と同時異相の関係にある．力尾層分布域の尾根は侵

食が進み，堆積面や高度のそろった丘陵背面は認めら

れない．力尾層には養老テフラ（Ss-Pnk）が挟在する

ことから，これはカラブリアン期後期の地層と考えら

れる．

　力尾層と次に述べる最高位段丘堆積層・高位段丘堆

積物群の研究別地層名等を第 4 図に示す．

4.2　最高位段丘堆積層（ht）
　本調査では，明瞭な堆積面を構成しないものの，高

度のそろった丘陵背面を構成し，かつ東海層群以下の

地層を埋没谷状に削剥して不整合に覆う，弱固結の堆

積物を木村・竹原（1969）に従って「最高位段丘堆積層」

として一括する．すなわち，桑原（1975）によって「最

高位礫層」としてまとめられた堆積物のうち，後述す

る「武
たけとよ

豊層」を除く地層，すなわち岡崎丘陵の明
みょうだいじ

大寺層，

西三河平野・猿投盆地の三
み よ し

好層，矢作川左岸・大郷山—

八ツ面山丘陵の大郷山頂部に分布する未命名礫層，尾

張丘陵の唐
からやま

山層及び八
や ご と

事層，知多半島北部の加
か ぎ や

木屋層，

中勢丘陵の見
けんとうやま

当山層と本
ほんしろまつ

城松層，及び布引山地東麓の

大
おおみつ

三礫層，がこれに相当する（第 4 図）．

　この堆積物の中には，東海層群や力尾層と同時代の

ものが含まれる可能性があるが，今の段階では確実な

年代資料がないため，これらとは別の地層として扱う．

4.2.1　明大寺層（林・三浦，1973）
　明大寺層は，中新統・岡崎層群を不整合に覆う，厚

さ 15 m 程度の淘汰の悪い礫を主体とする河成の砂礫層

で，クサリ礫を多く含む．基底部には近傍に分布する

花崗岩礫が多く含まれるが，それを除くと遠方からも

たらされたと考えられる片麻岩礫が主体をなす．この

地層から年代資料は得られていない．

4.2.2　三好層（町田ほか，1962）
　三好層は，東海層群を不整合に覆う，漂白された

チャート礫を主体とする，厚さ 5 ～ 20 m の河成層であ

る（木村，2010b；中島ほか，2021）．最上部は赤色（2.5
～ 5 YR）の表土を伴い，広範囲に一定高度の背面をも

つ低起伏の丘陵を構成する．

　三好層の年代については，以下の資料がある．牧野

内（2005）は，後述する尾張丘陵の八事層と対比し，

年代を数 10 万年前（チバニアン期前期）と推定した．

植木（2014）は古地磁気極性が逆帯磁を示すこと，中

島ほか（2021）は花粉組成が楡井・本郷（2018）の

Fagus- Quercus 超帯に相当することを明らかにし，1/5
万地質図「豊田」においてこの地層がカラブリアン期

末の MIS 21 に相当する可能性が高いという見解を示し

た．
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4.2.3　大郷山上部の未命名礫層（西尾市史編纂委員会，

1973 記載）

　大郷山頂部に分布する未命名礫層は，岡田（1975）
により三好層相当の礫層と記載されたが，礫層分布域

に明確な平坦面を認めがたいことから，本研究では最

高位段丘堆積層に含めることにする．この地層は分布

が狭く，現在は露頭が失われてしまっており，地質体

自体が人為によって削り取られてしまっている可能性

がある．

4.2.4　唐山層（松沢・嘉藤，1954）及び八事層（松沢・

嘉藤，1954）
　唐山層は東海層群を不整合に覆い，下半部がクサリ

礫を多く含む砂礫層，上半部が砂・シルト層からなり，

次に述べる八事層によって不整合に覆われるとされて

きた（松沢・嘉藤，1954）．唐山層には，メタセコイア

植物群消滅期以降の，Cryptomeria（スギ属）が少量含

まれ， Alnus（ハンノキ属），Fagus（ブナ属），Quercus
（コナラ属）を多産する花粉組成を示すこと（Sohma, 

1958），本層中に挟まれるテフラ（猫が洞テフラ）が逆

帯磁していること（Ishida et al., 1969），これに相当する

と考えられるテフラより 1.9 ± 0.4 Ma という F.T. 年代が

得られていること（牧野内ほか，1983）から，カラブ

リアン期の堆積物である可能性が指摘されている（桑

原，1975；Makinouchi, 1979）．しかし，猫が洞テフラ

は広域対比されていないうえ，F.T. 年代値はジルコン粒

子ごとに広範囲にばらつくため，この年代値は確定的

ではない（坂本ほか，1986）．
　八事層は，クサリ礫を多く含み，斜交葉理が発達す

る砂礫層を主体とする地層である（木村，2010b）．八

事層は，唐山層及び東海層群（矢田川層）にオーバーラッ

プして堆積する（坂本ほか，1986）が，唐山層と八事

層は不整合とする見解がある一方で引き続いて堆積し

たとする見解もあり（坂本ほか，1986），現在では露頭

状況が極めて悪いこともあって，唐山層と八事層の層

位関係を把握することは難しい．

　唐山層と八事層を合わせた地層の厚さは，30 ～ 50 m
程度と考えられる．また，両層とも河成の地層と考え

られる．

4.2.5　加木屋層（松沢・植村，1957）
　加木屋層は，八事層と層相が極めてよく似ており，

分布地域の違いから両層が便宜的に区別して記載され

てきたものと捉えられており（坂本ほか，1986），八事

層と一連の地層と考えられる．また，加木屋層は本調

査では一部を高位段丘に含めた「武豊層」と対比され

ている（たとえば吉田・尾崎，1986）が，両層の分布

域は若干離れており，確実な対比根拠は得られていな

い．八事層とともに河成堆積物と考えられる．

4.2.6　見当山層 ( 荒木，1953) 及び本城松層（森・理科

クラブ，1968）
　見当山層については，本研究において古地磁気と

花粉を分析し，既往研究で記載された大型植物及び

花粉化石により堆積年代を再検討した（小松原ほか，

2025）．しかし年代の確定には至らず，カラブリアン期

後期・Jaramillo イベントの間氷期（MIS 29）ないしチ

バニアン期前期の間氷期である MIS 19 ないし 17 に対

比される可能性が高いものの，チバニアン期後半（MIS 
11 ～ 7）の間氷期である可能性も否定できない．

　海浜性の植物化石を産することや生物擾乱を受けた

泥層を伴うことから，海浜に近い環境で堆積した地層

と考えられる．温暖期の花粉群集及び大型植物化石を

産することも，これを支持する．

　本城松層は層相や分布状況から，見当山層に対比さ

れるが，この地層からも年代資料は得られていない．

4.2.7　大三礫層（木村・竹原，1958）
　大三礫層は，見当山層よりも大きな円礫を主体とす

るクサリ礫で構成された礫層である．吉田ほか（1995）
は，これを見当山層と同時期の河川上流部で堆積した

地層とみなしているが，この地層からも年代資料は得

られていない．

4.3　高位段丘堆積物群（h1，h2，h3）
　本報告では，既往研究（たとえば名古屋グループ，

1969；Kimura, 1971）に従って，赤色（マンセル色表示

で 2.5 ～ 5 YR 系統の色を示す）表土に覆われ，クサリ

礫を多く含み，開析が進んだ堆積面を構成する堆積物

を，高位段丘堆積物とする．前述の三好層は，表土の

色調や堆積面の形態に関しては高位段丘の特徴を持つ

が，地磁気極性や花粉組成から最高位段丘堆積層に含

めた．第 4 図に既往研究における段丘の名称と対比を

示す．

　本調査の地質図では，堆積面の高度に従って高位の

ものから順に高位 1 ～ 3 段丘堆積物（h1 ～ h3）と細分

しているが，これは単に高度順に並べた名称であって，

地域間の対比はできていない．

　調査地域の高位段丘堆積物の中で，海成層と考えら

れるものは，中勢丘陵海岸部の高位 3 段丘堆積物の一

部（千里段丘堆積物）と知多半島の高位 2 及び 3 段丘

堆積物に限られる．

4.3.1　西三河平野の高位段丘堆積物

　西三河平野の高位段丘堆積物は，伊
い ぼ

保原
ばら

層（本調査

では高位 2 段丘堆積物；中島ほか，2021）と拳
こ ろ も

母層（本
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調査では高位 3 段丘堆積物；町田ほか，1962）に分け

られる．

　伊保原層は調査地域北部のみに分布する，砂礫主体

の堆積物からなる．

　挙母層（町田ほか，1962）は，クサリ礫を含む砂礫

ないし砂層を主体とし，南部ほど砂がちになる（愛知

県史編さん委員会，2010；中島ほか，2021）．矢作川左

岸に断片的に分布する細川層，仁
に っ き

木層，見
み あ い

合層も，ほ

ぼこの段丘堆積物に対比できる（愛知県史編さん委員

会，2010）．拳母面について森山（1994，1996）は浅海

成砂層によって構成された海成段丘として記載したが，

段丘面を直接構成している堆積物の層相（たとえば服

部，1969；中島ほか，2021）からは，これを積極的に

海成層と見なす根拠は見出されない．なお，安城市史

編集委員会（2005）や牧野内ほか（2011）に記されて

いるように，碧海層下位の更新統の一部には拳母層に

対比される可能性がある海成堆積物が見出されている

が，これが拳母面を構成する堆積物と一連の地層か否

かについては，検討の余地がある（たとえば阿部ほか，

2025）．現在，段丘面を構成する拳母層の年代は明らか

にされていない．

4.3.2　知多半島の高位段丘堆積物

　知多半島の高位段丘堆積物は，最高位の高位 1 段丘

堆積物（小瀬，1929 及び牧野内，1975b，1985 の武豊

層の一部）と，それより低い 2 段の高位段丘面を構成

する堆積物に分けられる．しかし未だ確実に同定でき

るテフラは得られていない．小松原・本郷（2025）は，

花粉分析と堆積環境復元を通じて対比・編年を試みた

結果，①最古期の高位 1 段丘堆積物（牧野内，1975b，
1980 など既往研究の武豊層の一部）は河成の間氷期堆

積物，②高位 2 段丘堆積物は間氷期の海成堆積物，③

高位 3 段丘堆積物は 2 層の海成層を挟有する間氷期の

河口成堆積物，と認定した．また，これらのいずれか

らも Quercus sabgen. Lepidobalanas（コナラ属コナラ亜

属）の花粉が一定量産出することから，高位 1 ～ 3 段

丘堆積物は濃尾平野地下の海
あ ま

部層（後述）に対比され

る可能性があり，特に高位 3 段丘堆積物は，赤色表土

やクサリ礫を伴う段丘構成層の中では最低位にあって，

2 層の海成層を有することやブナ属の花粉を多く産する

ことから海部層中の Am 3 層に対比されると考えられ

る．一方，高位 1 段丘堆積物については，コナラ属花

粉を含むこと以外に積極的に海部層と対比する根拠を

欠いており，チバニアン期初期（MIS 17）以前の間氷

期に堆積した可能性も残される．

4.3.3　濃尾平野東部の高位段丘堆積物

　濃尾平野周辺では，高位段丘面は，北東部の岐阜県

各
か が み が は ら

務ケ原市～愛知県春
か す が い

日井市周辺と熱田台地東方（名

古屋市千
ち く さ

種区覚
かく

王
おうざん

山周辺など）に分布する．このうち

後者（覚王山面）は，堆積物がほとんど確認できない

ことから侵食段丘面と考えられている（桑原，1975）．

4.3.4　伊勢丘陵の高位段丘堆積物

　伊勢平野には多くの河成高位段丘堆積物が発達する

が，そのうち海成層を挟有するものは，貝化石を産出

した（森，1970a）中勢丘陵東端・鈴鹿市千里地区の高

位 3 段丘（千里面：Kimura, 1971；木村 , 1971）に限ら

れる．そのほかの段丘堆積物は，いずれも河成礫層に

よって構成される．伊勢平野高位段丘堆積物について

は，対比・編年資料は得られていない．

4.4　中位段丘堆積物群（m1a，m1b，m2）
4.4.1　中位段丘の地形と離水年代の概観

　本報告では，既往研究（たとえば名古屋グループ , 
1969；Kimura, 1972）に従って，明褐色（マンセル色表

示で主として 7.5 YR 系統，一部 5 YR 系統の色を示す）

表土に覆われ，礫は風化しているもののクサリ礫を含

まない，ないしごくわずかに含む，平坦な堆積面を構

成する段丘堆積物を中位段丘堆積物として記載する（第

5 図）．

　本報告では，中位段丘面及び同堆積物を中位 1a 段丘

面・堆積物，中位 1b 段丘面・堆積物と中位 2 段丘面・

堆積物に細分した．このうち中位 2 面・堆積物は，河

川中流部と知多半島南端部の限られた範囲に断片的に

分布するものであり，広域対比が困難で対比・編年に

有効な資料は得られなかったため，活構造の変位基準

として用いなかった．

　中位 1a 段丘面と中位 1b 段丘面は隣接して臨海平野

に広く分布し，ともに西三河平野東部と南勢平野を除

いて両段丘面の地下には広範囲に海成泥層が挟在する．

知多半島西岸の中位 1a 段丘面は海成層によって直接構

成される海成段丘面であるが，他の地域の中位 1a 段丘

面及び中位 1b 段丘面は海成泥層を伴うものの堆積面は

陸成層で構成された河成段丘ないし河口段丘（小松原，

2020b）と見なされる． 
　中位 1a 段丘面と中位 1b 段丘面は，多くの地域で近

接して分布し，かつ低い段丘崖によって隔てられてい

るため，木村（1971），Kimura (1972)，石村（2013）によっ

て詳細に地形解析や編年調査がなされた地域以外では

従来一括して中位段丘面として記載されてきた．しか

し，北勢丘陵（小松原，2025）のほか，濃尾平野東部

の熱田面（第 6-1 図）や西三河平野の碧海面（第 6-2 図）

についても詳しく検討すると，段丘面を 2 面に区分で

きる可能性が高い．本調査ではこれらの地区について

地質学的な検討を行っていないため，予察段階ではあ
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第 6 図　熱田面・碧海面の細分とその地形断面 .

　　　　地形断面は国土地理院ホームページ「地理院地図」の断面図作成機能を用いて作成 .

Fig. 6       Subdivision of the Atsuta and Hekikai terraces and their topographic profiles.
                �Topographic profiles are made using the cross-section creating function in the GSI maps by Geospatial Information 

Authority of Japan.
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るが，以下の知見を得ている．

　名古屋市昭和区川名地区及び瑞穂区仁
に し ょ

所地区には，

周囲の熱田台地よりも 2 ～ 5 m 高い平坦面（ここでは

川名台地・仁所台地と仮称する）が分布する．現在公

開されているボーリングデータ（土質工学会中部支部，

1988 など）によると，これらの台地を除く名古屋市中

心市街地の熱田台地上で掘削されたボーリングデータ

の多くで砂質堆積物中に浮石，軽石ないし凝灰質といっ

たテフラを含むことが記載されているが，両台地のボー

リングデータではテフラに関する記載は認められない．

　また，西三河平野の碧海台地では，知立市来
らいこうじ

迎寺小

学校（第 6-2 図）で地下 13.3 m のシルト層中に鬼
き か い

界

葛
とづらはら

原テフラ（K-Tz：95 ka：町田・新井，2003：MIS 5c ピー

ク直後に降下）が見出されている（森山ほか，1996）一方，

安城市東栄町（第 6-2 図）では同じテフラが表土中に

見出されている（牧野内ほか，2003）．両者の間には最

大でも比高 3 m 以下と低く不明瞭な段丘崖が断片的に

見出されるにすぎず，かつ碧海面には自然堤防状の地

形など初生的な微起伏が発達するため，大部分で地形

的に 2 面に区別することは困難であるが，従来碧海面

として一括されてきた段丘は，離水年代の異なる 2 つ

の段丘面からなる可能性が高い．

　知多半島では西海岸（伊勢湾側）の常滑～内海地域

に堆積物最上部が海成ないし海浜性の堆積物（後述）

からなり，標高 12 ～ 40 m に堆積面をもつ海成中位段

丘面が広く分布する（小松原・本郷，2025）．この海成

段丘分布域の北側にあたる知多市新舞子地区にはそれ

より 3 ～ 5 m 低位（標高 7 ～ 10 m）に堆積面をもつ河

口成の中位段丘面が発達する．同様に知多半島東海岸

（知多湾側）の半田市街から武豊町富貴にかけては，河

口成の中位段丘面が比高 2 ～ 3 m 程度の低い段丘崖に

よって 2 面に区分される（小松原・本郷，2025）．この

ような地形的特徴から，知多半島において中位の海成

ないし河口成段丘堆積物は 2 つの異なる高度の地形面

を構成する地層に分けられる．

　さらに，北勢丘陵周辺の段丘上の表土を詳しく分析

した石村（2013）は，中位段丘も表土中に K-Tz 起源と

考えられる高温型石英粒子を含む高位の面と，それを

伴わない低位の面に細分されることを明らかにしてい

る．上述の熱田台地と碧海台地の 2 時期の中位段丘面

の離水期は，北勢丘陵周辺の 2 面の中位段丘の離水期

と対比できる可能性がある．

　なお地形的にはほぼ一連の段丘を形成しているもの

の，堆積物（堆積環境）や離水年代が異なる堆積物に

よって構成されている事例は，本調査地域だけでなく，

房総半島北部・東京湾岸地域の最終間氷期段丘である

木
きおろし

下層と姉崎層の間でも認められている（たとえば徳

橋・遠藤，1984）．

　以上を総合すると伊勢湾周辺で従来，中位段丘とし

て一括されてきた沿岸地域の段丘は，多くの地域で

K-Tz 降下以前に離水した中位 1a 段丘と，それを削剥

し堆積物下部に御岳第一軽石（On-Pm-1：Kobayashi, 
1960；MIS 5c ピークの約 10 万年前に噴出：町田・新井，

2003）や K-Tz を含む中位 1b 段丘に 2 分できる可能性

が高い．

4.4.2　中位 1a 段丘面を構成する堆積物の層序・層相

　中位 1a 段丘を構成する堆積物は，露頭状態が良く基

底部から段丘面までの層序を観察できる知多半島西岸・

野
の ま

間地区及び常
とこなめ

滑地区において，下位から①東海層群

の埋没谷を埋積する谷埋め堆積物，②それにオーバー

ラップして広く分布する砂層及び内湾性の海成泥層（牧

野内，1980 の上部海成粘土層），③さらに海浜成の砂層

に区分される．このような海浜性堆積物が段丘堆積物

の最上位を占める場所は，後背地に河川が発達しない

地域に限られる．

　一方，知多半島を除く伊勢湾周辺の広い地域，特に

土砂供給量の大きな河川の下流部では，海成泥層の上

位にデルタ成ないし河成の砂層ないし砂礫層が発達す

る．露頭状態が良好であった時代に中勢丘陵の段丘堆

積物を調査した木村（1962，1971），Kimura（1972）は，

中位 1a 段丘堆積物を下位の小
こ の べ

野辺シルト部層と上位の

久居礫質部層に区分し，両者の層相変化は明確である

が，その間に侵食面は確認できなかったと記している．

また，後述するように熱田台地地下の堆積物も，一部

を除いて内湾性の海成泥層とその上位の砂質層は整合

ないし漸移的に上方粗粒化している（桑原ほか，1985；
牧野内ほか，2013）．詳細なデータはないが，川名台地

地下では泥層と上位の砂質層の間に顕著な礫層など不

整合を示す証拠は認め難く，海成泥層の上位に厚さ 10
～ 20 m の砂層が累重している．この砂層中には粘性土

層が挟在するが，熱田台地の他の地域の熱田層上部砂

層とは異なって粘性土層はごく薄い（土質工学会中部

支部，1988）．
　これら中位 1a 段丘堆積物を構成する堆積物のうち，

内湾性の海成泥層（知多半島の牧野内，1980 の上部海

成粘土層，中勢丘陵の小野辺シルト部層など）は，後

述する西三河地域の台地・平野地下の碧海層下部の海

成粘土，濃尾平野東部の台地・平野地下の熱田層下部

の海成粘土とともに，最終間氷期海成泥層に相当する．

4.4.3　中位 1b 段丘面を構成する堆積物の層序・層相

　中勢丘陵や南勢平野の中位 1b 段丘面は，久居礫質

部層など中位 1a 段丘堆積物上部が削剥されて造られた

侵食段丘面であり，固有の堆積物は薄い（木村・竹原，

1965）か，または存在しない（木村，1971）．鈴鹿川下
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流部や，四日市市の羽津台地など北勢丘陵においても，

ボーリングデータからみて中位 1b 段丘堆積物は厚さ数

ｍ以下の可能性が高い（小松原，2025）．
　一方，濃尾平野東部（川名台地や仁所台地を除く熱

田面の大部分）や西三河平野（安城台地などを除く碧

海面主部）の中位 1b 段丘面は，海成中位 1a 段丘地下

に連続する海成泥層を覆って累重する，厚さ 10 ～ 20 m
（最大で 30 m）の砂質堆積物（碧海層上部の砂質層及び

桑原ほか，1982 の熱田層上部）によって構成され，そ

の基底付近には On-Pm-1 ないし K-Tz が含まれる（たと

えば Kobayashi et al., 1968；森山ほか，1996）．この中位

1b 段丘面を直接構成する堆積物を中位 1b 段丘堆積物と

呼ぶ．熱田台地周辺の中位 1b 段丘堆積物の上部からは　

御岳辰野軽石層（On-Tt：竹本ほか，1987；Kobayashi et 
al., 1960 の Pm-Ⅲ）が産出する（たとえば Kobayashi et 
al., 1968）．濃尾平野南部から熱田台地南部に至る地区

（ほぼ近世以降の干拓地・埋立地に相当する地域）を除

いて，この砂質堆積物は陸成層によって構成される（後

述）．

4.4.4  　中位 2 段丘堆積物

　中位 2 段丘堆積物は，河川中流において中位 1b 段丘

面より低位の段丘面を構成するほか，知多半島南端の

狭い範囲で海成段丘面を構成する，明褐色表土を伴い，

風化礫層を主体とする礫層である．本層の分布は断片

的ながら，場所によっては数 m 以上の厚さをもつ．

4.5　低位段丘堆積物及び完新世段丘堆積物（l1，l2，
l3）
　本調査では，明褐色土を伴わず，風化が進んでいな

い礫を主体とする河成堆積物によって構成される後期

更新世の段丘堆積物を低位段丘堆積物とする．低位段

丘堆積物は，多くの河川の中流部で少なくとも 2 段に

区分できる段丘面を構成する．本調査では，主に既往

の地質図幅調査結果に基づいて，低位段丘堆積物を 2
つに区分して地質図上に示した．

　本調査では，部分的に黒色の表土が認められるもの

の，新鮮な礫によって構成され，完新世に離水したと

考えられる段丘堆積物を完新世段丘堆積物として一括

した．完新世段丘堆積物は，桑名断層・四日市断層の

西（隆起）側にまとまって分布するほか，知多半島の

一部の限られた範囲に分布する．桑名断層と四日市断

層の隆起側に分布する完新世段丘堆積物については，

断層活動履歴復元を目的とする鳴橋ほか（2004），中西

ほか（2006），大上・須貝（2006）などの研究によって

詳しく調べられている．

4.6　沖積平野表層の堆積物

　本調査では，既往調査資料と戦後米軍撮影の空中写

真判読に基づいて沖積平野表層を構成する堆積物を，

完新世段丘堆積物，後背湿地堆積物，自然堤防堆積物，

旧河道堆積物，浜堤堆積物，干拓地及び埋立地に区分し，

沿岸域地質図及び陸域地質図に分布域を図示した．

5.　陸域地下の第四系上半部 （沿岸域地質図・陸域地質

図，海陸地質断面図及び陸域地質断面図）

5.1　濃尾平野地下の基本層序

　伊勢湾周辺陸域の地下地質，特に更新統の層序は，

濃尾平野で多くの研究がなされ，基本層序が立てられ

てきた．その背景として，濃尾平野では地盤沈下対策

のために数 100 m 級のボーリング調査が多数おこなわ

れ，層序に関する資料が蓄積されてきたことに加え，

比較的単純な傾動・沈降運動が累積的に進行してきた

ため，側方連続性の良い地層が大きな間隙なく累重し

てきたことがあげられる（たとえば須貝ほか，1999a；
Sugai et al., 2016）．伊勢湾周辺の他の盆地では，①西三

河平野においては侵食・堆積の繰り返しによって複雑

な層序（阿部ほか，2024）が形作られたため，層序の

全体像が明らかになっていない，②伊勢平野において

は中部更新統以下の地下地質に関する研究が少なく下

部～中部更新統の層序が明らかになっていない，とい

う問題があり，今のところ第四系上半部の基本層序が

建てられているとは言い難い．このため，本章では濃

尾平野地下で構築された基本層序（第 7 図）をまとめ，

次いで周辺地域の第四系上半部の堆積物と濃尾平野地

下の基本層序との対比を試みる．

　濃尾平野地下の第四系について，須貝ほか（1999a），
Sugai et al．(2016)は下位から東海層群（大泉層，米野層：

古東海湖堆積物），第四礫層，弥富層，第三礫層，海部

層，第二礫層，熱田層，第一礫層，濃尾層，南
なんよう

陽層に

細分した．このうち，米野層以下の地層については，オー

ルコアボーリングによる詳細な検討が行われていない．

ここでは，古東海湖堆積物から米野層に至る層準を簡

略に記すとともに，第四礫層以上の地層について特徴

をまとめる．

5.1.1　東海層群・大泉層（松井，1943）及び米野層（安

田，1956）
　須貝・杉山（1999）は濃尾平野西部で堆積層基底ま

でを対象とする反射法地震探査と，深度 601 m のオー

ルコアボーリング（GS-NB-1：地質図範囲の北側・岐

阜県海津市大和田地区）を行うとともに，これらの近

傍にある岐阜県海津市の海津苑ボーリングの柱状図を



陸域地質解説 -伊勢湾及び三河湾沿岸陸域の第四系上部の層序，変位基準及び第四紀後半期の地質構造 -

－ 15 －

杉
崎
・
柴
田

（
19

61
）

松
沢
・
桑
原

（
19

64
）

本
報
告

(海
域

)

海
成
層
の

認
定

Su
ga

i e
t

al
.（

20
16
）
主
要
テ
フ
ラ

花
粉

須
貝
（
本
報
告
集
）

海
洋
酸
素

同
位
体
比

ス
テ
ー
ジ

上
部
層

上
部

上
部

上
部

上
部

中
部
泥
層

下
部

下
部

下
部

下
部

海
成
層

K-
Ah
（
畠
山
ほ
か
，

19
79
）

U-
Ok

i（
牧
野
内
ほ
か
，

20
01
）

ア
カ
ガ
シ
亜
属
多

下
部
砂
泥
層

濃
尾
層

濃 尾 層
濃
尾
層

AT
（
牧
野
内
ほ
か
，

20
01
）

鳥
居
松
礫
層

小
牧
礫
層

上
部
層

上
部
層

上
部
層

上
部
層

上
部

(第
3～

１
粘
土
層

)

On
-T

t(小
林
ほ
か
，

19
66

)
K-

Tz
（
諏
訪
ほ
か
，

19
95
）

On
-P

m
1な

ど
（

Ko
ba

ya
sh

i e
t a

l.,
19

68
；
水
野
，

19
96
）

M
IS

 4

M
IS

 5
c

　

海
成
層

長
島
テ
フ
ラ
（
牧
野
内
ほ
か
，

20
13
）

コ
ウ
ヤ
マ
キ
属
・
ブ
ナ

属
・
コ
ナ
ラ
属
多

M
IS

 5
e

最
下
部
層

最
下
部
層

最
下
部
層

第
二
礫
層

第
2レ

キ
層

Am
3

Am
3

Am
3

海
成
層

At
a-

Th
(古
澤
，

19
90
；
宮
川
・
吉
川
，

19
96

)
ブ
ナ
属
・
コ
ナ
ラ
属
多

M
IS

 7

Ag
2

Ag
2

Ag
2

Am
2

Am
2

Am
2

海
成
層

Kｋ
t(本

調
査

)
ス
ギ
属
・
イ
ヌ
ブ
ナ
属
・

コ
ナ
ラ
属
多

M
IS

 9

Ag
1

Ag
1

Ag
1

ト
ウ
ヒ
属
優
占

Am
1

Am
1

Am
1

海
成
層

ア
カ
ガ
シ
亜
属
優
占

M
IS

 1
1

第
三
礫
層

第
3レ

キ
層

弥
富

5
層

Kb
-K

s(
須
貝
ほ
か
，

19
99

a)
コ
ナ
ラ
属
ご
く
少

M
IS

 1
3

Yg
-4

弥
富
４

層
海
成
層

コ
ナ
ラ
属
ご
く
少

M
IS

 1
5

Yg
-3

弥
富
３

層
コ
ナ
ラ
属
ご
く
少

M
IS

 1
7

Yg
-2

弥
富
２

層
ブ
ナ
属
・
コ
ナ
ラ
属
優
占

M
IS

 1
9

Yg
-1

弥
富
１

層
Ss
－

Az
（
須
貝
ほ
か
，

19
99

a）
ブ
ナ
属
・
コ
ナ
ラ
属
優
占

M
IS

 2
1

米
野
累

層
Aj

-2
90
（
山
田
Ⅱ
：
古
澤
，

19
90
）

上
部
累
層

大
泉
累

層
Eb

s-
Fu

ku
da
（
古
澤
，

19
90
）

中
部
累
層

市
之
原

累
層

下
部
累
層

M
IS

 1

M
IS

 2

M
IS

 3

第
二
礫
層

桑
原
ほ
か

(1
98

2)

海
部
累
層

海 部 ・ 弥 富 累 層

南 陽 層

第
一
礫
層

上
部

下
部

(主
と
し
て
最
終
間

氷
期
海
成
泥
層

)

Am
3

Ag
2

Am
2

Ag
1

Am
1

弥 富 層

南
陽
層

下
部
粘

土

下
部
粘
土

南
陽
層

濃
尾
層

第
一
礫
層

熱 田 層
下
部

(第
５
～
４

粘
土
層

)

埋
没
段
丘
群

牧
野
内
ほ
か

(2
01

3)

濃
尾
層

第
一
礫
層

大
曽
根
層

鳥
居
松
礫
層

熱 田 層

上
部

(第
Ⅳ
～
Ⅰ

粘
土
層

)

下
部

(第
Ⅴ
粘
土

層
)

本
報
告
（
陸
域
）

伊 勢 湾 層

知 多 沖 層 及 び 音

響 基 盤

沖 積 層

熱 田 層 第
二
礫
層

海 部 層
海
部
層

沖 積 層 第
三
礫
層

須
貝
・
杉
山

（
19

99
）

須
貝
ほ
か

（
19

99
a）

畠
山
ほ
か

（
19

79
）

桑
原
（

19
80
）

濃
尾
平
野
第
四

系
研
究
グ
ル
ー

プ
（

19
77
）

桑
原
（

19
68
）

古
川
（

19
72
）

桑
原
（

19
75
）

南
陽
層

濃
尾
層

第
一
礫
層

熱 田 層

第
一
礫
層

下
部
層

下
部
粘
土

第
四
礫
層

弥
富
累
層

弥
富
累
層

尾 張 層 群

第
一
礫
層

濃
尾
層

第
一
礫
層

第
一
礫
層

第
一
礫
層

海
津
層

養
老
層

南
陽
層

南
陽
層

第
1レ

キ
層

南 陽 層 濃
尾
層

第
一
礫
層

大
曽
根
層

南
陽
層

熱
田
層

熱 田 層沖 積 層

南 陽 層 濃
尾
層

東 海 層 群

東
海
層
群

東
海
層
群

古 東 海 湖 堆 積 物

熱 田 層 第
二
礫
層

海 部 累 層

第
三
礫
層

弥 富 累 層熱
田
層

第
二
礫
層

海 部 累 層

海
部
累
層

後
八
事
期
層

八
事
期
層

第
三
礫
層

熱
田
層

熱 田 層

第
三
礫
層

第
三
礫
層

第
二
礫
層

海
部
累
層

海 部 累 層第
二
礫
層

～ ～

第
7
図
　
濃
尾
平
野
地
下
の
層
序

.

Fi
g.

 7
　
 
 
St

ra
tig

ra
ph

y 
un

de
r  

th
e 

N
ob

i P
 la

in
.



小松原 琢・佐藤善輝

－ 16 －

検討した．海津苑ボーリングで記載された地層は，深

度 950 ～ 1,220 m は主に泥層からなり砂層を伴う堆積物

（この中の深度 1,160 ～ 1,176 m に「凝灰質泥岩」が挟

在），深度 760 ～ 950 m は主に礫層からなり泥質薄層を

挟有する堆積物，深度760 m以浅は礫層と細粒層の互層，

によって構成される（須貝・杉山，1999）．須貝・杉山

（1999）は，反射法地震探査，GS-NB-1 ボーリングコア

の調査結果及び Takemura (1985) などに記載された北勢

丘陵の地層の層序・層相を総合して，深度 1,160 ～ 1,176 
m の凝灰質泥岩を福田（嘉

か れ

例川
がわ

）テフラに，深度 950
～ 1,220 m の泥主体の地層を東海層群上部の大泉層に，

深度 760 ～ 950 m の礫主体の地層を米野層に対比した．

このうち，嘉例川テフラは，濃尾平野南部・弥富市稲
いな

狐
こ

の 600 m 地下水観測井ボーリング（弥富コア：沿岸

域地質図・陸域地質図及び陸域地質断面図 B-5 断面の

基準ボーリング YA）の東海層群（桑原，1985）中の標

高 -447 m に挟在するテフラ（YA 446 テフラ）と対比さ

れている（古澤，1990）．また，米野層は，養老山地西

方において下位の大泉層を整合に覆う礫質堆積物であ

り，多良（養老）テフラを挟有する．濃尾平野地下で

養老テフラ（Ss-Pk テフラ）は報告されていないが，古

澤（1990）は濃尾平野南部・弥富市西
にししじみ

蜆の十
じゅうしやま

四山コア（地

質図・断面図の基準ボーリング AJ）において弥富層と

されている地層（桑原，1985）中の標高 -292 m に挟在

するテフラ（AJ 290 テフラ）が，Ss-Pk テフラ上位の大

阪層群 Ma 2 層（MIS 25：吉川・三田村，1999）中に挟

在する，山田 Ⅱ テフラに対比されることを明らかにし

ている．

　なお，桑原（1985）や愛知県による濃尾平野地下構

造探査（愛知県，2001，2002）などの既往研究におい

て「東海層群」，「弥富（累）層」と記載されてきた堆

積物の中には，須貝・杉山（1999），Sugai et al. (2016)
の濃尾平野地下における「大泉層」，「米野層」が含ま

れていることに注意を要する．

5.1.2　第四礫層（須貝ほか，1999a）
　第四礫層は，GS-NB-1 コアの孔底部で確認され

た，厚さ 16 m 以上の顕著な砂礫層である（Sugai et al., 
2016）．この礫層は，GS-NB-1 コア中の厚い粘土層中

に挟在する猪牟田アズキテフラ（Ss-Az：町田・新井，

2003：MIS 21.5 と 22.2 の境界付近の 0.87 Ma）の下位に

位置し，MIS 22 に対比されている（Sugai et al., 2016）．
須貝・杉山（1999），須貝ほか（1999a）は，この礫層

を反射法地震探査によって広く追跡できる側方連続性

の良い地層と認めている．なお，畠山ほか（1979）は，

弥富コアの深度 360 m に位置する尾張層群（弥富累層）

基底に厚さ 34 m の礫層があり，それが特徴的な凝灰質

砂岩層を不整合に覆っていると記載しているが，この

層準と須貝ほか（1999a）の第四礫層が同一層準か否か

についてはなお検討を要する．

5.1.3　弥富層（畠山ほか，1979；須貝・杉山，1999 再定義）

　弥富層は，GS-NB-1 コアの深度 379.0 ～ 584.6 m に位

置する（Sugai et al., 2016），礫・砂・泥の互層である．

本層は下位から弥富 1 ～ 5 の細粒層と，その間の Yg-1
～ 4 の粗粒層に区分される．このうち弥富 1 層中の深

度 577 m に Ss-Az，弥富 2 層最上部の深度 545 m 付近に

古地磁気極性の Brunhes /Matuyama 境界，弥富 5 層下部

の深度 415 m にサクラテフラ（＝小林笠森テフラ：Kb-
Ks：町田・新井，2003：MIS 13.5）が見出されている（須

貝ほか，1999a）．また弥富 4 層からは内湾性珪藻化石

が得られ，この層準は海成層と考えられている（Sugai 
et al., 2016）．森・吉野（1979），森（1980a）は，弥富

コアの弥富層上部にあたる粘性土層（深度 270.5 m 及び

268 m の層準）より汽水生珪藻群集を見出しており，こ

れが弥富 4 層に相当する可能性が指摘できる．今のと

ころ，この層準よりも下位の第四系から確実な海成層

は見出されていない．須貝ほか（1999a），須貝（2025）は，

弥富 1 層～ 5 層がそれぞれ MIS 21，19，17，15，13 に

相当する可能性を示している．

5.1.4　第三礫層（桑原，1975）
　第三礫層の名称は，最初，杉崎・柴田（1961）によっ

て与えられたが，この地層を記載・定義したのは，濃

尾平野地下第四系微化石研究グループ (1974)，桑原

（1975）である．桑原（1975）は，愛知県飛島町の 300 
m 地下水観測オールコアボーリング（飛島コア）にお

いて深度 150 m 付近に認められる，第二礫層下位の 2
層の海成粘土層を含む細粒層（海

あ ま

部層）の下位に厚さ

10 m 程度の礫層があり，それが広く追跡されることを

明らかにした．この礫層は，濃尾平野東部では下位層

を傾斜不整合に覆っている（桑原，1975）が，濃尾平

野西部では下位の弥富層を大きく削剥することなく累

重している（須貝ほか，1999a）．この傾向は，愛知県

（2002）による反射法地震探査結果でも確認できる．

5.1.5　海部層（杉崎・柴田，1961）
　杉崎・柴田（1961）は，愛知県弥富市の日本毛織株

式会社のボーリングコアにおいて標高 -224 ～ -165 m に

位置し，上下の厚い礫層（第二礫層・第三礫層）に挟

まれた砂層粘土層互層を海部層と定義した．その後，

濃尾平野地下第四系微化石研究グループ (1974），桑原

（1975）は飛島コアにおいて，この層準に少なくとも 2
層の海成粘土層が挟在することを明らかにし，さらに

濃尾平野第四系研究グループ（1977），森（1980a）は，

他の試錐も含め微化石分析を行って海部層中に 3 層準
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の海成の粘土層（下位より Am 1 ～ 3 層）が挟在するこ

とを明らかにした．GS-NB-1 において珪藻分析をおこ

なった Sugai et al. (2016) は，Am 1 ～ 3 層の各層で内湾

性群集が得られることを示し，この見解を支持してい

る．

　このうち Am 1 層は，アカガシ亜属の花粉が優占する

ことで特徴づけられる堆積物であり（吉野ほか，1980；
須貝，2025），大阪平野や関東平野の花粉層序（本郷，

2009；楡井・本郷，2018）と同様に MIS 11 に対比され

る．十四山コアの Am 3 層下部に挟在する Aj 147 テフ

ラ（古澤，1990）は阿多鳥浜テフラ（Ata-Th：町田・

新井，2003：MIS 7 初期の約 240 ka）に対比される（古澤，

1990；町田・新井，2003）．また，名古屋港の No.1 コ

ア（後述する名古屋港西地区の TB-1 コアの約 600 m 東）

において，東海層群を直接不整合に覆い第二礫層に不

整合に覆われる海成粘土層（深度 79 ～ 80 m）から，加

久藤テフラ（Kkt：町田・新井，2003：MIS 9.2 の約 32
～ 33 万年前）が得られている（中島ほか，2025）．さ

らに，宮川・吉川（1996）は，ボーリング地点と分析

方法については明記されていないものの，Am 3 層中に

Ata-Th の可能性のあるテフラ降灰層準を見出したこと

を記載している．また，濃尾平野地下の海部層中の海

成層からは，コナラ属（コナラ亜属ないしアカガシ亜属）

の花粉が一定以上の割合で得られることが報告されて

いる（濃尾平野第四系研究グループ，1977；吉野ほか，

1980；須貝，2025）
　海部層と陸上に露出する堆積物の対比については，

陸上の段丘堆積物からテフラが得られていないため明

確でない．しかし，①濃尾平野では後述する熱田層と

陸上に露出する中位段丘堆積物（中位 1a 段丘堆積物及

び中位 1b 段丘堆積物）が側方に連続することから対比

されること，②知多半島の高位段丘堆積物（小松原・

本郷，2025）と濃尾平野の海部層（濃尾平野第四系研

究グループ，1977；吉野ほか，1980；須貝，2025）で

共にコナラ属の花粉が一定量以上含まれること，③高

位段丘面の開析程度から高位段丘堆積物は中期更新世

後期の地層と考えられ，海部層の年代とかけ離れてい

るとは考え難いこと，から海部層は高位段丘堆積物と

対比できる可能性が高い．

　濃尾平野東部では，Am 1 ～ 3 の各海成粘土層の連続

性は必ずしも良くない（たとえば桑原，1980，1985）．
しかし，桑原（1985）の断面図や，須貝・杉山（1999）
及び愛知県（2002）の反射法地震探査断面を見ると，

濃尾平野西部においてはこの層準に大きな削剥は認め

がたい．

　海部層の標準貫入試験による N 値は，砂質土層で 20
以上，粘性土層で 10 ～ 30 を示すことが多い．

5.1.6　第二礫層（杉崎・柴田，1961）
　杉崎・柴田（1961）は海部層と同じ弥富市の日本毛

織株式会社ボーリングの標高 -165 ～ -147 m を模式地と

して第二礫層を定義した．その後の多くの研究（たと

えば桑原，1985）によってこの礫層が濃尾平野全域の

地下に認められることが示された．桑原（1985）によ

ると，この礫層の基底には埋没段丘と考えられる地形

が幾段か認められるほか埋没谷状に下位層を深く刻み

込む部分がある．Sugai et al. (2016) によると，この礫

層は養老山地など周辺の山地から供給された礫層と異

なって木曽川中～上流に分布する濃飛流紋岩の礫を含

み，かつ最大で径 6 cm の大径礫を特徴的に含む．この

礫層は名古屋市周辺など濃尾平野東部地域では下位の

海部層を緩い傾斜不整合で覆いつつ，東海層群までオー

バーラップして堆積する（たとえば桑原，1985；土質

工学会中部支部，1987）．第二礫層の N 値は多くの場合

50 以上を示す．

5.1.7　熱田層（松沢・嘉藤，1954）
　熱田層は，名古屋市の熱田台地を構成する地層とし

て最初に記載され  （松沢・嘉藤，1954），引き続く研究（た

とえば杉崎・柴田，1961；松沢・桑原，1964 など）に

よって濃尾平野地下に広く分布することが明らかにさ

れた（たとえば桑原，1985；海津，1996）．この地層は，

濃尾平野全域で海成泥層を主体とする下部と，砂質土

層を主体とする上部に分けられる．熱田層は第二礫層

を覆って濃尾平野全域に広く分布する．

　熱田層下部は塊状の厚い粘性土層（桑原ほか，1982
の第 5 粘土層）を主体としてしばしば貝殻を含む．濃

尾平野西部では，この塊状粘土層の下位に砂質の地層

が分布するが，この砂質部は最下部層として区分され

ることがある（たとえば桑原，1975）．
　熱田層下部粘土層の下部に長島テフラ（牧野内ほ

か，2013），上部に Aso-3 テフラ（Aso-3：小野ほか，

1977：MIS 5 / 6 境界期の 13 ～ 13.3 万年前：町田・新井，

2003）に対比されるテフラ（宮川・吉川，1996；豊蔵

ほか，1999）が挟在することが報告されている．この

うち，長島テフラは琵琶湖湖底コアの BT 36（吉川・井

内，1991）及び B75-2（檀原ほか，2010）に対比され

る（牧野内ほか，2013）．一方，宮川・吉川（1996）の

Aso-3 については，産出地点や分析値が示されていない

ことに加え，①大阪・神戸地域地下の最終間氷期海成

泥層（Ma 12）の下部から Aso-3 が，上部から Aso-3 と

類似した屈折率をもつ南港 Ⅱ 及び南港 Ⅲ テフラ（吉川

ほか，1993）が得られており（町田・新井，2003），か

つ②西三河平野地下の碧海層下部海成泥層上部から南

港 Ⅲ に対比されるテフラが得られていること（阿部ほ

か，2025），を考慮すると，化学分析などにより再検討
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する余地があると考えられる．

　熱田層下部について，濃尾平野地下第四系微化石研

究グループ（1974），濃尾平野第四系研究グループ（1977）
は有孔虫と珪藻及び花粉を，森（1971b）, 森（1980b）, 
森（1996）は珪藻を，松原（1996）は有孔虫をそれぞ

れ分析し，一致して温暖期の海生化石群集を報告する

とともに，上部に向かって海退傾向にあることを指摘

している．また，GS-NB-1 コアの珪藻化石群集を解析

した Sugai et al. (2016) は，熱田層下部と沖積層（南陽層）

では，海部層中の海成層中では微量しか検出されなかっ

た外洋性珪藻が多量に産出することを明らかにしてい

る．このほか，吉野・丹羽（1976），吉野ほか（1980），
齊藤（1996），須貝（2025）は花粉分析を行い，温暖期

の群集を得ている．熱田層下部の N 値は，最下部の砂

質土層で 10～ 50，それを除く粘性土層で 4～ 20を示す．

　熱田層下部と上部の境界は，最近の牧野内ほか（2013）
と，桑原ほか（1982），桑原（1985）など従来の研究

で若干異なっている（第 8 図）．熱田層中には全部で 5
層の粘土層があり（桑原ほか，1982），そのうち最も

厚く連続性が良い最下位の第 5 粘土層が下部の主体で

あることは，既往研究で見解が一致している．第 5 粘

土層直上の砂層について，日本建築学会東海支部ほか

（1969），桑原ほか（1982），桑原（1985）などは，①標

準貫入試験による N 値が 40 以上という高い値を示すこ

と（この層準より上位の砂層の N 値は概ね 20 ～ 40 で

ある），②この砂層はアルコース質の砂からなる一方，

これより上位の砂層は火山砕屑物を多く含むこと，と

いう違いがあること（桑原ほか，1982）から，この砂

層とその上位の第 4 粘土層を第 5 粘土層とともに熱田

層下部とし，濃尾平野北西縁において下位層を削り込

んで堆積する福
ふくづか

束砂礫部層に対比される，第 4 粘土層

上の砂層基底を，熱田層下部と上部の境界としている．

一方，牧野内ほか（2013）は，第 5 粘土層と第 4 粘土

層の間の砂層（前述の N 値 40 以上のアルコース質砂層）

が連続的に追跡されることから，この砂層の基底（す

なわ第 5 粘土層上面）を熱田層下部と上部の境界とし

ている．本調査では，愛知県飛島村・名古屋港西地区

の TB-1 ボーリングコア（大平，1996）において，On-
Pm-1 を含む（水野，1996）深度 31.5 ～ 32.35 m の砂層

の下位（粘土層を挟んで 1 層下位に位置する）の，深

度32.90～38.30 mに分布するN値50以上の細粒砂層が，

濃尾平野において広範囲に追跡できること（牧野内ほ

か，2001, 2013）から，牧野内ほか（2013）の層序区分

に従って，この細粒砂層の下限を熱田層上部と下部の

境界として記載する．この境界は，濃尾平野東部の多

数の土質調査ボーリング（桑原ほか，1982；牧野内ほ

か，2013）や，岐阜県海津市の GS-NB-1，及び愛知県

飛島村の名古屋港西地区の TB-1 コア（大平，1996）な

ど多くの地点で漸移的に層相（粒径）が変化する．ま

た，珪藻分析・有孔虫分析（濃尾平野第四系研究グルー

プ，1977；森，1980b）によって，熱田層の下部～上部

が一連の海進・海退過程に対応した堆積物であること

が示されている．なお，濃尾平野第四系研究グループ

（1977）や桑原ほか（1982）は，熱田層の上部と下部の

間に不整合ないし堆積間隙があることを示唆している

が，これらは第 4 粘土層とその上位の砂層（福束砂礫

部層）の境界を示すものであり，本調査の（すなわち

牧野内ほか，2013 と同じく第 5 粘土層とその上位の砂

層の境界を下部と上部の境界とする）熱田層下部と上

部の間には大きな時間間隙がなく，一連の過程で堆積

したことを示すといえる．

　ところで，従来の研究では熱田層上部とされてきた

地層のうち，中位 1a 段丘（川名台地・仁所台地）を構

成する地層には礫や厚い粘性土層はほとんど含まれず，

かつ軽石・浮石・凝灰質といったテフラの混入を記す

記載は認められない（土質工学会中部支部，1988）．
　一方，これまで熱田層上部とされてきた堆積物の主

体は，前述のように基底にアルコース質で N 値 40 以

上を示す締まりの良い砂層を伴い，その上位に 4 層

の連続性に乏しく N 値 5 ～ 30 を示す粘土層（桑原ほ

か，1982 の第 4 ～第 1 粘土層）を挟有する，N 値 20 ～

40 の砂主体の地層からなる．このうち，基底の砂層に

はしばしば貝殻が（牧野内ほか，2013），第 4 粘土層

より上位の砂層には軽石が含まれる．第 4 粘土層直上

の砂層下部に含まれる軽石は，MIS 5c に降下した On-
Pm-1 に（小林ほか，1966；Kobayashi et al., 1968；水野，

1996）同砂層の上部に含まれる軽石は，御岳藪原テフ

ラ（On-Pm-Ⅱ，On-Yb：竹本ほか，1987）にそれぞれ対

比される（水野，1996）．名古屋市瑞穂区の土質調査ボー

リングでは，第 3 粘土層に相当すると考えられるシル

ト層から K-Tz が見出されている（諏訪ほか，1995）．
名古屋市熱田区金山の露頭（小林ほか，1966）や TB-1
コア（水野，1996）において熱田層上部の最上部の

砂層に含まれる軽石は，御岳辰野テフラ（On-Tt，On-
Pm-Ⅲ；竹本ほか，1987）に対比されている．K-Tz と

On-Tt は，それぞれ MIS 5c ピーク直後（約 95 ka）及び

約 50 ka（中村ほか，1992），ないしそれ以前（町田・新井，

2003）と編年されている．

　熱田層上部では，飛島コア（濃尾平野第四系研究グ

ループ，1977）と美和コア（森，1980b）及び名古屋市

瑞穂区のボーリング（諏訪ほか，1995）から海生珪藻

群集が，そのほか多数のコアで淡水生珪藻化石群集が

報告されている．海生珪藻を産する層準は，瑞穂区の

土質調査ボーリングでは K-Tz を含む粘土層の下部にあ

り桑原ほか（1982）の第 3 粘土層に，飛島コアでは濃

尾平野第四系研究グループ（1977）の柱状図から判断
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して第 3 ないし第 2 粘土層に対比される可能性が高い．

　以上を総合すると，従来熱田層として一括されてき

た堆積物は，最終間氷期海成泥層（熱田層下部：第 5
粘土層）から連続的に堆積して川名台地・仁所台地を

構成する地層（仮にここでは川名台地を構成する砂層

（未命名）とする）と，第 3 粘土層下位の，On-Pm-1 を

含む砂層以上の，熱田台地主部や笠寺台地を構成する

地層という，2 つの地層に分けられる可能性がある（第

5 図及び第 8 図）．この問題については，第 8 章で再度

議論する．

5.1.8　第一礫層（井関，1956）
　第一礫層は，熱田層を整合に覆って濃尾平野全域に

広く分布する埋没段丘礫層を総称した地層であるが，

名古屋市の熱田台地以東では地上の段丘面（大曽根面）

を構成している可能性が高く，その南延長にあたる名

古屋港周辺には分布しない（たとえば土質工学会中部

支部，1987）．一方，名古屋港以西と名古屋港東側埋立

地にあたる天白川河口部では熱田層を削り込む埋没谷

中に連続的に分布する．この地層の基底は起伏に富み，

熱田層を開析する樹枝状の埋没谷を埋めて厚く分布す

ると考えられている（桑原，1975）．
　なお，この礫層と濃尾平野東部に分布する低位段丘

堆積物（鳥居松礫層：松沢・嘉藤，1954）との関係に

ついては，第一礫層と鳥居松礫層が対比されるとする

考え（海津，1979；井関，1983）と，第一礫層は鳥居

松礫層よりも新しく，鳥居松礫層を開析する谷を埋め

ているとする考え（桑原，1975）がある．第一礫層の

N 値は 40 以上を示す．

5.1.9　濃尾層（古川，1972）
　濃尾層は，いわゆる「沖積層」の基底部にあって，N
値は砂層で 10 ～ 40 を示すことが多い，砂泥互層を主

体として泥炭を挟有する地層である．この地層は，従来，

最終氷期後期の海面低下期（LGM：MIS 2）における河

川の下刻によって形成された埋没谷を埋めて堆積した，

晩氷期～後氷期における海進初期の堆積物と考えられ

てきた（たとえば古川，1972；井関ほか，1982）．しか

し，牧野内ほか（2001，2006）は，木曽三川河口部の

濃尾層中に姶良 Tn テフラ（AT：町田・新井，1976：

締まりの良いアルコース質砂層

第 4 粘土層
牧野内ほか (2013) および本報告の
熱田層上部 / 下部境界
＝最終間氷期海成泥層上面

第 5 粘土層（海成泥層）

漸移的境界

桑原ほか（1982）の
熱田層上部 / 下部境界

本報告で提案する
中位 1a 段丘堆積物

本報告で提案する
中位 1b 段丘堆積物

本報告で提案する
中位 1a 段丘堆積物

本報告で提案する
中位 1b 段丘堆積物

MIS 5e

MIS 5d ?

MIS 5c

MIS 5b ～ 4

単層名・テフラ

研究別の
上部層 / 下部層境界
研究別の
上部層 / 下部層境界

海洋酸素同位体
ステージ

海洋酸素同位体
ステージ

MIS 5e

？
層
砂
る
す
成
構
を
地
台
名
川

締まりの良いアルコース質砂層締まりの良いアルコース質砂層

第 4 粘土層

第 5 粘土層（海成泥層）

漸移的境界

？
層
砂
る
す
成
構
を
地
台
名
川

河川成砂層

河川成泥層

海成泥層

海 ( デルタフロント )
成砂層

河川性砂礫層

On-TtOn-Tt

第 2 粘土層（一部海成？）

第 1 粘土層

K-Tz

On-Pm-1 を含む砂層
( 縁辺部の福束砂礫層）

第 2 粘土層（一部海成？）

K-Tz

On-Pm-1 を含む砂層
( 縁辺部の福束砂礫層）

第 1 粘土層

第 3 粘土層（一部海成）第 3 粘土層（一部海成）テフラ

第 8 図　熱田層の層序，編年，形成過程に関する本報告の考え方 .

Fig. 8       Conceptual diagram of stratigraphy, age and formation process of the Atsuta Formation in this study.
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LGM に先立つ 30 ka に降下：Smith et al., 2013）が挟在

することから，濃尾層が LGM 以降の堆積物とする従来

の考えに疑問を投げかけた．濃尾層の年代については，

現在，牧野内ほか（2001，2006，2022），堀ほか（2019）
の研究によって検討が進められている．最近，堀ほか

（2019）は上流部ほど濃尾層下部の年代が新しくなって

いることを指摘している．また牧野内ほか（2006）は

前述の第一礫層と濃尾層を区別することは困難であり，

両者を合わせた地層が「沖積層基底礫層（BG）」に相

当するという考えを示し，牧野内ほか（2022）はこの

沖積層基底礫層の年代と層序について再検討の余地が

あることを示した．

　濃尾層の N 値は，砂質土層で 20 ～ 40，粘性土層で

10 ～ 30 を示す．

5.1.10　南陽層（松沢・嘉藤，1954；古川，1972 再定義）

　南陽層は，濃尾平野の沖積面を構成する堆積物であ

り，様々な観点から多くの研究がなされてきた（たと

えば井関，1983；海津，1992；小野，2004；小野ほ

か，2004；山口ほか，2006；羽佐田，2015；堀ほか，

2019）．この地層の詳細は，これらの既往研究や羽佐田・

堀（2025）に記されているので，ここでは簡略にまと

める．

　南陽層は下部（または中部）泥層と上部砂層に分け

られ，下部泥層は内湾性（デルタ底置層）の粘性土層，

上部砂層はデルタ前置層及び沖積陸成層（河川堆積物）

の砂質土層からなり（海津，1992 など），N 値は下部

の粘性土層で 0 ～ 5，上部の砂質土層のうち下部（デ

ルタ前置層）で 20 ～ 40，上部（沖積陸成層）で 20 以

下を示すことが多い． また，下位の濃尾層とは堆積相

境界が時間面と斜交しつつ整合漸移し，臨海部では基

底部に鬱陵隠岐テフラ（U-Oki：町田ほか，1981：水月

湖の年縞年代及び暦年補正 14C 年代値で約 10.2 cal. ka：
Smith et al., 2013）が（牧野内ほか，2001），下部泥層中

部に鬼界アカホヤテフラ（K-Ah：町田・新井，1978：
水月湖の年縞年代及び暦年補正 14C 年代値で 7.3 ka：町

田・新井，2003）が（畠山ほか，1979；水野，1996；
牧野内ほか，2001），下部泥層上部に天城カワゴ平テフ

ラ（Kg：町田ほか，1984：暦年補正
14C 年代値で約 3.135 

ka：嶋田，2000）が（牧野内ほか，2022），それぞれ得

られている．

5.2　伊勢湾周辺の他地域と濃尾平野地下の基本層序と

の対比

5.2.1　西三河平野の第四系上半部

　西三河平野で熱田層に対比されている「碧海層」よ

り下位の更新統については，森 (1984) の珪藻分析や桑

原ほか（1985）の花粉及び珪藻分析により，下部～中

部更新統が場所を変えつつ侵食・堆積を繰り返してき

たため，複雑な地下層序が出来上がっているという考

えが示されていた．この考えは，羽田ほか（2022），阿

部ほか（2024），阿部ほか（2025）のテフラ・古地磁気・

珪藻・花粉分析により支持されている．これらの研究

によると，西三河平野地下には，カラブリアン階に 3
層準，チバニアン階に 4 層準の海成層が存在し，その

うちテフラ，古地磁気によって確実に年代が確定でき

るものは，MIS 19（松山逆磁極 - ブルンヌ正磁極期境

界を含む間氷期），と MIS 9（Kkt を挟有）の 2 層準で

ある（納谷ほか，2024）．濃尾平野の GS-NB-1 コアにお

いて最も下位の海成層とされる弥富 4 層（MIS 15）よ

りも古い時代の海成層が西三河平野地下に伏在するこ

とは構造発達史上重要な問題といえる．

　西三河平野に広い段丘面を構成している拳母層（本

調査では河成高位 3 段丘堆積物として記載）と，平野

北部に明瞭な堆積面を形成している伊保原層（本調査

では河成高位 2 段丘堆積物として記載）は，段丘面の

開析程度からみてチバニアン階上部の海部層に相当す

る可能性が高いが，確実な年代資料は得られていない．

なお，牧野内ほか（2011）により，碧海面下において

碧海層に不整合に覆われて分布するとされた拳母層は，

上述のように下部～中部更新統の様々な層準の地層が

一括されており（阿部ほか，2024；納谷ほか，2024），
本報告ではこの地層名を用いない．

　これら西三河平野周辺の下部～中部更新統はいずれ

も側方連続性に乏しく，地殻変動の変位基準として用

いることは難しい．

　上部更新統・碧海層については，①森山（1994）の

碧海層には，下部～中部更新統が含まれていること，

②安城台地（中位 1a 段丘）を構成する，K-Tz 降下前に

堆積した地層と，知立台地・碧南台地など（中位 1b 段

丘）を構成する，K-Tz を堆積物中に含む地層は，異な

る時代の堆積物と考えられる，という問題があるもの

の，後者の問題は濃尾平野の熱田層とも共通するもの

であり，碧海層は熱田層（下部及び上部）に対比される．

特に碧海層下部の海成泥層を主体とする地層は熱田層

下部と対比され，共に最終間氷期海成泥層に相当する

と考えられる．安城台地の中位 1a 段丘堆積物上部は，

濃尾平野東部の川名台地を構成する砂層に，中位 1b 段

丘堆積物は，濃尾平野の熱田層上部（第 4 粘土層より

上位の砂質堆積物）に，それぞれ対比される．

　矢作川沿いの沖積層に関して，阿部・中島（2025）
の沖積層基底礫層（BG）は第一礫層ないし濃尾層，下

部砂層（LS）及び中部泥層（MM）は南陽層下部，上

部砂層（US）及び沖積陸成層（TSM）は南陽層上部に

対比される．
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5.2.2　伊勢平野地下の第四系上半部

　伊勢平野の地下には，熱田層下部に対比される「古

伊勢湾層（建設省計画局・三重県，1962）」の下位に貝

化石を含む粘性土層と砂層ないし砂礫層の互層が認め

られる（建設省計画局・三重県，1962；建設省計画局

ほか，1962；佐藤・中島，2025；小松原，2025 など）．

これらは，濃尾平野の海部層に対比される可能性が高

いと考えられる（佐藤・中島，2025）が，伊勢平野地

下の中部更新統以下の地層については未だ層序が確立

できていない．

　伊勢平野地下で広く追跡されている古伊勢湾層は，

しばしば貝化石を含む厚い海成泥層を主体とする堆積

物であり（建設省計画局・三重県，1962；佐藤・中島，

2025），濃尾平野の熱田層下部に連続する（牧野内ほか，

2001；小松原，2025）．本層は，最終間氷期海成泥層に

相当する．

　伊勢平野地下の沖積層は，佐藤・中島（2025）に記

されているように，下位から第一礫層相当層，四日市

港層，富田浜層に区分される．このうち，第一礫層相

当層には，濃尾平野地下の熱田層上部・第一礫層及び

濃尾層が対比される可能性が高い．四日市港層は南陽

層下部（海成泥層）に，富田浜層は南陽層上部に，そ

れぞれ対比される．

5.3　沖積層基底の形状（沿岸域地質図・陸域地質図，

海陸地質断面図，陸域地質断面図）

　沖積層基底は，沿岸域全体を通じて顕著な不整合面

であると同時に，これを境として地層の物性が大きく

異なる境界面をなすことから，古くから重要な地質境

界としてとらえられてきた（たとえば井関，1983；海津，

1994）．本調査では，更新世末期以降における地形・地

質形成作用の枠組みを概観することを意図して，地盤

調査ボーリングデータと基準ボーリングの解析結果を

組み合わせて，この地質境界の形状（標高分布）を検

討し，地質図・地質断面図に記した．

　地質学的な不整合面としての沖積層基底は，基本的

に沖積層基底礫層（BG）と呼ばれる，下位層を下刻し

て不整合に覆う礫質層の基底に位置づけられる（たと

えば井関，1983）．濃尾平野においては，第一礫層がこ

れに相当する（たとえば牧野内ほか，2006）．一方，軟

弱地盤としての沖積層は，第一礫層より上位の濃尾層

及び南陽層が該当するため，工学的には濃尾層以上の

地層を沖積層として扱うことが多い（たとえば地盤工

学会，2006）．また，構造物基礎調査を目的とする地盤

調査ボーリングでは沖積層基底礫層下限まで掘削しな

いことが多く，広域的に第一礫層相当層下限の標高分

布を明らかにすることは困難である．こうした状況か

ら，本調査では第一礫層を覆って累重する濃尾層の基

底を沖積層基底として，その標高分布を等高線で表記

した． 
　沿岸域地質図及び陸域地質図では，西三河平野・境

川流域低地については桑原（1982），名古屋市域につい

ては土質工学会中部支部（1987，1988）の沖積層基底

深度図に本調査で収集したボーリングデータを加えて

再解析した結果，そのほかの地域については別編の論

文（阿部・中島，2025，羽佐田・堀，2025，小松原，

2025；佐藤・中島，2025）に記した解析結果，に基づ

いて沖積層基底層準の等高線を作成した．

　これらに示されるように，沖積層基底の標高（深度）

は濃尾平野西部で最も深く，-50 m に達する一方，知多

湾周辺と伊勢平野（南端部以外）では概して -30 m よ

り浅い．濃尾平野西部における沖積層基底の深い谷地

形は，本地質図北端の桑名市長島町付近では木曽三川

現流路付近を軸とするが，桑名市長島町付近より下流

（南）側では木曽川河口背斜を迂回するように東に湾曲

して飛島村鍋田地区から海底の「古木曽川埋没谷」に

連続する．これは濃尾傾動運動と木曽川河口背斜の活

動が沖積層基底の形態に大きく影響していることを示

しているが，同時にこれらの活構造の活動が沖積層基

底面の形成後にも行われている可能性をも示唆してい

る．

　また，西三河平野東南部（西尾市鎌
か ま や

谷付近から吉良

吉田漁港に至る地区），濃尾平野東南部（天白川河口か

ら名古屋港に至る地区）及び伊勢平野南端（伊勢市街

から同市二見浦に至る地区）では沖積層基底は局所的

に -30 m 以深と深くなっている．これらは最終氷期の

海面低下期（酸素同位体比ステージ MIS 3 ～ 2）に矢作

川，天白川及び宮川が谷地形を作って流下していたこ

とを示している．

　このほか，境川，海蔵川，鈴鹿川，安濃川，雲出川

などの河川近傍には沖積層基底が周辺地域と比較して

10 m 以上深い埋没谷地形が認められる．

5.4　最終間氷期海成泥層（上面）の形状（最終間氷期

海成泥層構造図・海陸地質断面図・陸域地質断面図）

　最終間氷期海成泥層は，上述のように陸域の中位 1a
段丘堆積物を構成し，沖積平野の地下まで広く追跡さ

れるだけでなく，伊勢湾・三河湾周辺の海底（佐藤，

2025 の伊勢湾層及び豊川沖層）まで連続して追跡でき

る特徴的な堆積物である．本調査では，この堆積物の

上面を 1）中位 1a 段丘堆積物の地表露頭，2）ボーリン

グデータ，3）海域の音波探査，に基づいて追跡し，「最

終間氷期海成泥層構造図」にその標高分布を示した．

この図に示されるように，データ密度（特に陸域のボー

リングデータと露頭データ）には地域的な差が大きく，

特に西三河平野東部（碧海台地と沖積平野の地下）や
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南勢平野の地下では，この層準が欠如していたり，こ

の層準を確認できるボーリングが少なかったりするた

め，最終間氷期海成泥層上面の形状を正確に把握する

には至っていない．しかし，濃尾平野地下においてこ

の層準の形状を示した桑原（1985）や，濃尾平野南部

において詳細に層序を検討した上で作成された牧野内

ほか（2005，2013）の地質断面図に示されるように，

この層準が認定される地域においては小さな（数 m 以

下：小松原，2021）起伏はあるものの，概ね平坦な面

として認識される．

　その標高は，揖斐川河口部と弥富市付近で -80 m 以

下と最も深く，濃尾平野南部では全体として西に向かっ

て深くなる傾向が認められる．また伊勢平野では，川

越町の朝明川河口付近，四日市港の南付近，津市南部

の津松阪港付近で -40 m 以下と深くなっているが，そ

れらの間に位置する四日市市の海蔵川河口付近，鈴鹿

市の岸岡山付近から志登茂川河口付近では -20 ｍより

高い．さらに西三河平野では境川の谷沿いから知多湾

にかけて南北に伸びる帯状に深い埋没谷地形をなして

いる．

6．第四紀後半期の構造（沿岸域地質図・最終間氷期海

成泥層構造図・ブーゲー異常水平微分図及び構造図・

陸域地質図・海陸地質断面図及び陸域地質断面図）

　伊勢湾・三河湾周辺の東海層群堆積盆とその周辺は，

東から三河山地塊，猿投—碧海盆地，猿投—知多上昇帯，

濃尾傾動盆地，伊勢湾盆地，養老山塊，伊勢丘陵，鈴

鹿山塊の地塊に分かれ，地塊ごとに断層地塊運動を行っ

てきた（桑原，1979：第 9 図）．当地域では，東海層群

堆積盆西端から木曽山脈に至る幅広い地域全体が傾動

するような傾動運動から，上記地塊を画する断層，地

塊内部の断層・褶曲，さらには波長数 100 m 以下の短

波長変動に至るまで，様々な空間スケールの地殻変動

が重複している．さらに，活動開始期が東海層群堆積

時（鮮新世）にさかのぼる構造から高位段丘形成期ご

ろに活動を始めた構造まで，発達時期が様々な構造が

併存する．さらには，調査地域の地質構造の中には，

鮮新世後期以降（ネオテクトニクス期中）において変

動様式が変化しているものがあること（桑原，1968）
に加え，異なる方向の主応力軸をもつ場で構造運動が

生じている（たとえば桑原，1979）．このような複雑な

テクトニクス場にあるため，調査地域において現在と

同じテクトニクス場が成立した時代を一律に決めるこ

とは難しい．このため本報告では便宜的ではあるが，

調査地域中央部に位置し構造発達史が詳細に明らかに

されている知多半島の構造発達過程（牧野内，1976；
Makinouchi, 1979 など）を基に，高位段丘堆積物（武豊層）

とそれに対比される海部層の堆積期（MIS 11 ～ MIS 6：
約 40 ～ 13 万年前）以降の基準面（第 1 表）を変位さ

せている構造を確実な活構造として記載するとともに，

最高位段丘構成層（正確な堆積年代は解明されていな

いが，概ねカラブリアン期後期～チバニアン期中期ご

ろと考えられる）を変位させている構造も第四紀後半

期の地質構造（すなわち活構造の可能性をもつ地質構

造）として記載した．また，東海層群に変位は認めら

れるものの，最高位段丘構成層以上の基準面の変位が

認められない構造を鮮新世～第四紀中期の構造，瀬戸

内中新統など東海層群より下位の地層を変位させるも

のの東海層群基底以上の基準面に変位が認められない

構造を新生代の構造として記載する．後 2 者には，第

四紀後半期に活動を停止したものだけでなく，最高位

段丘構成層より新期の基準面が構造上に分布していな

いため，第四紀後半期における変位が確認できないも

のも含まれる．なお，主たる活動期は第四紀中期以前

にあっても海部層以上の地層に変位を与える構造（天

白河口断層など）も第四紀後半期の構造に含めて記載

する．

　当地域では，桑名断層に伴うごく短波長の変形（貝

塚，1950；Ishiyama et al., 2004）のような，表層部の局

所的な歪みに伴って生じた副次的な構造が多数存在す

る．本調査では，①堆積層全体（概ね深度 500 m 以上）

を対象とする反射法地震探査によって堆積層下部に顕

著な変形が見出せない，②近接地域（概ね 1 km 以内）

に存在するより変位量の大きな地質構造と逆向きの変

位センスを持つ，③水平方向の連続性が乏しい，地質

構造については，副次的な構造として記載する．しかし，

桑名断層のように堆積層内の Wedge thrust（Ishiyama et 
al., 2004）も存在し，かつそれが歴史時代に起震断層と

して活動した履歴を有すること（たとえば須貝，2011）
から，この 3 基準によって単純に主断層・副次断層を

区分することが適切か否かについては , 議論の余地が

ある．

　なお調査地域の活構造の多くが本章冒頭（第 9 図）

に記した地体の境界ないし地体の内部にあって，地体

境界を越えて隣接する地体まで連続する構造は少ない

ことから，本報告では地体ごとに地殻変動や地質構造

の特性を記述する．東海層群分布地域の逆断層の多く

は，近接並走する断層・撓曲・背斜が一体の構造をな

すことから，これらを区別せずに記載する．特に変位

量は，断層崖・撓曲崖だけでなく，それらを含む最大

隆起部（背斜軸）から最大沈降部（向斜軸）の間の変

位量を記載する．また，活構造の記載は，発達過程や

広域地質構造との関連のほか，長さ，運動センス，長

期間（概ね 1 万年程度以上）の変位量や平均変位速度

などの属性を中心に記し，活動時期や活動間隔につい
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ては重要なもの以外記載しない．地質構造名は基本的

に地震調査研究推進本部地震調査委員会（2001，2002，
2004a，2004b）に従ったが，一部の新称構造及び伊勢

湾断層系については別途命名した．活断層・活撓曲・

褶曲は第 2 ～ 9 表に，傾動帯は第 10 表にまとめたが，

副次的な構造と判断したものは表に記載していない．

　また，本文の記載に当たっては，基本的に本調査の

基準面名を用い，(　) 内に原典で記載されている基準

面名を記載する．本調査の基準面の年代は機械的に第 1
表のように設定したが，特に高位段丘面については検

討の余地が大きい．本報告と原典で変位基準面の年代

観が異なり，かつ原典に変位基準の年代の根拠が記さ

れていない場合には本報告の基準面の年代を基に得た

平均変位速度とともに，原典に記されている変位基準

の年代と平均変位速度とともに [ ] 内に，本報告の変位

基準の年代と平均変位速度を記した． 

6.1　中部傾動地塊運動（桑原，1968）
　中部傾動地塊運動は，東海層群堆積盆形成期に始

まった，東海層群堆積盆地（東海湖：竹原ほか，1961）
から木曽山脈に至る，広域傾動運動である（桑原，

1968）．この地殻変動は，濃尾傾動運動，猿投—知多隆

起帯，西三河傾動運動及び三河高原（三河山地塊）の

隆起運動に先立って活動を開始すると同時に，それら

を包括して第四紀後期に至るまで継続している可能性

が高い島弧規模の変動と考えられる（桑原・牧野内，

1989）．牧野内（1976），Makinouchi（1979）の知多変動は，

緩やかな褶曲を主体とする点で中部傾動地塊運動とは
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第 9 図　地質構造図 .  

　　　　鈴鹿山地東縁断層帯及び布引山地東縁断層帯西部は，岡田・東郷（2000），今泉ほか（2018）より引用 .

Fig. 9       Grological sturucture map (added to Fig. 3).
              �  �Location of the Suzuka-sanchi-toen fault zone and Nunobiki-sanchi-toen-fault zone (eastern part) are cited from Okada and 

Togo (2000) and Imaizumi et al. (2018).
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様式を異にするが，これも構造発達過程の上では中部

傾動地塊運動の一環としてとらえることができる．

　この傾動地塊の東部はほぼ全域が山地に位置してお

り，第四紀後半期の変位基準面を欠くため，第四紀後

半期に傾動運動が継続しているか否かを直接実証する

ことは難しい．しかし，以下の点から，第四紀中期以

降この傾動運動が生じていることは確実と言える．

　須貝（1990，1995）は，傾動地塊東部の山稜部に分

布する小起伏面の形態・構成物質・分布を検討し，周

囲の山腹斜面と遷急線で境され，小起伏面上の谷密度

が高く，かつ一定の高度に発達する，1 辺の長さ数 100 
m 以上の大規模なもの（C タイプの小起伏面：須貝，

1990，1995）は，厚い風化残留物や土岐砂礫層ないし

赤色風化殻の発達する基盤岩によって構成されること

から，これを土岐砂礫層の堆積と前後して形成された

（森山，1987 など）, 準平原に由来する平坦面と考察し

ている．土岐砂礫層からは東濃地方西部で中新世を示

唆する植物化石 ( オオミツバマツ Pinus trifolia) が産出

する（陶土団体研究グループ，1994）一方，東濃地方

東部では阿漕テフラ（中津川 Ⅰ ＆ Ⅱ テフラ）が挟在す

る（植木ほか，2019）．このことから，準平原の形成年

代は後期中新世から鮮新世に至る時代である可能性が

指摘される．

　また，今世紀における周辺地域の第四紀前～中期堆

積物による古地理復元（菅沼ほか，2003）や熱年代学

による山地削剥過程の研究（末岡ほか，2015）は，第

四紀後半期に中部傾動地塊東部が断層地塊に分かれつ

つ急激に隆起していることを示している．

　これらの研究成果は，藤田・太田（1976）や森山（1987, 
1990）が示した地殻変動像，すなわち第四紀後期には

中部傾動地塊の傾動運動が引き継がれつつ，断層地塊

運動が激化しているという地史を，追認しているもの

と捉えてよいだろう．

　須貝（2001）は，濃尾平野の地下構造などを含めて

構造運動過程を詳細に検討し，後述するように濃尾平

野西部では濃尾傾動運動と中部傾動運動が重複してお

り，上部地殻における断層運動に関連する濃尾傾動運

動と，上部地殻以深の変動に起因する広域的な変動で

ある中部傾動運動が，中期更新世以降ともに働いてい

るという考えを示した．

　なお，本調査の 1/10 万地質図にはこの傾動を表記し

ていない．

6.2　三河山地塊の地質構造

6.2.1　三河山地塊の傾動隆起

　三河山地塊には周囲を遷急線で囲まれた小起伏面が

広く発達し，かつ山頂の定高性が顕著な高原地形（三

河高原）が広がる．特に三河山地南部の小起伏面は，個々

の面の規模が大きい上に，小起伏面下には厚い風化生

成層が発達すること，広範囲にわたって顕著な定高性

が認められることから，古い時代に低位置で形成され

た準平原遺物とみなされている（須貝，1990）．三河山

地塊の接峰面高度（すなわち隆起準平原高度）は，北

東で高く南西ないし西に向かって低下する．

　調査地域の岡崎丘陵周辺は三河高原の外縁部にあた

り，山頂小起伏面の発達程度は低いが，森山・船木（1989）
は，岡崎丘陵から三河山地南部に広がる定高性のある

山地の背面は，更新世前期に形成された侵食面に由来

するものであり，これが南西傾動を伴いつつ，三河山

地が広域的に隆起したことを示した．

　ところで三河山地塊全体に北東—南西方向のリニアメ

ントが多数認められるほか，山地西部には東北東—西南

西の，山塊南部の宝飯山地と幡豆山地には東西及び南

北の，リニアメントが発達する．しかし三河山地塊内

部では，1945 年の三河地震時に地表地震断層を出現さ

せた深
ふこうづ

溝断層とその周辺を除いて第四紀後半期の断層

は知られていない（岡田，1979；活断層研究会，1980，
1991）．また，三河山地塊と猿投—碧海盆地（西三河平野）

の境界に活断層は認められない（岡田，1979；活断層

研究会，1980，1991）．
　

6.2.2　深溝断層（津屋，1948）及び横須賀断層（井上，

1950）
　深溝断層と横須賀断層は，ともに 1945 年三河地震（気

象庁マグニチュー ド Mj ＝ 6.8）時に地表断層を出現さ

せた活断層である（津屋，1948；杉戸・岡田，2004；岡田，

2006 など）．この地震時に出現した地表地震断層の南東

部が深溝断層，北西部が横須賀断層である．両断層と

もに，明瞭な変位地形に乏しく，断層露頭も限られて

いるため，三河地震以前には断層の存在は知られてお

らず，地質学的な実態はもっぱら三河地震の地表断層

調査に関連して調査されてきた．

　深溝断層は，幸田町深溝でほぼ直角に折れ曲がるほ

か，蒲郡市荒木で「逆 Z」字形に屈曲する，特異なト

レースを示す（杉戸・岡田，2004；岡田，2006）．深溝

基準面 高位２段丘面 高位３段丘面 最終間氷期海成泥層上面 中位1a段丘面 中位1b段丘面
年代 20～30万年前？ 15～20万年前？ 10～12.5万年前 10～12.5万年前 5～10万年前

第 1 表　本報告におけるチバニアン期後期～後期更新世の主要基準面の編年 .

Table 1　Dating of the major reference horizon during the late Chibanian and the Late Pleistocene in this study.
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断層の南端は三河湾に達し（中山，1948；飯田・坂部，

1972 など），この断層の全長は約 18 km，後述の横須賀

断層を含む三河地震の地表地震断層の総延長は約 28 km
と考えられている（飯田・坂部，1972）．
　深溝断層が南北走向を示す区間では，三河地震時に

上下変位が卓越し，明確な横ずれ変位が確認できる場

所は少なくかつ変位量が小さい（杉戸・岡田，2004）．
岡田（2006）によると，南北走向の区間では MIS 6（14

～ 15 万年前）に離水したと考えられる上位段丘面（本

報告の河成高位 3 段丘面）を 6 ～ 12.4 m，MIS 5（6 ～

12.5 万年前）に離水したと考えられる中位面（本報告

では河成中位 1a ないし 1b 段丘面）を 1.4 ～ 4 m 上下

変位させていることから，平均変位速度は 0.01 ～ 0.09 
m/1,000 年程度と考えられる（岡田，2006）．
　深溝断層が東西走向を示す区間では，幡豆山地中央

部の矢崎川と広田川水系の分水界周辺で明瞭な変位地

断層名 長さ 細分・地区 変位基準 年代 変位量 平均変位速度 出典 備考

深溝地区
上位段丘面
[河成高位3段丘
面]

MIS 6  (14～15
万年前)

≧10 m ≧0.07m/10, 00年 岡田
（2006）

東光寺地区
上位段丘面
[河成高位3段丘
面]

MIS 6  (14～15
万年前)

12.4 m 0.09m/10, 00年 岡田
（2006）

松葉地区
上位段丘面
[河成高位3段丘
面]

MIS 6  (14～15
万年前)

8 m 0.06m/1 0, 00年 岡田
（2006）

松葉地区南 中位Ⅱ面
[中位1a段丘面}

MIS 5a (6~7万
年前)
[10~12万年前]

4m
0.06m/1,000年

[0.04m/1,000年前]

岡田
（2006）

金平地区
上位段丘面
[河成高位3段丘
面]

MIS 6  (14～15
万年前)

6~10 m 0.05~0.08m
/1,000年

岡田
（2006）

荒木地区

開析扇状地性中
位面
[河口成中位1b段
丘面]

MIS 5 (6～12.5
万年前)

≧1.4～3 m ≧0.01m/10, 00年 岡田
（2006）

横須賀断層
変位速度不明・大郷山の未命名礫
層に変位

猿投－高浜
断層帯

51 km

地震調査研
究推進本部
地震調査委
員会(2004b)

猿投山北断層～高浜撓曲の全長

低位段丘堆積物
（洪積層）

４万年前 4ｍ 0.1m/10, 00年
愛知県活断
層調査委員
会（1999）

阿漕（東郷）テ
フラ 390万年前 50～90ｍ

中山
（1987）

東海層群・
矢田川層基底 80～150ｍ

中山
（1987）

春木地区 阿漕（東郷）テ
フラ

390万年前 100ｍ
愛知県活断
層調査委員
会（1999）

反射法地震探査とボーリングより
変位量算定

北山地区
中位段丘面
[河成中位1a段丘
面]

6万年前
[10~12.5万年
前]

≧5.5ｍ
≧0.09m/10, 00年
[≧0.05m/1,000年]

愛知県活断
層調査委員
会（1999）

上高根地区
中位段丘面
[河成中位1ｂ段丘
面]

6万年前
[5～10万年前] ≧6ｍ

≧0.1m/1,000年
[≧0.06m/10, 00年]

愛知県活断
層調査委員
会（1999）

平地区
中位段丘面
[河成中位1ｂ段丘
面]

6万年前
[5～10万年前] ≧6ｍ

≧0.1m/10, 00年
[≧0.06m/1,000年]

愛知県活断
層調査委員
会（1999）

反射法地震探査（愛知県，2003b）
で明瞭な変位認められない

石丸地区
中位段丘面
[河成中位1a段丘
面}

6万年前
[10~12.5万年
前]

≧6ｍ
≧0.1 m/10, 00年
[≧0.05m/10, 00年]

愛知県活断
層調査委員
会（1999）

反射法地震探査（愛知県活断層調
査委員会，1996）で明瞭な変位認
められない

東西走向区間は3条に分岐・東西走
向区間は副断層と考えられる（杉
戸・岡田，2004）

東海層群堆積以降変位が累積

深溝断層＊

猿
投
Ⅰ
知
多
断
層
帯

断層帯

横須賀断層の更新世の変位基準は不明

猿投－境川
断層

34 km

猿投地区
(調査地域北方)

深
溝
断
層
帯
＊

海
陸
に
連
続

合計13 km＊
(陸域部の長さ)

深溝断層＊：6 km
(陸域部の長さ)
横須賀断層：8 km

高根山撓曲

第 2 表　伊勢湾・三河湾周辺の第四紀後期の地質構造（断層・撓曲・褶曲）-1.
　　　  ＊印をつけた構造は海陸に連続するもの .

Table 2    Late Quaternary geological structures (fault and flexure) around the Ise Bay and Mikawa Bay -1. 
                Geological structures with asterisk extend to marine area beyond the coast line.
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形が認められる．この地区では谷が最大で 120 ～ 130 
m 左屈曲し（岡田，2006），三河地震時にも北落ち左横

ずれ変位が生じた（杉戸・岡田，2004）．この断層が東

西走向を示す区間の南北には断層と平行して東西に延

びる直線状の 2 本の谷（幸田町桐山地区の川及び苅谷

川）が発達する．このうち北側の谷沿いの断層（桐山

断層：岡田，2006）で行われたトレンチ調査（土木学

会原子力土木委員会，1999; 岡田，2006）では約 2.5 万

年前の礫混じりシルト層を切り，約 1.5 万年前の礫層

に覆われる高角逆断層が認められているが，先新第三

断層名 長さ 細分・地区 変位基準 年代 変位量 平均変位速度 出典 備考
知多半島横断部
の北北西-南南
東走向区間

構造を横断する第四紀後期の変位
基準を欠くため活動性不明

月見地区 沖積面 25, 00年前
ごく浅層反射法地震探査（愛知県
活断層調査委員会，1996）で東海
層群の褶曲変形確認

中位段丘層
[河成中位1b段丘
面]

6~7万年
[5~10万年前] 8.5 m

0.14m/1,000年
[0.1m/1,000年]

愛知県活断
層調査委員
会（1996）

加木屋層 25ｍ
愛知県活断
層調査委員
会（1996）

東海層群 (60～)80m
愛知県活断
層調査委員
会（1996）

大高-大府
断層と高浜
撓曲接合部

衣浦湾 東海層群基底 300ｍ 愛知県
（2005）

反射法地震探査により東海層群の
明瞭な変位を確認
堆積層中に累積的な変位が認めら
れる

中位段丘層
[河口成中位1a段
丘面]

6~7万年
[10~12.5万年
前]

7.5ｍ
0.13ｍ/1,000年
[0.06～
0.07m/1,000年]

愛知県活断
層調査委員
会（1996）

反射法地震探査（愛知県活断層調
査委員会，1996）で東海層群中に
断層の可能性をもつ構造確認

碧海層(細礫層)
[最終間氷期海成
泥層に対比され
る？]

10ｍ
愛知県活断
層調査委員
会（1996）

東海層群・
常滑層基底

80ｍ
愛知県活断
層調査委員
会（1996）

碧海面

[河口成中位1a段
丘面]

8万年前

[10~12.5万年
前]

3～4ｍ

(0.04～
0.05m/1,000年)
[0.02～
0.03 m/1,000年前]

森山
（1996）

碧海層基底礫層
[中位1a段丘堆積
物基底]

16万年 15 m 0.09ｍ/1,000年 森山
（1996）

北
部

長浦沖断層
(主体は海
底に位置す
る)

鬼崎沖以北 最終間氷期海成
泥層上面

10～12.5万年前 ≧10ｍ ≧0.1ｍ/1,000年 本調査

最終間氷期海成泥層の標高は中部
区間北端部・常滑市鬼崎の東(多屋
地区)の中位1a段丘堆積物の露頭
データと中位1a段丘面の高度より
推定
本表の沈降量・速度は断層西側の
沈降成分を含まない下限値を表記

中
部

常滑沖推定
断層
(海陸境界
付近に想定
される）

鬼崎～冨具崎沖
海成中位1a段丘
面旧汀線高度 12.5万年前 ≧35~40ｍ ≧0.3m/1,000年 本調査

最終間氷期海成泥層上面の比高か
ら存在が推定される
本表の沈降量・速度は断層西側の
沈降成分を含まない下限値を表記

南
部

内海断層
(海底に位
置する)

冨具崎～師崎沖 海成中位1a段丘
面旧汀線高度

約12.5万年前 ≧40ｍ ≧0.3m/1,000年 本調査

沿岸海底にで確認されている（国
土地理院，1978；中部空港調査
会，1996）
本表の沈降量・沈降成分は断層西
側の沈降成分は含まない下限値を
表記

断層帯

猿
投
Ⅰ
知
多
断
層
帯

高浜撓曲

伊
勢
湾
断
層
系
＊

海
陸
に
連
続

21km
(高浜撓曲を含む全
長）

うち高根山撓曲接
合部以北の9kmは
第四紀後期の変位
基準を欠く

大高-大府撓曲のう
ち第四紀後期の変
位が確実な区間は
約5 km

高浜撓曲は約6 km

森岡地区

油ケ淵地区

大高-大府
断層北部
(高根山撓
曲接合点以
南)

合計41 km

北部：12 km
中部：19 km
南部：17 km

稗田地区

第 3 表　伊勢湾・三河湾周辺の第四紀後期の地質構造（断層・撓曲・褶曲）-2.
　　　　＊印をつけた構造は海陸に連続するもの .

Table 3     Late Quaternary geological structures (fault and flexure) around the Ise Bay and Mikawa Bay -2.
                 Geological structures with asterisk extend to marine area beyond the coast line.
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断層名 長さ 細分・地区 変位基準 年代 変位量 平均変位速度 出典 備考

第一礫層 3万年前 0
名古屋市断
層調査委員
会（1999）

第二礫層 14～15万年前 0～10 m
名古屋市断
層調査委員
会（1999）

佐布里テフラ 350万年前 29ｍ 0.01m/1,000年
名古屋市断
層調査委員
会（1999）

東海層群・
常滑層下部

150ｍ
名古屋市断
層調査委員
会（1999）

高横須賀地区 加木屋層 + 伊藤ほか
（1998）

高横須賀地区 東海層群 170ｍ 伊藤ほか
（1998）

乙川地区 河成高位3段丘面 15～20万年前? 25ｍ
0.1～0.2 m

/1,000年? 本調査

福山川沿い 東海層群基底 150ｍ

愛知県活断
層調査委員
会（1996）
の反射断面
より読み取
り

東海層群・
常滑層基底

130～150ｍ
愛知県活断
層調査委員
会（1996）

加木屋層
[最高位段丘堆積
層]

25m
愛知県活断
層調査委員
会（1996）

知多半島中軸部 第四紀後期の変位基準を欠く
高位段丘層
[河口成高位3段丘
面]

20万年前 12ｍ 0.06ｍ/1,000年
愛知県活断
層調査委員
会（1996）

加木屋層
[最高位段丘堆積
層]

20ｍ
愛知県活断
層調査委員
会（1996）

平井撓曲 9km 広域 東海層群・
常滑層

150ｍ
愛知県活断
層調査委員
会（1996）

第四紀後期の変位基準を欠く
南東部での反射法地震探査（愛知
県，2004）では顕著な構造が認め
られない

池田地区
加木屋層
[最高位段丘堆積
層]

10ｍ
愛知県活断
層調査委員
会（1996）

広域 東海層群・
常滑層

150ｍ
愛知県活断
層調査委員
会（1996）

多屋地区
中位面
[海成中位1a段丘
面]

10～12.5万年前 3～5 m 0.03～0.05ｍ
/1,000年

鈴木ほか
（2009）

 伊勢湾断層系に並走

広域
東海層群・
常滑層 50ｍ

吉田・尾崎
（1986）

本宮山撓曲 4 km 広域
東海層群・
常滑層 45ｍ

吉田・尾崎
（1986）

南部の高位段丘面を変位させる部
分は 知南

南

南

多傾動に含める

桧原撓曲 4.5 km 広域
東海層群・
常滑層 ≧30ｍ

吉田・尾崎
（1986）

南部の高位段丘面を変位させる部
分は 知多傾動に含める

河和地区
浦戸層基底
[高位3段丘堆積物
基底]

25万年前
[15～20万年

前？]
5ｍ

0.02ｍ/1,000年
[0.03 m/1,000年？] 岡田ほか

（2000b）

広域
東海層群・
常滑層 80ｍ

岡田ほか
（2000b）

11.5 km河和背斜

南
部

猿
投
Ⅰ
知
多
上
昇
帯
内
部
の
活
構
造

中
部

加木屋断層に伴って変位した東海
層群を切る胴切り断層
露頭で詳しく記載されたものの，
長さや延長部の位置は不明
地質図では副次的な断層として記
載

7km

断層帯

北
部

阿久比東部
撓曲

高横須賀断
層

天白河口断
層

加木屋断層

高角北落ちの正断層
東海層群を変位させるものの第四
紀後期の活動性は減衰している可
能性が高い
地質図では副次的な断層として記
載

東海層群を変位させる東翼が急で
西翼が緩傾斜な背斜東翼の撓曲
（愛知県活断層調査委員会，1996）

北端部
大池公園

南部
卯坂－成岩地区
間

不明

7.5 km？ 潮見町地区

半田池撓曲

全長20km

このうち北部4km
と南部7kmは第四
紀後期に活動
中部の9km区間は
第四紀後期の変位
基準なし

河成高位1段丘堆積物の年代が明ら
かでないため、推定断層として記
載

千代ケ丘撓
曲

5km

北部（布土以北）の変動地形は、
知多傾動に伴う変形と解釈

豊岡以南では第四紀後期の変位基
準を欠く
本表の変位量は背斜西翼の値

4 km（変位地形が
認められる部分の
長さ）

第 4 表　伊勢湾・三河湾周辺の第四紀後期の地質構造（断層・撓曲・褶曲）-3.

Table 4    Late Quaternary geological structures (fault and flexure) around the Ise Bay and Mikawa Bay -3.
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断層名 長さ 細分・地区 変位基準 年代 変位量 平均変位速度 出典 備考

広域 最終間氷期海成
泥層上面

10～12.5万年前 63～72ｍ 0.5～0.7 m
/1,000年

小松原
（2025）

（2025）

変位量には桑名断層南端部の変位
を含む
海域の鈴鹿沖断層に連続する

四日市港海岸沿
い

東海層群 ≧200ｍ 三重県
（2005）

堆積層の傾動確認

豊津浦地区 最終間氷期海成
泥層上面

10~12.5万年前 ＜5ｍ 本調査
海岸沿いの反射法地震探査で東海
層群の累積変位確認
最終間氷期堆積物の変位不確か

豊津浦地区
先新生界基盤岩
上面 500ｍ

三重県
（2005）

養老-桑名-
四日市断層
帯

60 km

地震調査研
究推進本部
地震調査委
員会
（2001）

宮代断層～四日市断層の全長

沖積上部砂層
(US)上面
[南陽層上部砂層
上面]

1,700年 10ｍ 約5ｍ/1,000年

沖積中部泥層
(MM)上面
[南陽層下部泥層
上面]

4,000年 15ｍ 約4ｍ/1,000年

海部層～最終氷
期前期堆積物 1.75ｍ/1,000年

須貝ほか
（1998a）

撓曲部を含まない・上下で異なる
基準面を採用

先新生界基盤上
面 3,000ｍ 　

須貝
（2001）

NB-2～養老山
地西麓の段丘

第二礫層‐第三
礫層間の比高お
よびMd1面
[Md1面は本報告
の河成中位1a段
丘面]

1.7m/1,000年 石村
（2013）

木曽川河口
背斜 <10 km 桑名市街東方

最終間氷期海成
泥層上面 10~12.5万年前 15～20ｍ 本調査

上部砂層(US1)基
底
[南陽層上部砂層
基底]

約2,000年前 7ｍ 3.5ｍ/1,000年 須貝ほか
（1998b）

中部泥層中の基
準面(MM2/MM3
境界)
[南陽層下部泥層
中の基準面]

約7,000年前 11ｍ以上 1.2 ｍ/1,000年
以上

鳴橋ほか
(2004)

ユニットD基底
[南陽層基底} 約8,200年前 20ｍ 2.4ｍ/1,000年

中西ほか
(2006)

桑名市街～員弁
川

上部粘土層基底-
下部粘土層基底
の比高+Md1面と
現河床の比高
[上部粘土層は南
陽層，下部粘土
層は熱田層，
Md1面は河成中
位1a段丘面に対
比]

約10万年前 1.0～1.2 m/1,000

/1,000

年

年

石村
（2013）

員弁川沿い 東海層群基底 2,000ｍ
Ishiyama et
al. (2004)

広域
最終間氷期海成
泥層-河口成中位
1a段丘面

10～12.5万年前 104～128ｍ 0.8～1.3 m 小松原
変位量は現成デルタフロントの水
深と沖積面の標高に基づく古水深
補正・地形補正後の値

25 km養老断層

桑名断層

断層帯

養
老
Ⅰ
桑
名
Ⅰ
四
日
市
断
層
帯

伊
勢
湾
盆
地
内
の
構
造
＊

海
陸
に
連
続

6 km＊
(陸域部の長さ)

2 km＊
(陸域部に推定され
る長さ)

阿倉川背斜
-四日市港
断層＊
(主体は海
域に位置す
る・本表で
は陸域部の
みを記載)

須貝ほか
（1999b）

汰上地区

羽沢地区
(調査地域北方)

GS-NB-2
(調査地域北方)

15 km

白子‐野間
断層＊
(主体は海
底に位置す
る・本表で
は陸域部の
みを記載)

第 5 表　伊勢湾・三河湾周辺の第四紀後期の地質構造（断層・撓曲・褶曲）-4（＊印をつけた構造は海陸に連続するもの）．

Table 5    Late Quaternary geological structures (fault and flexure) around the Ise Bay and Mikawa Bay -4.
                Geological structures with asterisk extend to marine area beyond the coast line.
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系基盤岩中の破砕帯は極めて微弱なものであった（岡

田，2006）．また，苅谷川の河谷南縁には変位地形が認

められ（今泉ほか，2018），第四紀後半期に繰り返し活

動した可能性がある．地質図では桐山断層を岡田（2006）
に従って副次断層，地震断層の南に平行する谷沿いの

変位地形を推定断層として表記した．

　横須賀断層は，矢作川左岸の大郷山・八ツ面山丘陵

を北端として矢作川古川左岸の沖積平野を通り，幡豆

山地西端の吉良町 駁
まだら

馬
め

で「L 字」型に屈曲して深溝断

層西縁付近に至る，長さ約 8 km の断層である．三河地

震後の 1945 年 4 月 6 日に旧日本陸軍によって撮影され

た空中写真（9719-C1-8：第 10-1 図 ) には，地震時に横

須賀断層が下流（西）側隆起の活動を行ったため矢作

古川がせき止められて沖積平野が湛水した状況が克明

に写されている．この写真を 1960 年国土地理院発行の

1:25,000 地形図を基図として判読した結果を第 10-2 図

に示す．この写真から，湛水域北端が矢作古川右岸・

大郷山南麓に達していることが判読できる．横須賀断

層の周辺では，変位基準となる段丘面が発達しないう

え，西三河平野地下の更新統は構造が複雑なため，第

四紀後期の累積変位に関しては今の段階で信頼できる

データは少ない．池田（1975 MS）は，断層屈曲部近く

の吉良町津平の露頭で上位段丘堆積物が東西走向の高

角逆断層によって 210 cm 上下変位していることを記載

断層名 長さ 細分・地区 変位基準 年代 変位量 平均変位速度 出典 備考

沖積上部砂層
(US)上面
[南陽層上部砂層
上面]

1700年 10ｍ 約5ｍ/1,000年

沖積中部泥層
(MM)上面
[南陽層下部泥層
上面]

4

,

,000年 15ｍ 約4ｍ/1,000年

海部層～最終氷
期前期堆積物 1.75ｍ/1,000年

須貝ほか
（1998a）

撓曲部を含まない・上下で異なる
基準面を採用

先新生界基盤上
面 3,000ｍ 　

須貝
（2001）

NB-2～養老山
地西麓の段丘

第二礫層‐第三
礫層間の比高お
よびMd1面
[Md1面は本報告
の河成中位1a段
丘面]

1.7m/1,000年 石村
（2013）

木曽川河口
背斜 <10 km 桑名市街東方

最終間氷期海成
泥層上面 10～12.5万年前 15～20ｍ 本調査

上部砂層(US1)基
底
[南陽層上部砂層
基底]

約2,000年前 7ｍ 3.5ｍ/1,000年 須貝ほか
（1998b）

中部泥層中の基
準面(MM2/MM3
境界)
[南陽層下部泥層
中の基準面]

約7,000年前 11ｍ以上 1.2ｍ/1,000年
以上

鳴橋ほか
(2004)

ユニットD基底
[南陽層基底] 約8,200年前 20ｍ 2.4ｍ/1,000年

中西ほか
(2006)

桑名市街～員弁
川

上部粘土層基底-
下部粘土層基底
の比高+Md1面と
現河床の比高
[上部粘土層は南
陽層，下部粘土
層は熱田層，
Md1面は河成中
位1a段丘面に対
比]

約10万年前 1.0～1.2 m

/1,000年

/1,000年
石村
（2013）

員弁川沿い 東海層群基底 2,000ｍ
Ishiyama et
al. (2004)

広域
最終間氷期海成
泥層-河口成中位
1a段丘面

10～12.5万年前 104～128
ｍ

0.8～1.3 m 小松原
（2025）

変位量は現成デルタフロントの水
深と沖積面の標高に基づく古水深
補正・地形補正後の値

15 km

汰上地区

GS-NB-2
(調査地域北方)

羽沢地区
(調査地域北方)

養老断層

養
老
Ⅰ
桑
名
Ⅰ
四
日
市
断
層
帯

桑名断層

断層帯

須貝ほか
（1999b）

25 km

第 6 表　伊勢湾・三河湾周辺の第四紀後期の地質構造（断層・撓曲・褶曲）-5.

Table 6    Late Quaternary geological structures (fault and flexure) around the Ise Bay and Mikawa Bay -5.
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している（岡田，2006）が，同じ地点における三河地

震時の上下変位量（30 ～ 45 cm）から考えて，当地の

断層は第四紀後期に累積的な活動を行ってきたと考え

られる（岡田，2006）．

6.2.3　幸田—拾石推定断層（岡田，2006）
　宝飯山地と幡豆山地は，北北西—南南東方向の直線状

の谷によって境され，蒲郡市を通って直接三河湾に流

入する拾石川と幡豆山地の北側を迂回して西三河平野

に流入する広田川の分水界は谷中分水界をなす．第四

断層名 長さ 細分・地区 変位基準 年代 変位量 平均変位速度 出典 備考

海蔵川沿い
先新生界基盤岩
上面 　 300ｍ 　

三重県
（2004a）

大井手地区
完新世段丘-沖積
層中の腐植質シ
ルト層

約2,000年前 6ｍ 3ｍ/1,000年 須貝ほか
（1998b）

最上部砂層中の
腐植混じり細粒
層(P2）
[南陽層上部]

約2,200年前 7ｍ 3～3.5 m/1,000年 大上・須貝
（2006）

上部砂層中の腐
植混じり細粒層
(P1)
[南陽層上部]

約5,800年前 11ｍ 大上・須貝
（2006）

中部泥層(MM)上
面
[南陽層下部上面]

約6,000年前 13ｍ 大上・須貝
（2006）

沖積層基底礫層
(BG)上面
[濃尾層～第一礫
層上面]

約10,000年前 15ｍ 大上・須貝
（2006）

生桑地区

LPM(中位2面構
成層中の海成シ
ルト層上面)
[最終間氷期海成
泥層上面]

8～10万年前

[10～12.5万年
前]

50～60ｍ

0.5～0.7ｍ

[0.4～0.5 m
]

大上・須貝
（2006）

四日市港～三滝
川

上部粘土層基底-
下部粘土層基底
の比高+Md1面と
現河床の比高
[桑名断層桑名市
街地区と同じ]

約10万年前 0.5 m/1,000年 石村
（2013）

鈴鹿川右岸 最終間氷期海成
泥層上面

10～12.5万年 約5ｍ 0.05 ｍ/1,000年

/1,000年

/1,000年

本報告

鈴鹿川右岸
先新生界基盤岩
上面 　 300ｍ 　

Sato 
et al.(2009)

広域
最終間氷期海成
泥層上面 10～12.5万年 34～53ｍ 0.3～0.5ｍ 小松原

布引山地東
縁断層帯

断層帯全体で48 km 千里断層～片野断
層全体

地震調査研
究推進本部
(2004a)

千里断層 11 km 越知地区
最終間氷期海成
泥層上面 10～12.5万年 26～31ｍ 0.2～0.3 ｍ 小松原

見当山東方
見当山層基底
[最高位段丘堆積
層基底]

≧20ｍ 荒木・北村
（1971）

白塚地区 先新生界基盤岩
上面

＞100ｍ 三重県
（2005）

高茶屋断層 12 km 高茶屋地区 最終間氷期海成
泥層上面

10～12.5万年 45ｍ 0.4 m/1 000年

津沖撓曲＊
(海陸に連
続する可能
性有)

4 km＊
(陸域部で推定され
る区間の長さ)

津松阪港周辺 最終間氷期海成
泥層上面

10～12.5万年 15 m 0.1 m/1

,

,000年
佐藤・中島

（2025）

佐藤・中島
（2025）

（2025）

（2025）

断層帯

千里断層-
高茶屋断層
境界部

養
老
Ⅰ
桑
名
Ⅰ
四
日
市
断
層
帯

布
引
山
地
東
縁
断
層
帯
東
部
＊

(

海
陸
に
連
続
す
る
可
能
性
有

)

7 km
(千里断層-高茶屋
断層を1つの断層と
すると合計

1.2～1.8 m
/1,000年

/1,000年

/1,000年

松本地区

四日市断層 11 km

第 7 表　伊勢湾・三河湾周辺の第四紀後期の地質構造（断層・撓曲・褶曲）-6.

Table 7    Late Quaternary geological structures (fault and flexure) around the Ise Bay and Mikawa Bay-6.
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紀後期の地層を変位させる断層露頭は未だ記載されて

いないが，両側の山地斜面には同走向のリニアメント

が認められ，岡田（2006）は活断層が存在する可能性

を指摘している．本調査の地質図には，これを推定断

層として記載した．

6.3 　西三河平野（猿投—碧海盆地）の地質構造

6.3.1　西三河傾動運動（森山，1996）
　猿投—碧海盆地において，段丘面の高度から南西ない

し西側が低下する傾動運動が生じていることは，町田

ほか（1962）や桑原（1968）によって指摘されていた．

さらに，森山（1996）は，三好面を碧海層基底礫と同

じく MIS 6 の河床堆積面，沖積層基底礫層を MIS 2 の

河床礫層とみなし，両者を比較することによってこの

傾動が第四紀後期に累積的に生じていること，及び猿

投—高浜断層帯によって西縁を画された地塊の傾動運動

であるという考えを示し，西三河傾動運動と命名した．

この傾動運動は，猿投—碧海盆地北部・猿投盆地におい

ても，東海層群（矢田川累層藤岡部層）基底と阿漕テ

フラ（東郷テフラ）が累積的に西傾動していること（中

山，1987）から，段丘分布域だけでなく同盆地全域に

及んでいると考えられる．愛知県（2003b，2004）の

断層名 長さ 細分・地区 変位基準 年代 変位量 平均変位速度 出典 備考

小阿坂地区

Mf面

[河成中位1a段丘
面]

5～8万年前

[10～12.5万年
前]

[10～12.5万年
前]

[10～12.5万年
前]

[10～12.5万年
前]

2.6～3.7ｍ

0.03～0.07 m
/1,000年

/1,000年

/1,000年
[0.02～0.04 m

]

三重県
（2000）

Mf面

[河成中位1a段丘
面]

5～8万年前

2.0 m

0.03～0.04 m

[0.02m/1,000年]
三重県
（2000）

H2面
[河成高位2段丘
面]

12万年前
[20～30万年
前?]

8.9ｍ
0.07 m/1,000年

1,

,

000年
[0.03～0.04m

/ ？]

三重県
（2000）

上位段丘堆積層
[河成高位2段丘堆
積物]

[20～30万年
前？]

13 m [0.04～0.06 m
/1000年? ]

恒石(1970)

先新第三系基盤
上面 100ｍ

恒石
（1970）

鳥戸地区
Lf面
[河成低位1段丘
面]

2～3万年前 2.8ｍ 0.1 m/1,000年 三重県
（2000）

笹川地区
M面

[河成中位1a面]

5～8万年前

3.8 m

0.05～0.08m
/1,000年

/1,000年
[0.03～0.04m

]

三重県
（2000）

Lf面
[河成低位1段丘
面]

2～3万年前 2.1ｍ 0.1 m/1,000年 三重県
（2000）

M面
[河成中位1a段丘
面]

(5～8万年前)
2.3 ｍ

(0.04 m/1,000年)
[0.02 m/1,000年] 三重県

（2000）

中位段丘堆積層
[河成中位1a段丘
堆積物]

[10～12.5万年
前]

15 ｍ [0.1 m/1,000年

/1,000年

/1,000年

/1,000年

] 恒石(1970)

先新第三系基盤
上面 100 ｍ

恒石
（1970）

六呂木断層 7 km 六呂木地区
Lf面
[河成低位1段丘
面]

2～ 3万年前 1.4ｍ
(上下成分)

0.05～0.07 m 三重県
（2000）

右横ずれ成分をもつ

小片野地区
L1面
[河成低位1段丘
面]

2.5万年前 2.0～3.6 m 0.08～0.14m 三重県
（2000）

H2面
[河成中位1a段丘
面」

12万年前
[10～12.5万年

前]
5.1～8.4 m 0.04～0.07 m 三重県

（2000）

L3面
[河成低位2段丘
面]

1.5万年前 0.7 m 0.05 m/1,000年 三重県
（2000）

断層帯

布
引
山
地
東
縁
断
層
帯
東
部

鳥戸断層

山口断層

片野断層

4 km

5 km

2 km

片野地区

岩内地区

山口地区

第 8 表　伊勢湾・三河湾周辺の第四紀後期の地質構造（断層・撓曲・褶曲）-7.

Table 8    Late Quaternary geological structures (fault and flexure) around the Ise Bay and Mikawa Bay-7.
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西三河平野を横断する反射法地震探査では，中新統と

考えられる地層より上位の堆積層全体に累積的な西傾

斜が認められる．これらの西傾動は，少なくとも西三

河平野全域に及んでいるが，山頂小起伏面の高度を急

変させる地形・地質構造が認められず（森山・船木，

1989），西三河平野東端に活断層が存在しないことから，

三河山地塊まで及んでおり，幅は 15 km ないし最大で

40 km 程度に達する可能性がある．また，その長さは，

猿投—碧海盆地と同様に 30 km 程度の可能性が高い．

　森山（1996）の議論の前提となっている地層の対比・

編年は，納谷ほか（2024）など本調査の見解とは異な

るものの，愛知県（2003b）の反射法地震探査で明らか

にされた堆積層の西傾斜構造と，最終間氷期海成泥層

上面は調和的に西傾動を示すこと（第 11 図）から，第

四紀後期に西三河平野が西ないし南西に傾動している

可能性が高いと判断した．

　しかし，西三河平野西部の碧海層下部からは，内湾

的環境を示す種から干潟的環境を示す種まで，多様

な環境を示す貝化石が得られている（糸魚川・中山，

1968；松島，1990）．これは，境川流域には大起伏の山

地がなく粗粒砕屑物の供給が少ないことを反映して，

沖積層の「上部砂層」に相当するデルタフロント～陸

上デルタの粗粒堆積物が発達しにくいことを反映して

いると考えられる．このため，最終間氷期海成泥層の

上面とみなした層準には堆積時の水深が場所によって

異なっていた可能性が残される．この点から現段階で

第四紀後期（ないし後半期）に累積的に活動している

と断定できないため，これを推定傾動運動として記載

する．

　なお，今泉ほか（2018）は，高浜市高棚付近から安

城市姫小川町付近，碧南市油ケ淵付近から西尾市道光

町付近，及び西尾市田貫町付近から同市山下町付近に

至る 3 条の北西—南東走向北落ちの断層を記載したが，

本調査では累積性のある変位を確認できなかった．

6.4　猿投—知多上昇帯（桑原，1979）の地質構造

6.4.1　猿投—知多上昇帯の概形と発達史

　猿投—知多上昇帯は，東海層群堆積盆地中に生じた，

東西 10 ～ 20 km，南北約 70 km の，「く」の字型に曲がっ

た細長い隆起帯である．この隆起帯北部（北東—南西走

向区間）から中部（南北走向区間）に至る区域の東縁

は猿投—高浜断層帯に限られ，東海層群（鮮新統・矢田

川層）と最高位段丘堆積層（八事層）が西傾斜して濃

尾傾動地塊に連続する．中部及び南部（北西—南東走向

区間）の西縁は伊勢湾断層帯によって画され，段丘が

東ないし北東に傾動する．猿投—知多上昇帯の中・南部

断層名 長さ 細分・地区 変位基準 年代 変位量 平均変位速度 出典 備考

上麻田地区東
fM2面
[河成中位1a段丘
面]

[10～12.5万年
前]

13ｍ [0.1ｍ/1,000年] 岡田・東郷
（2000）

前山地区
fM1面
[河成高位3段丘
面]

[15～20万年
前？]

12ｍ [0.06～0.08 m
]
岡田・東郷
（2000）

広域 東海層群 90ｍ
吉田ほか
（1991）

北勢盆状構
造 ≧10 km 広域 東海層群

傾動量とし
て記載

三重県（2004a），Sato et al.
(2009)の反射法地震探査で確認
向斜軸の位置が東海層群堆積時か
ら西移動，第四紀後期には西傾動

大里野田地区
河成中位1a段丘
面 10～12.5万年前 12ｍ 0.1 ｍ/1,000年 本調査

大里野田地区西 河成高位3段丘面
15～20万年
前？ 15ｍ

0.08～0.1 m
? 本調査

久居断層 7 km
久居～高茶屋地
区

最終間氷期海成
泥層上面 10～12.5万年前 5～10 ｍ 0.04～0.1 m 本調査

風早池断層
1.5 km
小山断層とあわせ
て7 km

風早池地区

諸戸山面

H2面

[河成高位3段丘
面]

12万年前

[15～20万年
前?]

11 m

9.8 m

0.08 m/1,000年

[0.05～0.07 m
]

八木・寒川
（1980）
三重県
（1999）

三重県(1999)のボーリング記載では
H2面堆積物は大半がクサリ礫から
なると記され，中期更新世の段丘
である可能性が高い
風早池断層と小山断層は一連の構
造の可能性が高い（池田ほか，
2002）

小山地区
H1面
[河成高位3段丘
面]

15万年前 5～6.8 m 0.03～0.05 m
/1,000年

/1,000年

/1,000年

/1,000年

/1,000年

三重県
（2000）

中村川沿い
瀬戸内中新統
（一志層群） ≧400ｍ

三重県
（2001）

断層帯

伊
勢
丘
陵
内
の
活
構
造

市之原撓曲

小山断層

安濃撓曲 東西走向の活構造

東西走向の活構造8 km

3 km

3 km

第 9 表　伊勢湾・三河湾周辺の第四紀後期の地質構造（断層・撓曲・褶曲）-8.

Table 9    Late Quaternary geological structures (fault and flexure) around the Ise Bay and Mikawa Bay -8.
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代
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・
算
定
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中
部
傾
動
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塊

15
0

km
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0
km
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面
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岐
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礫
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)
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）
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岸
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定
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（

20
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約
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°
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～
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0
ｍ
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0k

m
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第 11 図　西三河傾動に関連する図 .
　　　　  11-1：西三河傾動に関連する反射法地震探査深度断面（愛知県，2003b，2004），
                  11-2：ボーリング断面図（本調査　B-9 東浦—安城断面），

                  11-3：それらの位置図 .

Fig. 11       Figures related to the Nishimikawa-keido (tilting in the western Mikawa Plain).
                  11-1: Reflection survey profile (depth section) by Aichi Prefecture (2003b, 2004).
                  11-2: Drilling cross section (B-9 Higashiura-Anjo section)
                  11-3: Location of reflection survey and drilling cross section.
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における第四紀後期の東傾動を南知多傾動と新称する．

両区間の中間部（知多半島付け根にあたる南北走向の

区間）では，東海層群（鮮新統・常滑層）から最高位

段丘堆積層（加木屋層）が S 字状に湾曲した軸をもつ

褶曲・撓曲群（大高—大府断層，加木屋撓曲など）によっ

て変形している．

　この隆起帯の鮮新世以降の構造発達過程については，

北部が中山（1987）の，中部が細山（1995）の，南部

が牧野内（1976），Makinouchi (1979)，の詳しい地質調

査に基づいて明らかにされている．

　隆起帯北部に関して，中山（1987）は隆起帯西縁の

境界断層（猿投・境川断層群）が中新世後期の瀬戸層

群堆積期ないしそれ以前から活動を開始し，鮮新世か

ら第四紀を通じて 0.01 ～ 0.04 m / 1,000 年程度の速度で

変位を累積させてきたことを示した．

　隆起帯中部に関して細山（1995）は，後述する大高—

大府断層の北半部（大高—大府背斜及び大高—大府向斜）

を境に北側（猿投—知多隆起帯北部）が南西側に対して

約 100 m 構造的に沈み込んでいること，及び北側の構

造が大高—大府断層など南側の構造に切られることから

隆起帯北部の構造運動が先行して始まり，隆起帯南部

はその後に隆起していることを明らかにした．

　隆起帯南部の知多半島に関して，牧野内（1976）及

び Makinouchi（1979）は，鮮新世後期の東海層群常滑

層を緩やかに褶曲させた変動（知多運動）とは異なっ

て第四紀後期の構造と同走向の断層褶曲運動が武豊層

（本調査の高位 1 段丘堆積物）堆積前後から始まり，ほ

ぼ同時に知多半島が隆起し始めたことを示した．本調

査においても，木曽川上流部に分布する濃飛流紋岩に

由来すると考えられる流紋岩礫を多く含む，河成の高

位 1 段丘堆積物が知多半島の最高所に分布し，それ以

降の海成高位段丘面が知多半島の両側に形成されてい

ることから，高位 1 段丘形成以降に知多半島が隆起し

たとする Makinouchi (1979) の考えを追認する．

　このほか猿投—知多隆起帯中部～南部の構造運動の時

代に関しては，次のような知見が得られている．①濃

尾平野南西部の弥富コアにおいて嘉例川テフラの下位

にあたる畠山ほか（1979）の「大泉層」（本稿の東海

層群に相当すると考えられる）中に，調査地域東方・

豊川流域に分布する鳳来寺山の火山岩に由来すると考

えられるパーライトの礫が含まれること（Adachi and 
Kuwahara，1980）から，この上昇帯の隆起運動は前期

更新世（ジェラシアン期）に遡ることはないと考えら

れる , ②西三河平野地下ではカラブリアン期～チバニ

アン期前期の地層が堆積・侵食を繰り返した一方で，

猿投—知多上昇帯にはこの時代の地層が分布しないこと

から，当時既に猿投—知多上昇帯は西三河傾動盆地より

も高い位置にあった可能性がある（高浜撓曲の節で記

載），③知多半島の高位 1 段丘堆積物が花粉層序から濃

尾平野における海部層堆積期（チバニアン期後半）に

対比される可能性が高いこと（小松原・本郷，2025）
及び④加木屋層や武豊層（本報告の最高位段丘構成層・

高位 1 段丘堆積物）が背斜部では向斜部より大きく東

海層群を削り込んで堆積していることから，上昇帯中・

南部の褶曲構造は，これら時代未詳第四紀堆積物の堆

積以前に既に緩やかな変動を開始していたと考えられ

ること（牧野内，1976；吉田・尾崎，1986）から，隆

起帯南部の隆起は，チバニアン期前期前後に緩やかな

変動として始まり，同後期に急激に進んだ可能性が高

い．この猿投—知多隆起帯中～南部の活動は，後述する

伊勢湾断層系の活動と直接関係していると考えられる．

　猿投—知多上昇帯北部の東縁にある猿投—高浜断層帯

は，北から猿投—境川断層（高根山断層 (撓曲 )を含む），

大高—大府断層，高浜撓曲によって構成される．これら

の構造と重力異常（本調査のブーゲー異常図及びブー

ゲー異常水平微分図）の間に明瞭な関係は認めがたい．

6.4.1.1　猿投—境川断層（松沢ほか，1960）
　猿投—境川断層は，北部で先新第三系（花崗岩体）が

上部中新統—下部鮮新統の藤岡層上に衝上する逆断層，

南部では東海層群矢田川層（鮮新統）内ないし矢田川

層と高位 1 段丘堆積物（三好層）を境する逆断層，南

部（高根山撓曲：活断層研究会，1991）では東海層群

から境川左岸の段丘堆積物までを変位させる右雁行の

撓曲帯をなす（岡田，1979）．この断層の長さは 34 km
である（愛知県活断層調査委員会，1999）．
　岡田（1986），愛知県活断層調査委員会（1999）は，

この断層の総合調査を行い，断層北東部・豊田市深見

地区（地質図範囲の北方）のトレンチ調査で上部更新

統が逆断層により変位していること，高根山撓曲の東

郷町春木地区の反射法地震探査とボーリングによって

阿漕テフラ（東郷テフラ）が約 100 m 変位していること，

東郷町北山地区，豊明市上高根地区及び大府市平地区

等において河成中位段丘 1a 面及び 1b 面（中位段丘面：

約 6 万年前）が 5.5 ～ 6.5 m 以上変位していること，豊

田市猿投地区で約 4 万年（暦年補正 14C 年代値）の地層

が 4 m 変位していること，などを明らかにし，平均変

位速度を 0.1 m / 1,000 年と算定した．

6.4.1.2　大高—大府断層（松沢・植村，1957）
　大高—大府断層は，北東側の尾張丘陵と南西側の知多

半島を境する東海層群の向斜沿いの，西北西—東南東方

向に伸びる低地の南西縁を通り，高根山撓曲との接合

部（大府市月見地区）で折れ曲がり，以南では知多半

島の付け根を南北方向に伸びる，東落ちで東に急傾す

る撓曲である．東海層群はこの構造沿いで 30 ～ 40 度
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北東傾斜する（糸魚川，1971；岡田，1979）．
　愛知県活断層調査委員会（1996）は，高根山撓曲と

の接合部以南の大府市月見地区及び東浦町森岡地区で

極浅層反射法地震探査，ボーリングなどの総合調査を

行い，東海層群の褶曲～撓曲変位を確認し，本報告の

河成中位 1b 段丘（中位段丘面：約 6 ～ 7 万年前）が 8.5 
m 変位することを明らかにし，0.14 m /1,000 年の平均

変位速度を得た．

　高根山撓曲との接合部以北の北北西—東南東走向の谷

沿いでは，この構造を横断する第四紀後半期の変位基

準が発達しないため，第四紀後期における変動は読み

取ることができない（たとえば鈴木ほか，2009）．地質

図上では，この区間を鮮新世～第四紀中期の構造とし

て記載した．

6.4.1.3　高浜撓曲（活断層研究会，1991）
　この構造は，松沢ほか（1965），吉田・尾崎（1986）
が大高—大府断層の延長として記載した構造のうち，境

川沿いの低地以東を活断層研究会（1991）が高浜断層

と命名したもので，森山（1996）の油ケ淵断層と同じ

ものである．この構造は本調査の河口成中位 1a 及び中

位 1b 段丘面（碧海面）を明瞭に撓曲変位させるが，矢

作川以東では段丘面に変位は認められない．

　愛知県活断層調査委員会（1996）は，高浜市稗
ひ え だ

田地

区において変位地形調査のほか反射法地震探査（愛知

県活断層調査委員会，1998 に詳細報告）とボーリング

調査（TK-No.1 及び TK-No.2）を行い，東海層群（常滑層）

の総変位量を約 80 m と算定したほか，最終間氷期海成

泥層上面及び河口成中位 1a 段丘面（中位段丘面）の変

位量をそれぞれ 10 m 及び 7.5 m と求めている．森山ほ

か（1997）はこの断層による最終間氷期海成泥層（碧

海層下部泥層上面）の変位量を 6 m，中位 1a 段丘面（碧

海面）の変位量を 4 m としている．

　阿部ほか（2018，2019）は，高浜撓曲の隆起側（TK- 
No.2）と沈降側（TK-No.1，GS-HKN-1）のボーリング

コアについて，テフラ，古地磁気，貝化石，珪藻，花

粉等の分析を行い，TK-No.2 コアでは東海層群（Unit 
TG: 阿漕テフラを含む常滑累層と考えられる）上を中

位 1a 段丘堆積物が直接覆う（愛知県活断層調査委員会，

1996；阿部・中島，2018）一方，TK-No. 1 コアでは厚

い中部～下部更新統が中位段丘堆積物の下位に伏在し，

東海層群上面は深度 80 m 以深に位置すること，を報

告した（羽田ほか，2022；阿部ほか，2024，納谷ほか，

2024）．このことは，高浜断層東側ではカラブリアン期

からチバニアン期を通じて大きな上下変動がないまま

侵食と堆積が繰り返されてきた一方で，断層西側では

知多半島と同様に東海層群堆積終了以降～高位段丘形

成期まで削剥傾向が続いてきていたことを示す．これ

は，高浜断層を境として東が低い地形が，前述の高位 1
段丘堆積物（武豊層）の堆積時期ごろに始まる猿投—知

多上昇帯の急激な隆起に先立って，チバニアン期以前

に既に形成されていたことを示唆する．また，愛知県

（2005）の境川下流部の沖積平野における反射法地震探

査では，大高—大府断層と高浜撓曲の境界部において深

度約 500 m 以浅に分布する堆積層（当時は東海層群相

当と推定された）中に累積的な変位が認められる（第

12 図）．これと同じ地点で本調査の B-10 境川—衣浦港

ボーリング断面でも最終間氷期海成泥層を変位させる

可能性が高い北落ちの構造が認められる．このことも，

阿部ほか（2018）のボーリングデータと併せて，高浜

撓曲が第四紀中期には既に活動を開始していたことを

支持する．これらの第四紀中期ないしそれ以前にさか

のぼる変動は，Makinouchi (1979) の知多変動の現われ

とみることができる．

　なお，伊藤・木下（2025）は，高浜撓曲の東延長に

おいて反射法地震探査を行ったが確実に活構造と認め

られる構造は検出されなかった．

6.4.2　伊勢湾断層系

　本調査では，地震調査研究推進本部地震調査委員会

（2002）によって再定義された「伊勢湾断層帯」から，

白子—野間断層を除いて，当初 ,中条・須田（1971）によっ

て提唱された伊勢湾断層とその南北に連続する西落ち

断層群，すなわち地震調査研究推進本部地震調査委員

会（2002）の伊勢湾断層帯主部，を伊勢湾断層系とし

て再定義する．この定義は，地震調査研究推進本部地

震調査委員会が 2005 年における長期評価変更（地震調

査研究推進本部地震調査委員会，2005）に際して再定

義した「伊勢湾断層帯」とほぼ同じである．

　この断層については膨大な調査研究がなされている

（たとえば岡田ほか，2000a）．ここでは，20 世紀末以降

の調査結果を基に現時点の知見をまとめる．

　この断層は，新舞子以北の北部区間（伊勢湾断層・

飛島沖断層（新称）・長浦沖断層（新称）），新舞子沖か

ら野間（冨
ふ

具
ぐ さ き

崎）沖までの中部区間（狭義の伊勢湾断層，

常滑沖推定断層（新称））及び冨具崎沖から師崎沖に至

る南部区間・内
う つ み

海断層（中条・須田，1972）の 3 区間

で異なる形状を示す．3 区間を合わせた延長は約 41 km
である．この断層の海底部における詳しい形状や変位

量については，佐藤（2025）に，総合解釈については

佐藤ほか（2025）に記すが，ここに概要を記載する．

　北部区間では断層が 3 条の撓曲ないし傾動帯に枝分

かれし，3 条ともに北部ほど幅広い撓曲ないし傾動帯

状の変位形態を示す．このうち最も東側の長浦沖断層

と中央の飛島沖断層の北端は少なくとも名古屋港付近

まで追跡できる（断面図 B-5 朝日—東海断面及び B-7 木
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曽岬—東海断面）．それより北の濃尾平野南部（B-4 四

日市—名古屋断面）では，一部が天白川低地の沖積層で

埋積された埋没谷によって熱田層以下が削剥されてい

るため地質構造を正確に読み取ることはできないもの

の，顕著な急傾斜帯は認められず（土質工学会中部支部，

1987），濃尾傾動運動に移り変わっていく可能性が高い．

北部の 3 条の撓曲のうち最も西に位置する伊勢湾断層

について，建設省中部地方建設局・水資源開発公団中

部支社（1995）及び京都大学理学部ほか（1996）は先

新第三系基盤岩上面と中新統上面の変位量をそれぞれ

約 1,100 ～ 1,400 m，800 ～ 1,000 m であることを明ら

かにしたが，音波探査断面図からは東海層群以上の地

層に累積変位が認められること，及び伊勢湾断層北端

部（C1 測線）では中部と比較して変位量が相対的に小

さくなる傾向を読み取ることができる．この断層に関

して，岩淵（2000），岩淵ほか（2000）の音波探査及び

層序ボーリング調査は，第一礫層基底以下の層準では

累積的な変位が生じていることを明らかにしているが，

同時にこの探査結果より濃尾層基底に変位は認められ

ないこと（岡田ほか，2000a），熱田層下部基底の変位

量は 50 m 以上に達すること（平均変位速度は 0.4 m / 
1,000 年）を読み取ることができる．一方，飛島沖断層

と長浦沖断層では，ボーリング断面から少なくとも海

部層上部以上の地層が累積的に西傾動している可能性

が高いことが読みとれる（断面図 B-5 朝日—東海断面及

び B-7 木曽崎—知多断面）．特に長浦沖断層では，B-5 の

断面で名古屋港付近において Kkt テフラを含む海成粘

土層（Am 2 層）の上面が幅約 3 km の範囲で少なくと
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音波探査データに基づく最終間氷期海成泥層上
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No. 14ボーリング地点
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No. 14ボーリング地点

中位 1b段丘堆積物中位 1a 段丘堆積物

主として河成主として河口成主として海成

第 13 図　�南知多傾動運動を反映した最終間氷期海成泥層及び海成中位 1a 段丘面旧汀線と最終間氷期海成泥層上

面の高度分布　

Fig. 13     � � �Distribution map of heights of the former shoreline of the marine Middle 1a terrace and the upper surface of the 
marine mud layer of the Last Interglacial Period. They show tectonic deformation by the Minamichita tilting.
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も 40 m 変位している．

　ブーゲー異常水平微分図に示されるように，北部区

間の伊勢湾断層（北部）と長浦沖断層の近傍には，不

明瞭ながら重力急変帯が並走する．

　中部区間の伊勢湾断層（狭義）については，中部空

港調査会（1994，1996），豊蔵ほか（1999），岡田ほか（2000 
a）によって稠密な音波探査と層序ボーリング調査が行

われ，詳しい構造形態が明らかにされている．その結果，

常滑港沖以北では断層面が表層に達していない撓曲を

なす一方，同港以南では表層付近まで断層が到達して

いるという構造形態の違いが明らかになった（中部空

港調査会，1994，岡田ほか，2000a）．また，これら既

往調査によって得られた変位量は場所によって大きな

違いがあるものの，中位 1a 段丘堆積物（熱田層下部粘

土層：C1 層）基底の平均変位量は常滑市鬼崎沖以北で

約 35 m，鬼崎沖～常滑港沖で約 42 m，常滑港沖～上野

間沖で約 46 m と南部ほど大きい．地震調査研究推進本

部地震調査委員会（2002）は，中部空港調査会（1994，
1996），岡田ほか（2000a）のデータを再検討して信頼

性が高いと判断したデータを基に変位量と平均変位速

度を再検討し，C1 層の変位量を伊勢湾断層系中部（常

滑市沖）で 10 m，内海断層で 20 m として平均変位速度

を前者で 0.1 m / 1,000 年，後者で 0.2 m / 1,000 年と結論

付けている．中部空港調査会（1996）はユニブームに

よる音波探査とコアリングにより常滑市沖では約 1,000
年前以降～ 500 年前以前に断層活動が行われたと推定

している．

　しかし，これら既知の構造とは別に，これまで調査

対象とされていなかった海岸近傍に活断層（ここでは

常滑沖推定断層と仮称する）が存在する可能性が指摘

できる．その根拠は次の 2 点である．①豊蔵ほか（1999）
は，現空港島北部におけるボーリング（No.14：第 13 図）

において標高 -55 m 付近の東海層群中で佐布里テフラ

を見出しているが，このテフラ産出地点は知多半島の

丘陵で同テフラが見つかっている地点（たとえば吉田・

尾崎，1986）の 2 ～ 3 km 南にあたり，この間に構造的

な落差が存在することが示唆される．豊蔵ほか（1999）
の走向線図からは，両者の間に阿漕（大谷）テフラ—佐

布里テフラ間の層厚にほぼ等しい構造的落差（吉田・

尾崎，1986の地質断面から読み取ると150～200 m程度）

に，陸域と海底下のテフラ検出地点の比高（約 60 ～ 80 
m）を加えた，200 ～ 300 m 程度の鉛直隔離断層が想定

される．②最終間氷期海成泥層上面は断層東側で 22 ～

28 m，断層西側で -63 ～ -60 m にあり，両者の比高（約

80 ～ 85 m）から求められる伊勢湾断層系中部の変位量・

平均変位速度は，中部空港調査会（1994，1996）や岡

田ほか（2000a）及び地震調査研究推進本部地震調査委

員会（2002）による値よりも有意に大きい．この推定

断層の存否や基本属性については今後の検討が必要で

あるが，本調査では，知多半島と伊勢湾断層系沈降側

における最終間氷期海成泥層上面の比高が古水深補正

がない状態で約 80 m であることから，この断層系の平

均変位速度について 0.6 ～ 0.7 m / 1,000 年程度という値

を採用する．

　ブーゲー異常水平微分図に示されるように中部区間

の伊勢湾断層（狭義）の東には重力急変帯が並走する．

　南部区間の内海断層は，海岸線に並走する 1 条の断

層からなると考えられる（国土地理院，1978）．
　ブーゲー異常水平微分図に示されるように，内海断

層の東には顕著な重力急変帯が並走する．これは，断

層の東（隆起）側に厚い低密度堆積層（中新統）が分

布する一方，断層西（沈下側）側には低密度層が厚く

分布していないことを反映したものであり，瀬戸内中

新統（師崎層群）堆積時に形成された正断層が第四紀

における短縮変形に伴って逆断層として再活動してい

ることを示している（Miyakawa et al., 2020）．
　内海断層北端部の冨具崎付近における熱田層基底

の変位量は約 50 m とされている（中部空港調査会，

1994；岡田ほか，2000a）．また，北端部の冨具崎沖海

底と野間内
う

扇
とげ

地区における最終間氷期海成泥層上面の

比高は約 80 m であるが，この値には古水深の補正が含

まれていないので，実際の変位量はこれを若干下回る

と考えられる．なお，中部空港調査会（1996）によると，

概ね 2,000 年前以降～ 1,500 年前以前に最新活動を行っ

ており，その活動年代は伊勢湾断層中部（狭義の伊勢

湾断層）とは異なっていたとしている．

　この断層系の活動と後述する南知多傾動運動の間に

は直接的な関連があると考えられる．

　

6.4.3　猿投—知多上昇帯内部の構造

　猿投—知多上昇帯内部の構造は，大きく北部（大高—

大府断層及び天白河口断層付近より北），中部（大高—

大府断層・天白河口断層付近から加木屋断層に至る幅

約 5 km の帯状地域），南部（加木屋断層以南）で異なっ

た特徴を持つ．以下地区ごとに東海層群以上の地層を

変位させる構造について記載する．

6.4.3.1　猿投—知多上昇帯北部及び同構造と濃尾傾動盆

地の境界

　猿投—知多上昇帯北部では，東海層群（矢田川層）以

上の地層が累積的に西傾動する．この傾動隆起帯の東

縁は猿投—境川断層によって画される．この傾動隆起帯

では第二礫層及び熱田層が八事層・唐山層に，八事層・

唐山層が東海層群にオーバーラップするが，高位段丘

は天白川沿いの低地など限られた地域以外では認めら

れない．
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　猿投—知多上昇帯北部が濃尾傾動地塊と一連の傾動帯

をなすか否かに関連しては，以下の問題が指摘されて

いる．

　中田・今泉（2002），杉戸・後藤（2012）は，名古屋

市の熱田台地と桜山台地の西縁付近に南北走向の並走

する 3 条の断層に伴う変動地形が存在する可能性を示

した．これを受けて，名古屋市防災会議地震災害対策

部会（2017）はボーリングデータを再検討した結果，

明確な断層は認められなかったものの，伏在断層と関

連する撓曲変位は否定できないこと，及びこれらの断

層が推定された堀川付近では熱田面及び熱田層の勾配

が平均勾配（2 / 1,000）よりも急であること（5 / 1,000
以上）を指摘している．しかし，愛知県（2002）の反

射法地震探査では，この変動地形に対応する構造は認

められていないため，本調査ではこれを副次的な推定

断層として記した．

　また本調査では，熱田台地の南にあたる名古屋港の

東側（堀川河口付近）において最終間氷期海成泥層上

面が褶曲状に起伏していることを見出した（B-4 四日市—

名古屋断面）が，これがテクトニックな変形によるも

のか，上位の沖積層の削り込みによるものか現状では

不明である．本調査の地質図では，この構造を推定褶

曲として記した．

　なお，伊勢湾断層の北部・長浦沖断層は少なくとも

名古屋港南部（B-7 木曽岬—知多断面）まで連続しており，

これが熱田台地西縁付近に位置する熱田層下部泥層上

面の勾配がやや急な地区（名古屋市防災会議地震災害

対策部会，2017）に連続する可能性は否定できない．

6.4.3.2　猿投—知多上昇帯中部

　猿投—知多上昇帯の中部は，幅 5 km，長さ 20 km 弱

の細長い地体である．地形的には南に隣接する本上昇

帯南部と一体であるが，南部では西翼が急で東翼が緩

傾斜な褶曲と，西落ちの副次的な撓曲を伴う東ないし

北東傾動が卓越することに対し，この地体では「S」字

を引き伸ばした形の湾曲した軸を持ち，東翼が急で西

翼が緩傾斜な非対称褶曲が発達するという違いがある．

また，この地体の北部にはこれらの褶曲・撓曲を切る

東西走向の胴切り断層が認められる．本報告では胴切

り断層を副次的な構造として記載する．

6.4.3.2.1　天白河口断層（松沢・桑原，1964 の鳴海—天

白川線を桑原ほか，1972 改称）

　天白河口断層は，断層北側の濃尾傾動地塊と南（知

多半島）側の隆起地塊との境界をなす，東北東—西南西

走向の断層である（たとえば活断層研究会，1980）．こ

の断層に関して名古屋市（1998），名古屋市断層調査委

員会（1999）はボーリングと海域のマルチチャンネル

音波探査及び陸域の浅層反射法地震探査を行った結果，

①天白河口断層は全長 7.5 km の，4 本の高角北落ち正

断層が並走して東海層群を階段状に変位させる断層で

あること，②東海層群の中では累積的な変位が認めら

れるものの，佐布里テフラの変位量は 30 m 程度であ

り，このテフラ降下時には既に活動が衰えていた可能

性が高いこと，③東海層群を不整合に覆う第四系のう

ち，海部層・弥富層には変位が認められるものの，熱

田層以上の地層には変位が認められないこと , が明ら

かとなった（名古屋市断層調査委員会，1999；岡田ほ

か，2000b）．このような活動史に加え，本州中部で第

四紀後期に東西性正断層が活動を繰り返している事例

は他に認められていないことから，天白河口断層が今

後活動する可能性は高くない（名古屋市断層調査委員

会，1999）．しかし，第四紀後期に活動していることを

重視して本調査の地質図では第四紀後期に活動した副

次的な断層として記載した．

6.4.3.2.2　高横須賀断層（伊藤ほか，1998）
　高横須賀断層は，後述する加木屋断層の北端部でこ

れに直交して東西走向で東海層群・常滑層を約 170 m
南落ちに上下隔離させる北傾斜逆断層である（伊藤ほ

か，1998）．この断層は，露頭で見出されているものの，

地質図上に図示できるような連続性が確認されていな

いという問題があり，断層の性格については検討の余

地がある（伊藤ほか，1998）．しかし時代未詳の最高位

段丘堆積層・加木屋層を変位させることから活構造の

可能性が指摘されている加木屋断層に伴う撓曲構造を

さらに胴切り状に変位させており（すなわち加木屋層

堆積後に変位したと考えられ），この撓曲と密接な関係

を持つ胴切り断層と考えられること，及び高横須賀断

層の約 5 km 北に並走し , 海部層を変位させる，天白河

口断層と比較して東海層群の変位量が大きいこと（伊

藤ほか，1998，1999）から，地質図では断層露頭確認

地区について副次的な断層として記載した．

6.4.3.2.3　阿
あ ぐ い

久比東部撓曲（愛知県活断層調査委員会，

1996）
　阿久比東部撓曲は，以前には加木屋断層南東部とさ

れていたが，愛知県活断層調査委員会（1996）により

両者は別の構造として区別されるようになったもので

ある．第四紀後期の変位地形が認められる区間の長さ

約 4 km の湾曲した平面形を示す．愛知県活断層調査委

員会（1998）の反射法地震探査によって東翼が急傾斜

で西翼が緩傾斜な背斜構造の東翼部に一致する撓曲が

確認されている．この撓曲によって阿久比川河口部左

岸・半田市乙川地区の河成ないし河口成の高位 3 段丘

面が東に傾動する．
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6.4.3.2.4　加木屋断層（名和—加木屋線（嘉藤・桑原，

1967）を活断層研究会（1991）改称：愛知県活断層調

査委員会（1996）の加木屋—成岩断層と同じ）

　加木屋断層は東海層群と加木屋層を変位させる撓曲

状の構造で，東翼が急で西翼が緩傾斜な非対称背斜の

東翼部に位置する撓曲・断層である．この構造の北端

部（東海市大池公園）では東海層群・常滑層が急傾斜

し（愛知県活断層調査委員会，1996），これを覆う加木

屋層も変形する（伊藤ほか，1998）．半島中軸部の約 8 
km の区間では第四紀後期の変位基準を欠く．知多半島

東部の阿久比町卯
う さ か

坂から半田市市街地の成岩地区にか

けては，連続的に高位～中位段丘面が東傾動し，加木

屋層が 20 m 東落ちに変位する（愛知県活断層調査委員

会，1996）．
　本調査では，加木屋層ないし高位～中位段丘に変位

が認められる北端部と卯坂以南を活断層ないし推定断

層として記載したが，それらの変位基準を欠く知多半

島中軸部については東海層群の構造を鮮新世～第四紀

中期の構造として記載した．

　なお，吉田・尾崎（1986）の地質図や活断層研究会

（1991）の活断層図では，加木屋断層と関連する背斜が

卯坂の北で北西—南東方向に丘陵を斜断するように記さ

れていたが，この地区では東海層群・常滑層の走向が

南北を示すこと（愛知県活断層調査委員会，1996；岡

田ほか，2000b）から，岡田ほか（2000b）の記載に従っ

て，卯坂北方で東に分岐する構造を上述の阿久比東部

撓曲として別に記載した．

6.4.3.3　猿投—知多上昇帯南部

　猿投—知多上昇帯南部では，波長数 100 m から 2 km
程度，軸長 10 km 以下の，東海層群の褶曲が発達する

が，ほぼすべての背斜が西翼で急傾斜，東翼で緩傾斜

な非対称褶曲であり，かつ全体として「ミ」の字型に

右雁行配列する（牧野内，1976）．また，高位～中位段

丘面が東ないし北東に傾動する．この顕著な東傾動を

示す地区は，重力（Miyakawa et al., 2020）と地質構造（伊

藤ほか，1998）からみて，中新世に正断層として活動

した断層が第四紀後期に逆断層として再活動している

地区と重複する．

6.4.3.3.1　平井撓曲（吉田・尾崎，1986）
　平井撓曲は，加木屋断層の約 2 km 西に平行する構

造であるが，加木屋断層とは異なって西翼が急で東翼

が緩傾斜な背斜に関連する撓曲である．この撓曲を横

断する第四紀後期の変位基準は南東部に限られている．

吉田・尾崎（1986）は撓曲南端部（半田市青山町付近）

で武豊層（本調査の高位 2 段丘堆積物と考えられる）

が約 20 度東南東傾斜していることを記載しているが，

本調査ではこの傾動を平井撓曲によるものではなく後

述する「副断層」に伴うものと考え，平井撓曲は第四

紀後期の変位基準を明確に変位させているとは言えな

いと考えた．愛知県活断層調査委員会（1998），愛知県

（2004）は，平井撓曲南端部を横断する神戸川沿いで反

射法地震探査を行ったが，得られた断面からは堆積層

（中新統～東海層群）に顕著な変形は認められない．以

上の理由より，本調査では，愛知県活断層調査委員会

（1996）を追認し，地質図では平井撓曲を，鮮新世～第

四紀中期の構造として記載した．

6.4.3.3.2　半田池撓曲（吉田・尾崎，1986）
　半田池撓曲は平井撓曲の西約 1 km に並走する西翼が

急で東翼が緩傾斜な背斜西翼部の撓曲である．この撓

曲中部では武豊層（恐らく本調査の高位 1 段丘堆積物）

が 14 ～ 20 度西南西傾斜を示し（吉田・尾崎，1986），
この地層堆積以降にも活動していることは確実である

（愛知県活断層調査委員会，1996）．しかし，高位 1 段

丘堆積物の時代が確定できていないこと（小松原・本郷，

2025），及びこれを除くと第四紀後期の変位基準を欠く

ため，本調査の地質図では推定断層として記載した．

6.4.3.4　千代ケ丘撓曲（吉田・尾崎，1986）
　千代ケ丘撓曲は半田池撓曲の約 4 km 西に並走する西

翼が急で東翼が緩傾斜な背斜西翼部の撓曲である．こ

の撓曲では，東海層群・常滑層の構造（Makinouchi，
1980）と調和的に海成ないし河口成の中位 1a 段丘面に

3 ～ 5 m の変位が認められる（鈴木ほか，2009）ため，

地質図にはこれを長さ 4 km の活断層として記載した．

この撓曲は伊勢湾断層系の一部である可能性をもつ．

　なお，岡田（1979），鈴木ほか（2009）は千代ヶ丘撓

曲の南に「広目撓曲（岡田，1979）」を記載しているが，

本調査ではこの構造を横断する第四紀後期の基準面の

変形を確認できなかったので，地質図には記載してい

ない．

6.4.3.4.1　本
ほんぐうさん

宮山撓曲（岡田，1979 の六貫山西撓曲を吉

田・尾崎，1986 改称）

　本宮山撓曲は千代ヶ丘撓曲の南に接続して北西—南東

に伸びる東海層群を変位させる撓曲であるが，知多変

動に伴う東傾動及び西落ち逆向き撓曲とみなされる部

分を除いて高位段丘堆積物に顕著な変形は認められて

いないことから，地質図では鮮新世～第四紀中期の構

造として記載した．

6.4.3.4.2　桧
ひ ば ら

原撓曲（吉田・尾崎，1986）
　桧原撓曲は，本宮山撓曲と南部で連結する東海層群

を変位させる撓曲である．牧野内（1976）はこの撓曲
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に伴う武豊層（本調査の高位 2 段丘堆積物の可能性が

高い）の西傾斜，鈴木ほか（2009）はこの撓曲の南部

で西落ちの撓曲と高位段丘面（本調査の高位 2 及び 3
段丘面）の東傾動，を記載している．しかし，本調査

では，これらは本宮山撓曲南部の構造と同様に知多変

動とそれに伴う副断層による変形と見なし，桧原撓曲

主部は鮮新世～第四紀中期の構造として記載した．

6.4.3.5　河
こ う わ

和背斜（寺嶋，1965 MS; 牧野内，1975a）
　河和背斜は中新統から東海層群を変位させる，西翼

が急で東翼が緩傾斜する非対称な，全長 11.5 km の背斜

である（岡田ほか，2000b）．この背斜南半部の西翼に

は河和断層（伊藤ほか，1998）と古
こ う

布断層（近藤・木村，

1987）が並走する．河和断層と古布断層は，異なる変

位センスをもつ別の断層と考えられている（伊藤ほか，

1999）．
　美浜町豊丘以北では，この背斜を横断して第四紀後

半期の基準面が分布する．特に美浜町布
ふ っ と

土以北では，

牧野内（1976）により武豊層（本調査の高位 1 段丘堆

積物及び高位 2 段丘堆積物）が西傾斜する露頭が示さ

れているほか，鈴木ほか（1996，2023）などの活断層

図で段丘面の東傾動と撓曲変位が記されている．この

地区の河和背斜は岡田（1979）の別曽池撓曲と一致する．

本調査では別曽池撓曲やそれに並走する市原撓曲（岡

田，1979），東大高撓曲（岡田，1979）などの西落ちの

短い（長さ 2 km 以下），1 ～ 3 km 程度の間隔で並走す

る撓曲群を，後述する南知多傾動に伴う副次的な断層

として記載する．

　美浜町布土～同町豊丘では，河成高位1段丘堆積物（武

豊層）が背斜西翼で西傾斜する（近藤・木村，1987）ほか，

浦戸層（本調査の河口成高位 3 段丘堆積物）の基底高

度は背斜軸部の西側で数 m 低い（岡田ほか，2000b）．
これらは，堆積物の年代が明らかでないことや，段丘

堆積物基底の初生的形態が明らかでないという問題があ

るものの，第四紀後期の活動を示唆するものであること

から，この区間を推定背斜として地質図上に記載する．

　河和背斜南部（美浜町豊丘以南）には第四紀後半期

における活動を示す証拠はなく，この区間は鮮新世～

第四紀中期の構造として記載する．

　なお，岡田（1979），活断層研究会（1980，1991）は

知多半島南部に初神断層を記載したが，この断層を横

断する第四紀後半期の変位基準面は認められていない

ため，ここでは中新統を変位させる新生代の断層とし

て地質図上に示すにとどめる．

6.4.3.5.1　南知多傾動運動（新称）

　南知多傾動運動は，知多半島南部（平井撓曲以南）

において中位 1a 段丘面が東ないし北東に傾動する運動

である．この傾動運動について，牧野内（1980）は中

位段丘堆積物が小地塊ごとに東傾動していることを示

したほか，鈴木ほか（1996，2023）は段丘面の系統的

な東傾動を記載している．また，小松原（2020a）は海

成中位 1a 段丘面の旧汀線高度から知多半島南部の北東

傾動を示した．小松原（2020a），小松原・本郷（2025）
に示された海成ないし河口成中位 1a 段丘面やその中に

挟在する最終間氷期海成泥層上面の高度から，最終間

氷期以降知多半島の両岸で 10 ～ 20 m，最終間氷期海成

泥層が最も低い地点で出現する衣浦港と知多半島西岸

の間では 30 m 以上の比高を生み出す傾動が生じたと考

えられる．

　この運動の北限は，段丘面の系統的傾動が認められ

る半田市市街地付近に達している可能性が高く，長さ

は約 20 km，幅は伊勢湾断層から衣浦港に至る 10 km 程

度と考えられる（第 13 図）．

　Makinouchi (1979) はこの傾動を伴う撓曲（断層）運

動は，主として武豊層堆積以降に生じた地殻変動（猿

投変動）によるものであり，東海層群堆積以降に行わ

れてきた緩やかな褶曲を主とする地殻変動（知多変動）

とは変動様式のみならず褶曲軸の走向（さらには応力

場）も転換していることを示唆している．さらに，牧

野内（1980）は，高位段丘—中位段丘間の比高と比較し

て中位段丘—低位段丘間の比高が大きいことから，知多

半島の隆起が中位段丘形成以降顕著になった可能性に

言及している．

　海成中位 1a 段丘の旧汀線高度は第 13 図に示すよう

に知多半島西岸の美浜町冨具崎～南知多町師崎付近で

40 m 前後，知多半島南東岸の南知多町片名で 33 m であ

り，この間で 7 m 程度の上下変位が生じている．また，

最終間氷期海成泥層上面は，知多半島西岸の常滑市大

谷～美浜町上野間で 22 ～ 26 m，東岸の衣浦港では -8 
m 前後であり，この間で 30 m 程度の変位を生じている

可能性があるが，この値は古水深補正を行っていない

ため，誤差が含まれている可能性を否定できない．

　なお，東大高撓曲（岡田，1979），市原撓曲（岡田，

1979），別曽池撓曲（岡田，1979）など半田市市街地か

ら美浜町布土に至る知多半島南西部に存在する西落ち

の撓曲については，①個々の撓曲の上下変位量はその

東側における幅 1 ～ 2 km の東傾動と比較して変位量

が同程度ないしそれより小さいこと（たとえば牧野内，

1985 の地質断面），②個々の撓曲は，長さ 1 ～ 2 km 程

度の短く，連続性に乏しい，かつ両端部が東に湾曲す

る平面形状を示していること，から，これらを南知多

傾動に関連する副次的な断層として地質図に表記した．

6.4.3.5.2　武豊断層（鈴木ほか，2023）
　鈴木ほか（2023）は，半田市市街地の位置する段丘（本



小松原 琢・佐藤善輝

－ 44 －

想定地質
A層：沖積層～熱田層相当層
B層：海部層相当層
C層：弥富層～東海層群相当層
D層：東海層群相当層
E層：東海層群～中新統相当層
F層：先新生界基盤岩
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14-1：B－6　名古屋－飛島断面

14-2：愛知県（2001）による反射法地震探査断面

第 14 図　濃尾傾動盆地南端部における北傾斜構造 .　
　　　　   1：ボーリング断面図 B-6 名古屋—飛島断面 .
                   2：愛知県（2001）による反射法地震探査断面 .
         両者は約 3 ～ 4 km の間隔をおいてほぼ平行する．

Fig. 14　  North-ward tilting structure around the south margin of the Nobi tilting basin.
                   14-1：Drilling cross section（B-6 Nagoya-Tobishima section）.
                   14-2：Reflection survey profile（Aichi Prefecture, 2001）.
                   These two cross sections are parallel with three to  four km apart.
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調査の河口成中位 1b 段丘面）から美浜町布土南方の沖

積面までを変位させる撓曲（武豊断層）を記載してい

るが，これは段丘崖と一致し，かつ半田市神田川沿い

の反射法地震探査（愛知県，2004）ではこの断層に相

当する顕著な構造を見出せないことから，本調査では

これを南知多傾動の一部として扱う．

6.4.3.5.3　豊丘断層（鈴木ほか，2023）
　鈴木ほか（2023）は，美浜町豊丘の中位段丘面の西

傾動と豊丘以南の知多半島南部東岸の段丘基部に変位

地形を見出し，豊丘断層を認定している．しかし，こ

の断層は中位1b段丘山側の段丘崖とほぼ一致しており，

地形判読だけで活断層と認定することは難しいと判断

し，本調査の地質図上では記載していない．

6.5　濃尾傾動地塊（松沢・桑原，1964）及び伊勢湾盆地（桑

原，1979）の地質構造

　濃尾傾動地塊は，養老断層から猿投山断層に至る地

域の西傾動に対して名づけたものである．伊勢湾盆地

は，伊勢平野を含む盆状構造の堆積盆地で，濃尾傾動

地塊（傾動盆地）とは名古屋港～桑名市付近に至る相

対的に沈降量が小さい鞍部状の部分を境に分けられる

ものの両者の境は明確ではない．

6.5.1　濃尾傾動地塊

　濃尾傾動地塊は，東縁を猿投—境川断層，西縁を池田

山断層と養老断層に画された，南北約 50 km，東西 30
～ 40 km 程度の，第四紀に西傾動しつつ西部が大きく

沈降してきた盆地である．最終間氷期海成泥層上面の

深度分布（桑原，1985）から，後期更新世以降の沈降

運動の中心は，濃尾平野中西部（岐阜県海津市～養老

町付近）に位置すると考えられている．

　なお，須貝（2001）は，濃尾平野地下の東海層群・

米野層と三河高原の土岐砂礫層及び侵食平坦面を対比

し，それらからなる一連の基準面の西傾斜が急増する，

養老断層の東約 20 km 付近の地点（米野層相当層が深

度 300 ～ 500 m を示す地点）以西で濃尾傾動運動が働

いているとし，それを断層運動が直接影響した範囲と

みなしている．しかし，愛知県（2002）の反射法地震

探査によると濃尾平野全体で東海層群の西傾斜が西に

向かって漸増しており，これを急変させる構造は認め

られないことから，この地塊運動の東端は尾張丘陵に

達しているものとして議論する．

　この盆地の沈降運動は，中部傾動地塊運動よりも遅

れて第四紀に始まった（桑原，1968；古澤，1990）．古

澤（1990）は濃尾傾動運動の開始期を約 1.1 Ma から 0.7 
Ma の間とし，須貝・杉山（1999）は，東海層群上部・

大泉層の堆積初期（約 2 Ma）に始まり，米野層堆積期

（0.9 ～ 1.2 Ma）に本格化し，その後等速的に進行した

としている．また，須貝・杉山（1999）は，この傾動

運動が養老断層の活動に伴う地震性地殻変動の累積と

して説明できるとしている．Niwa et al.（2011a, 2011b）は，

濃尾平野を東西に横断する断面上における多数の浅層

ボーリングコアの珪藻分析や電気伝導度測定により完

新世後期に河道の西移動と海水準上昇が生じた可能性

を示し，これが養老断層の活動と同時に濃尾傾動運動

が生じたことによって広域的に地殻変動・環境変動が

発生したことを示すと解釈した．一方，牧野内（2017）は，

濃尾平野地下における熱田層下部における長島テフラ

の挟在層準や，Am 3 層の厚さが，必ずしも西部ほど急

速に沈降していったことを示していないことから，濃

尾傾動運動が単純累積的に進行したのではなく間欠的

に進行してきた可能性を示している．後期更新世以降

における最大沈降部（海津市羽沢地区）の，GS-NB-2
における最終間氷期海成泥層上面の標高は -172 ｍに位

置する（須貝ほか，1998a）．
　なお，濃尾傾動地塊内には岐阜—一宮線，大藪—津島

線，大垣—今尾線などの伏在断層が想定されていた（活

断層研究会，1991）が，愛知県（2000，2001，2002，
2003a）及び須貝・杉山（1999）の反射法地震探査など

各種地下構造調査によってその存在は否定されている．

6.5.2　伊勢湾盆地（桑原，1979）
　伊勢湾盆地は，伊勢湾と伊勢平野からなり，東縁を

伊勢湾断層系，西縁を桑名断層，四日市断層，及び布

引山地東縁断層帯によって画された，南北約 55 km，東

西約 30 km の構造盆地である．

　マルチチャンネル反射法音波探査により明らかにさ

れた先新第三系基盤岩上面は，伊勢湾中央を東西に横

断する白子—野間断層を境として南北で大きく異なる

（岩淵ほか，2000）．基盤岩上面は，白子—野間断層以北の，

四日市港断層—鈴鹿沖断層と伊勢湾断層北部の間では比

較的平坦で，四日市港断層東側で標高約 -1,700 m と最

も深くなる一方，白子—野間断層以南では全体に起伏に

富み，基盤岩上面の最深部は白子—野間断層に隣接し，

その標高は -1,600 m に位置する（岩淵，2000；岩淵ほか，

2000）．
　伊勢湾盆地と濃尾傾動盆地の境界は，かつては天白

河口断層付近に求められていた（たとえば松沢，1968）
が，現在では天白河口断層は名古屋港を越えて西に達

しているとは考えられないこと（名古屋市断層調査委

員会，1999；本調査の B-6 名古屋—飛島断面）や，伊勢

平野西縁の断層帯（養老—桑名—四日市断層帯）が連続

することが明確になっていること（杉山ほか，1994）
から，両者は沈降運動の時期を異にするものの一連の

盆地と見なされている．愛知県（2001）の南北方向の
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反射法地震探査や本調査の B-6 名古屋—飛島断面は，名

古屋港の北側で堆積物が累積的に北に向かって傾動し

ていることを示している（第 14 図）．B-6 断面の最終間

氷期海成泥層上面の形状から，この傾動は後期更新世

以降も成長していると考えられる．これらから，濃尾

平野と伊勢湾盆地は，名古屋港付近（伊勢湾断層北端部）

から木曽三川河口に至る東西の帯状の隆起部を介して

連続している可能性が指摘できる．

　伊勢湾盆地の中には，伊勢丘陵から東に湾曲してせ

り出す四日市港断層～鈴鹿沖断層と，東西走向の白子—

野間断層，及び伊勢丘陵東縁の千里断層と高茶屋断層

の間の，第四紀後期における断層が不確かな地区東方

に津沖撓曲（岡村ほか，2013; 産業技術総合研究所・東

海大学，2013）が認められている．

6.5.3　濃尾傾動盆地及び伊勢湾盆地の中の地質構造

6.5.3.1　阿
あくらがわ

倉川背斜（吉田，1984）及び四日市港断層（桑

原・松永，1975）
　伊勢湾盆地北部には，桑名断層の南端部に接続して

北北東—南南西に伸びる阿倉川背斜—四日市港断層と，

その南に連続して北東—南西に伸びる鈴鹿沖断層が認め

られる．両者は全体として「逆く」の字形の平面形を

なす．また，その南には伊勢湾をほぼ完全に横断する

東西走向の白子—野間断層が存在する．ここでは一部が

陸域地下まで連続する阿倉川背斜—四日市港断層につい

て記載する．

　阿倉川背斜は，東海層群を変位させる桑名背斜の南

端近くに位置し，これと雁行・交差して，北勢丘陵東

縁から四日市港地下に「く」の字状に湾曲して続く背

斜である．この背斜は，北勢丘陵東縁では，北東—南西

走向で西翼が急傾斜な背斜である（吉田，1984）が，

河口成中位1b段丘（四日市市羽津地区）地下では北北西—

南南東に走向を変えるとともにほぼ両翼対称となり，

桑名断層と交差する沖積平野地下では北西—南東走向の

東翼が急で，東翼に四日市港断層の撓曲帯を伴う非対

称な構造となって，海底の四日市港断層に連続する．

　羽津台地の阿倉川背斜南部の西翼には，かつて垂
たるさか

坂

断層（吉田，1984；鈴木ほか，1996）が想定されてい

たが，垂坂測線において反射法地震探査とボーリング

データ解析を行った結果，背斜西翼は緩やかに西傾斜

していること，高位段丘堆積物と東海層群の間に顕著

な構造差が認められず，この背斜は第四紀後期以降に

活動している可能性が高いこと，が明らかにされた（小

松原ほか，2020）．四日市港の海岸沿いで行われた三重

県（2005）の反射法地震探査では，新第三系基盤岩上

面から第四系まで北東傾斜する構造が確認された．こ

の反射法探査では第四系～東海層群（上部）と推定さ

れる A 層の中では累積的な傾動が認められるが，それ

以下の層準はほぼ平行の構造を示し，垂坂測線と同様

に本構造が新しい地質時代に活動を始めたことが支持

される．

　阿倉川背斜は，羽津地区で中位 1b 段丘面とその下位

の最終間氷期海成泥層を褶曲状に変位させ，沖積平野

地下では桑名断層・四日市港断層とあわせて最終間氷

期海成泥層を東落ち撓曲状に変位させ，同層上面に 63
～ 72 m の東落ち変位を与えている（小松原，2025）．

6.5.3.2　白子—野間断層（桑原ほか，1972）
　白子—野間断層は，伊勢湾中央部を東西に横断する南

落ちの逆断層である．そのほとんどは海底に位置する

が，西端は津市豊津浦地区の海岸平野に達している（三

重県，2005）．海底部分の地質構造については本報告集

の佐藤 (2025) に記載されている．

　西岸（伊勢側）の陸域における三重県（2005）の反

射法地震探査によると，津市豊津浦地区に断層の北 1.5 
km を軸とする背斜があり，その北翼は緩やかながらも

幅広く北に傾動する．また，豊津浦地区の断層は東海

層群に累積的な変位を与え，先新第三系基盤岩上面に

約 500 m の変位を与えている（三重県，2005）が，最

終間氷期海成泥層上面に大きな（比高 5 m 以上の）系

統的変位は認めがたい（B-2 白子—松阪断面：第 15 図）．

しかし，この地区では，東海層群上面と沖積層基底の

起伏が大きく，第四紀後期に白子—野間断層が活動して

いるか否かについては，なお検討が必要である．地質

図では，豊津浦地区の白子—野間断層を鮮新世～第四紀

中期の構造，海底区間を第四紀後半期の構造として表

記した．

6.6　濃尾傾動盆地・伊勢湾盆地と伊勢丘陵の境界部の

地質構造

　濃尾傾動盆地（濃尾平野）及び伊勢湾盆地（伊勢湾

及び伊勢平野）と伊勢丘陵の境界は，養老断層 , 桑名

断層，四日市断層，千里断層，高茶屋断層及び鳥戸断

層という，いずれも東落ちの逆断層が存在している． 
　鳥戸断層を除く断層の西側には東海層群が分布して

おり，これらの断層が活動を始めたのは，東海層群堆

積盆地形成以降のことである．また，これらの断層の

両端部の養老断層と高茶屋断層南部及び鳥戸断層は顕

著な重力急変帯（ブーゲー異常水平微分図参照）と一

致するが，桑名断層から高茶屋断層北部は重力急変帯

と一致しない．

　また，四日市断層と千里断層の間（鈴鹿川右岸）では，

①鈴鹿川右岸（本調査の A-3 断面）において最終間氷

期海成泥層上面の変位量が小さくなっていること，②

鈴鹿台地では中位 1a 及び 1b 段丘面に明瞭な変位が認

められないこと，から数 km にわたって断層が途切れて
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いると考えられ，地震調査研究推進本部地震調査委員

会（2001，2004a）は，このギャップの北側を養老—桑名—

四日市断層帯，南を布引山地東縁断層帯東部と区分し

ている．

　

6.6.1　養老—桑名—四日市断層帯（地震調査研究推進本

部地震調査委員会，2001）
　養老—桑名—四日市断層帯は養老山槐と濃尾傾動盆地

及び伊勢丘陵と伊勢湾盆地の境界をなす，東落ち西傾

斜の逆断層・撓曲であり，北から養老断層，桑名断層

及び四日市断層の 3 つの区間に分けられる．この断層

帯の全長は約 60 km である（地震調査推進本部地震調

査委員会，2001）

6.6.1.1　養老断層（辻村，1932 の養老断層崖，松沢・桑原，

1964 の伊吹・養老断層と同じ）

　養老断層は，濃尾平野の西縁を画し，先新第三系基

盤岩上面の変位量は 2,000 m 以上に達する（松沢・桑原，

1964）大規模な逆断層である．調査地域の北に隣接す

る桑名市多度町から約 25 km 北まで先新第三系基盤岩

と沖積層以下の地層の境界をなし，地表付近では撓曲

となっている（須貝ほか，1999a）．
　養老断層西側・養老山地では標高 780 m まで東海層

群が分布する（森，1974，1975）一方，断層東側の濃

尾平野西部で東海層群基底は標高 -1,500 m 以下に位置

すると考えられる（須貝・杉山，1999）．
　養老山地の隆起過程に関して，吉田（1990）は，①
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15-1：中勢海岸平野の地質断面（B-2　白子‐松阪断面北部）

15-2：中勢海岸平野の反射法地震探査断面（三重県，2005）
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第 15 図　中勢地域の海岸平野の地下構造 .　
                  15-1：B-2 白子—松阪断面北部 .
                  15-2：三重県（2005）の反射法地震探査断面 .
        � �三重県（2005）の反射法探査測線は堀切川以北に達しているが，地質断面と斜交するためこの区間の探査断面は

表示していない．

Fig. 15　 Underground structures in the Chusei (Mid-Ise plain) district.
                 15-1: Drilling cross section of northern part of the B-2 (Shiroko- Matsusaka section).
                 15-2: Reflection profile (depth section: Mie Prefecture, 2005). 
                � �Although the seismic survey line of Mie Prefecture (2005) reaches north of the Horikiri River, it is not shown in this figure 

because it is oblique to the geologic section. 
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東海層群の市之原層堆積期（ピアセンジアン期後期以

降の南谷 Ⅰ テフラ降下期～カラブリアン期初頭の嘉例

川テフラ降下期）にはこの山地を越えて北方の奥美濃

酸性岩類の礫が養老山地南麓に供給されていたものの，

②大泉層堆積期（早くとも鈴峰テフラ降下後のジェラ

シアン期初期以降～カラブリアン期末の養老テフラ降

下期）以降は東海層群の堆積域が養老山地と鈴鹿山脈

の間に限定されるようになっていったことを明らかに

している．このことから，養老断層の活動（養老地塊

の隆起）は，最も早く見積もった場合でも南谷 Ⅰ テフ

ラ（約 2.9 Ma）以前に遡ることはなく，養老テフラ降

下期（約 1.0 Ma）ごろから激化した可能性が高い．

　養老断層の地下構造は，戸田ほか（1997），須貝・杉

山（1999），愛知県（2002）などによって調べられ，い
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16-1：鈴鹿台地北端部（A-3　鈴鹿-常滑断面）の地質断面

16-2：鈴鹿川沿いの反射法地震探査断面（Sato et al., 2009）
第 16 図　鈴鹿川右岸におけるボーリング断面と反射法地震探査断面 .
                  16-1：鈴鹿台地北端部（A-3 鈴鹿—常滑断面の伊勢側陸域）のボーリング断面 .
                  16-2：鈴鹿川右岸近傍の Sato et al. (2009) の反射法地震探査断面 .

         両者は約 1 km の間隔で平行する．

Fig. 16      Drilling cross section and reflection profile along the right bank of the Suzuka River.
                 16-1: Drilling cross section of the northern margin of the Suzuka plateau (A-3 Suzuka-Tokoname section).
                 16-2: Reflection profile near the right bank of the Suzuka River (Sato et al., 2009).
                 These lines are parallel with about one km apart.
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ずれの研究でも木曽川河口背斜を除き 1 条の断層を境

として西側が東傾動，東側が累積的に西傾動する構造

が明らかになっている．須貝・杉山 (1999) の探査から，

この断層が低角逆断層であること，養老山地の標高 780 
m に基盤岩と東海層群の境界が認められていること

（森，1974，1975）と併せて東海層群の上下変位量が 3,000 
m 程度であることが読みとられる．

　養老断層の平均変位速度について，須貝・杉山（1998），
須貝ほか（1998a），須貝・杉山（1998）は以下のよう

に試算している．すなわち，①岐阜県海津市南濃町駒

野において養老断層を貫くコア（GS-NS-2 コア＝南濃

コア）において，断層隆起側（深度 40 m 以浅：堆積物

の年代は約 30,000 年前以降）における最終氷期前半の

年代を示す地層の標高と，汎世界的海水準変動曲線に

示された同年代の海水準の間の比高をもとに隆起速度

を 0.5 m / 1,000 年と推定（須貝ほか，1998a），②同コア

の断層下盤側（深度 90 m 以深）における最終間氷期海

成泥層の伏在深度（深度 130 ～ 190 m）から同地点の

沈降速度を 1.25 m / 1,000 年と推定（須貝ほか，1998a），
③両者の合算から更新世以降の平均変位速度を 1.75 m 
/ 1,000 年と推定し，④同時に行った反射法地震探査に

より最大沈降部（海津市高須地区）における MIS 21 以

降の間氷期堆積物の深度・年代から沈降速度を 1.3 m / 
1,000 年と見積もり（須貝・杉山，1998），圧密を考慮

した補正値として 1.1 m / 1,000 年（須貝・杉山，1999）
という沈降速度値を示している．  
　また，須貝ほか（1999b）は，岐阜県海津市南濃町羽

沢地区における沖積層を対象とするボーリングにより，

南陽層下部泥層（MM：沖積層中部泥層）頂面（約 4,000
年前）が約 15 m，南陽層上部砂層中の基準面（TS：沖

積層上部泥層の頂面）（約 1,700 年前）が約 10 m 変位し，

両基準面形成後の平均変位速度としてそれぞれ約 4 m / 
1,000 年，約 5 m / 1,000 年という値を得ている．

　さらに石村（2013）は，GS-NS-2 コアにおける第一

礫層—第二礫層の比高（約 160 m）と，養老山地西麓に

おける河成中位 1a 段丘面（Md1 面）と現河床の比高を

もとに，養老断層の第四紀後期の約 10 万年間における

上下変位速度を 1.7 m / 1,000 年以上と推定した．

　ブーゲー異常水平微分図に示されるように，養老断

層の西には顕著な重力急変帯が並走する．

6.6.1.2　木曽川河口背斜（松沢・桑原，1964）
　木曽川河口背斜は，桑名断層の 5 km 程度東方の木曽

川河道付近（濃尾平野地下）を北北西—南南東に伸びる

伏在背斜である．この背斜では海部層から濃尾層に至

る地層が開いた背斜状に変形している（桑原，1985）．
この背斜による最終間氷期海成泥層上面の変位量は，

B-4 四日市—熱田断面で約 20 m，B-5 朝日—東海断面で約

5 m である．愛知県（2002）の反射法地震探査によると，

調査地域の北に隣接する愛西市立田町にはこの背斜は

認められないことから，長さ 10 km 以下の構造と考え

られる．

　なお，この背斜を横断する反射法地震探査などの詳

細構造調査は行われていないため，深部構造について

は不明であるが，位置から考えて伊勢湾断層系北端部

に連続する可能性を否定できない．

6.6.1.3　桑名断層（嘉藤，1957）と桑名背斜（嘉藤，

1957）
　桑名断層は，養老断層の南に連続して，湾曲しつつ

南北に伸びる逆断層であり，断層の 1 ～ 2 km 西には東

海層群を変位させる桑名背斜が並走する．桑名市街で

は中位 1a 及び 1b 段丘面を変位させる多数の逆向き断

層を伴う幅約 1.5 km の撓曲をなす（貝塚，1950；太田・

寒川，1984）ほか，断層沿い全域で完新世段丘面を変

位させる変位地形が連続的に発達する（粟田・吉田，

1991；森ほか，1996；石山ほか，2018；石山，2019 など）．

桑名断層の長さは，約 15 km である（石山，2019 など）．

　この断層の近傍では，力尾層が下位層を傾斜不整合

に覆うことから，力尾層の堆積（約 1 Ma）に先立って

桑名断層は活動を始めたと考えられる．

　この断層の構造形態については，京都大学理学部ほ

か（1996），粟田（1997），Ishiyama et al.（2004）によっ

て反射法地震探査が行われている．このうち，員弁川

沿いの測線で探査を行った Ishiyama et al.（2004）は，

桑名断層は，堆積層（中新統～東海層群）中の西側

の地層が東側の地層中に楔状に入り込む中角の wedge 
thrust であること，その上面で分岐した断層によって桑

名市街の逆向き断層などが副次的に変位していること，

及び桑名断層は上部地殻（深度 8 ～ 10 km）で鈴鹿山地

東縁断層帯から派生した衝上断層と位置付けられるこ

と，を示した．

　桑名断層の変位量・変位速度については，以下の値

が得られている．断層中央部の桑名市汰
ゆりあげ

上地区におけ

る完新統を対象とする群列ボーリングより，南陽層上

部砂層中のマガキ礁（US2 基底：約 2,000 年前）の変位

量は 7 m かつ平均変位速度は 3.5 m / 1,000 年（須貝ほ

か，1998b），南陽層下部泥層中の MM 2 基底層準（約

7,000 年前）の変位量は約 11 m 以上かつ平均変位速度

は 1.2 m / 1,000 年以上（鳴橋ほか，2004；Naruhashi et 
al., 2008）， 濃尾層上面のユニット E 上面（約 8,200 年前）

の変位量は 19.5 m 以上かつ平均変位速度は 2.4 m / 1,000
年以上（中西ほか，2006），などの値が得られている．

石村（2013）は，平野地下の南陽層（上部粘土層）基

底と熱田層下部（下部粘土層）の基底の比高と，員弁

川などの河成中位 1a 段丘面の縦断形から，第四紀後期
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の約 10 万年間における桑名断層の変位速度を 1.0 ～ 1.2 
m / 1,000 年と見積もった．一方，河口成中位 1a 段丘面

の高度と最終間氷期海成泥層上面の比高から堆積水深

補正及び地形補正後の変位量を試算した小松原（2025）
は，最終間氷期前期以降の 10 ～ 12.5 万年間における変

位量が 104 ～ 128 m，平均変位速度は 0.8 ～ 1.3 m / 1,000
年という値を得ている．完新世における変位速度と最

終間氷期前期以降における変位速度は誤差範囲を超え

て有意な違いがある（小松原，2025）．
　本調査のブーゲー異常水平微分図に示されるように，

桑名背斜と重力急変帯がほぼ一致するが，背斜南部で

は本断層沿いに顕著な重力急変帯は認めがたい．

　なお，桑名断層に並走する桑名背斜は，東海層群の

背斜軸と段丘面の背斜軸で位置が異なる（吉田ほか，

1991）．しかし，本調査では両者は一体の構造をなすも

のとして，桑名背斜も桑名断層とともに活構造として

記載した．また桑名市街と朝明川～海蔵川間の北勢丘

陵東縁に発達する短い断層群は副断層として記載した．

6.6.1.4　四日市断層（門村，1961 の四日市背斜を太田・

寒川，1984 改称）と四日市ドーム状構造（吉田，1982）
　四日市断層は，桑名断層と右ステップ状に約 2.5 km
雁行して南北に直線状に伸びる断層である（太田・寒川，

1984；粟田・吉田，1991）．この断層西方の丘陵縁では

東海層群と段丘面が西傾動する．また，断層の西側に

は四日市ドーム状構造と呼ばれる東海層群の隆起帯が

発達する．

　三重県（2004a）は海蔵川沿いの反射法地震探査でこ

の断層の明瞭な変位を確認している．その変位量は東

海層群上部相当層と推定される A 層基底で 200 m，基

盤上面で 300 m 程度であり，基盤上面の変位量と A 層

基底の変位量の差が小さい．また，Sato et al. (2009) は
鈴鹿川右岸の反射法地震探査で，この断層により東海

層群が東落ちに撓曲変形していることを確認した（第

16 図）．Sato et al.（2009）の探査結果からは，基盤岩上

面の変位量は 300 m 程度で，東海層群上部堆積以降に

四日市断層が累積的に活動していることを読み取るこ

とができる．

　四日市断層の変位量と平均変位速度について，須貝

ほか（1998b）は，四日市市大井手地区において断層西（隆

起）側の約 2,000 年前に離水したと考えられる完新世段

丘面と，東（沈降）側の沖積層中で同年代を示す腐植

質シルト層の比高（6 m）を断層変位量とみなし，平均

変位速度を約 3 m / 1,000 年と求めた．大上・須貝（2006）
は，同市松本地区周辺における沖積層を対象とする群

列ボーリングにより，第一礫層 - 濃尾層境界に対比さ

れる沖積基底礫層上面（BG Top：約 1 万年前），南陽層

下部泥層 - 上部砂層境界に対比される沖積層中部泥層

の上面（MM Top：約 6,000 年前），南陽層上部砂層に対

比される沖積層上部中の腐植質シルト層（P1：約 5,800
年前及び P2：約 2,200 年前）の変位量はそれぞれ約 15 
m，約 13 m，約 11 m，約 7 m であり，約 2,000 年前以

降の平均変位速度は 3.0 ～ 3.5 m / 1,000 年，完新世にお

ける平均変位速度は 1.2 ～ 1.8 m/1,000 年であることを

明らかにした．同時に大上・須貝（2006）は，M2 面構

成層（本稿では最終間氷期海成泥層＝中位 1a 段丘堆積

物中の海成泥層とみなす）の変位量を 50～ 60 mと求め，

その年代を 8 ～ 10 万年前とみなして後期更新世以降に

おける平均変位速度を 0.3～ 0.7 m / 1,000年と算定した．

石村（2013）は平野地下の南陽層（上部粘土層）基底

と熱田層下部（下部粘土層）の基底の比高と，三滝川

などの河成中位 1a 段丘面の縦断形から，第四紀後期の

約 10万年間における桑名断層の変位速度を 0.5 m / 1,000
年と算出した．小松原（2025）も，変位基準の捉え方

は違うものの，河口成中位 1a 段丘面の高度と最終間氷

期海成泥層上面の比高から最終間氷期前期以降におけ

る変位量が 34 ～ 53 m 程度，その間の平均変位速度が 0.3
～ 0.5 m / 1,000 年という，大上・須貝（2006），石村（2013）
が得た後期更新世以降の変位速度に近い速度を得てい

る．一方，Sato et al. (2009) の反射法地震探査測線の約

1 km 南の鈴鹿川右岸のボーリング断面（A-3 断面）で

は，中位 1b 段丘面の下に伏在する最終間氷期泥層上面

と考えられる粘性土層が約 5 m 変位している（第 16 図）

が，この変位量は同じ基準面の他地区における変位量

の 2 割以下と小さい．また，鈴鹿川右岸・鈴鹿台地で

は中位 1a 及び 1b 段丘面に顕著な変形が認められない．

このことは，四日市断層の南端が鈴鹿川右岸付近に位

置することを示唆する．

　東海層群の四日市ドーム状構造が，第四紀後期に同

じ形態で変形を継続しているか否かはこの構造を覆う

段丘面の分布が限られているため明らかではない．特

に内部川左岸の北勢丘陵縁では，東海層群が東傾斜す

る一方で，河成中位 1a 段丘面が西傾斜していることか

ら，第四紀後期の変動は，四日市ドーム状構造と同一

の様式で進んでいない可能性が示唆される．しかし，

本調査では四日市断層と四日市ドーム状構造が一体の

構造をなすものとして，このドーム状構造も第四紀後

期に活動した構造として記載した．

　本調査のブーゲー異常水平微分図に示されるように，

この構造に対応する重力急変帯は認められない．この

ことは四日市断層による基盤岩の変位量が小さいこと

とともに，この断層の深部構造を推定する上で必要な

資料であろう．
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断層変位地形

変位地形の疑いのあるもの

傾動地形（疑わしいものを含む）

17 図　鳥戸断層・山口断層周辺の段彩図と活断層地形判読結果 .  
　　　 段彩図の縞模様は，１波長で 2.5 ｍの比高を表す．国土地理院ホームページの標高段彩図に加筆して作成．

Fig. 17  Contour colored map and active fault geomorphological interpretation around the Torito and Yamaguchi faults. 
           �  �The contour colored map was made using the GSI maps by the Geospatial Information Authority of Japan. One wave-length 

interval of the countour colored map is 2.5m relative height.  
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6.6.2　布引山地東縁断層帯東部（地震調査研究推進本

部地震調査委員会，2004a）
　布引山地東縁断層帯東部は，東海層群が分布する丘

陵と伊勢平野の境界をなす千里断層，高茶屋断層，一

志丘陵と南勢平野の境界をなす鳥戸断層，山口断層，

先新第三系基盤岩が露出する一志山地内に位置する六

呂木断層，片野断層からなる．

6.6.2.1　千里断層（Kimura, 1972 の Chisato monoclinal 
flexureを吉田，1983 改称）

　千里断層は，中勢丘陵の東縁付近を南北に伸びる，

東海層群から中位段丘面に至る層準の変位が確認され

ている撓曲（森，1970b）である．この撓曲沿いの幅数

100 m ～ 1 km 程度の区間ではこれらの地層が累積的に

東傾動する（吉田，1984，1987）．千里断層は，当初記

載された段階（森，1970b；活断層研究会，1980）では，

志登茂川左岸から中ノ川に至る区間では中勢丘陵東縁

を経て，中ノ川から鈴鹿台地に至る区間では中勢丘陵

東部を通る構造として記載されたが，池田ほか (2002) 
や鈴木ほか（2010）などの活断層図では，中ノ川以北

の中勢丘陵東縁のほか，鈴鹿台地東縁や鈴鹿川右岸の

海岸低地に複数の活断層が存在することが指摘された

（たとえば池田ほか，2002；今泉ほか，2018）．しかし，

この地域は，沖積面と段丘面が交差していること，及

び戦後の空中写真撮影段階で既に大規模な人工地形改

変が行われていたことにより，地形判読だけで活断層

の存否を確かめることは難しい．

　このため本調査では鈴鹿市の金
かなさい

沢川沿い (GS-
Kanasai：木下ほか，2018) と中ノ川左岸の低地（堀切川

沿い：GS-HRKR：伊藤ほか，2025）で反射法地震探査

を行った．その結果，少なくとも中ノ川左岸においては，

鈴鹿台地の東縁から海岸低地に至る区間に大きな上下

変位をもつ構造は存在しない可能性が高いことが明ら

かになった（伊藤ほか，2025）．佐藤・水野（2018）及

び佐藤・中島（2025）のボーリングデータの再解析によっ

ても，千里断層北部の鈴鹿台地と海岸低地の境界部に

第四系を大きく変位させる構造は確認できなかった．

　しかし，その北方の鈴鹿市岸岡町付近の孤立丘では

高位段丘面の西傾斜が認められることから，今の段階

でこの地域に第四紀後半期に活動した構造（伏在断層）

が存在する可能性まで否定することはできない．

　一方，活断層研究会（1980）や吉田（1984）で図示

された千里断層北端については，鈴鹿台地の中位 1a 段

丘面に変形が認めがたいことから，後期更新世以降に

おいてこの断層は中勢丘陵北端（鈴鹿市浄土池付近）

以北で活動していないと考えられる．この断層の南端

は，従来 , 志登茂川左岸付近にあり，長さは 11 km 程

度と考えられてきたが，後述するように志登茂川や安

濃川の沖積平野地下を経て高茶屋断層に連続する可能

性が高い．

　千里断層の最終間氷期以降における変位量は，中ノ

川付近（鈴鹿市越
お う ち

知地区）の中位 1a 段丘面の高度と最

終間氷期海成泥層上面の比高に基づいて段丘面の高度

を現河床勾配から，海成泥層上限深度を現世デルタ前

縁の水深から補正して 26 ～ 31 m，平均変位速度は 0.2
～ 0.3 m / 1,000 年と推定される（小松原，2025），この

値は，四日市断層の平均変位速度より小さい（吉田，

1987）．
　ブーゲー異常水平微分図に示されるように千里断層

に沿って重力急変帯は認められない．

6.6.2.2　千里断層と高茶屋断層の境界部

　千里断層と高茶屋断層の間（志登茂川—岩田川間）に

ついては三重県（2004b）や今泉ほか（2018）で津市街

地南部・岩田川右岸の沖積平野下に短い伏在断層が示

されていることを除いて活断層は図示されていなかっ

た．

　しかし，①三重県（2005）の反射法地震探査では，

志登茂川左岸の沖積平野地下で第四系以下先新生界基

盤岩上面まで東傾斜する構造が確認されていること，

②津市街地西方の丘陵東端部で見当山層基底高度が南

東に向かって少なくとも 20 m 低下すること（Kimura, 
1971；荒木・北村，1971）から，この間にも第四紀後

期に活動した撓曲が存在する可能性は否定できない．

ただし，①見当山層の年代が明らかになっていないこ

と，②沖積平野地下の最終間氷期海成泥層上面の勾配

は千里断層・高茶屋断層近傍と比較して緩いこと，から，

第四紀後期にこの構造が活動したか否かは明確でない．

このため地質図では，両断層間を伏在推定断層として

記した．この推定断層を含めた場合，千里断層と高茶

屋断層の総延長は約 30 km，千里断層から片野断層に至

る布引山地東縁断層全体の総延長は約 48 km（地震調査

研究推進本部新調査委員会，2004a）となる．

6.6.2.3　津沖撓曲とその南延長

　海上保安庁水路部（1995），岩淵ほか（2000）は，こ

の区間にあたる中勢丘陵東縁の，4 ～ 5 km 東の伊勢

湾底に長さ約 7 km で東落ちの津沖撓曲（岡村ほか，

2013）が存在することを示し，岡村ほか（2013），産業

技術総合研究所・東海大学（2013）は，この構造が完

新世に複数回活動したことを示している．この構造が

千里断層などとともに布引山地東縁断層帯東部の構造

と一体の起震断層として活動するか否かについて，岡

村ほか（2013）は，津沖撓曲の 1 回あたりの変位量が 1 
m 以下と小さいことから，これが布引山地東縁断層帯

とは別の起震断層であるという考えを示し，産業技術
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総合研究所・東海大学（2013）は布引山地東縁断層帯

の一部とである可能性と，別の起震断層である可能性

の両論を併記した評価を行っている．

　津沖撓曲の南延長にあたる津松阪港周辺において最

終間氷期海成泥層上面に 5 ～ 10 m 程度東側が低い高度

差があることから，この撓曲が津松阪港近傍まで延長

される可能性を指摘できる．地質図では，この区間を

伏在推定断層として表記した．この区間をあわせると

津沖撓曲の延長は約 14 km となり，その南部区間は高

茶屋断層と近接並走する．

6.6.2.4　高茶屋断層（荒木，1980 の高茶屋推定断層を

吉田，1987 改称）

　高茶屋断層は，久居台地の東縁から一志丘陵の東縁

に至る南北～北北東—南南西走向で東落ちの逆断層であ

り，南端は鳥戸断層に連続する．この断層による岩田

川左岸東海層群の急傾斜が認められる．岩田川右岸か

ら断層の走向が変わる松阪市小野に至る区間における

断層長は，約 12 km である．

　この断層を境として，最終間氷期海成泥層上面（本

調査）や見当山層基底（荒木，1980）の標高が食い違い，

副断層である青谷断層（吉田，1987）とともに見当山

層以上の地層を変位させる（吉田，1987）．また，ボー

リング資料によると断層西（隆起）側にあたる東縁部（津

市久居町高茶屋地区）と沈降側の沖積平野に位置する

雲出本郷町地区の間における最終間氷期海成泥層上面

高度の比高は 20 ～ 30 m である．雲出川の沖積平野以

南では，この断層の西側で中位～低位の段丘面が系統

的に西傾動する．

　ブーゲー異常水平微分図に示されるように高茶屋断

層南部の西には重力急変帯が並走する．

6.6.2.5　鳥戸断層（恒石，1970）
　鳥戸断層は，北側の高茶屋断層，南側の山口断層と

連続する，長さ約 9 km の南北走向で東落ちの逆断層で

ある．この断層は，2 ～ 3 条の平行する断層群からなり，

それぞれが高位～低位の段丘面を変位させている．恒

石（1970）は中新統（松尾層）がこの断層によって 30 
m 以上 150 m 未満，おそらく 100 m 程度変位している

と推定した．

　三重県（2000）によると，この断層は，松阪市岩
よ う ち

内

地区で H2 面（三重県，2000 では約 12 万年前と編年し

ているが，本報告では河成高位 2 段丘面と対比した）

を 8.9 m，小阿坂地区から笹川地区で M 面，Mf 面（三

重県，2000 では 5 ～ 8 万年前と編年しているが，本報

告では河成中位 1a 段丘面と対比した）を 2 ～ 3.8 m，

鳥戸地区で河成低位 1 段丘面（L 面：2 ～ 3 万年前）を 2.8 
m，それぞれ変位させており，平均変位速度は三重県

（2000）によると 0.03 ～ 0.07 m / 1,000 年，本報告では 0.02
～ 0.04 m /1,000 年と算定される．なお，本報告では木

村（1968），Kimura (1971, 1972, 1973) などの既往研究

を参考として独自調査結果を基に段丘編年を再検討し，

三重県（2000）より段丘面は古い年代に（したがって

平均変位速度は小さく）変更した値も併記した．

　このほか荒木（1960），恒石（1970），三重県（2000）
は段丘堆積物を切る逆断層露頭を記載し，三重県（2001）
は後期更新世以降に断層活動が行われたことを明らか

にしている．

　また本調査では，断層南部の東側・松阪市八
や え だ

重田町

付近の扇状地成低位 1 段丘面が歪んだ楕円形状の等高

線をなすことから，この面が傾動している可能性があ

ると判断し，これを推定断層として記載した（第 17 図）．

鳥戸断層は不明瞭な重力急変帯と対応する．

6.6.2.6　山口断層（恒石，1970）
　山口断層は，鳥戸断層に連続する，2 ～ 4 条の北北西—

南南東走向で東落ちの，長さ 1.5 km の断層群である．

この断層は松阪市山口地区で M 面（三重県，2000 で

は 5 ～ 8 万年前と編年しているが，本報告では河成中

位 1a 段丘面に対比）に 2.3 m，L 面（三重県，2000 は

2 ～ 3 万年前と編年；本報告では河成低位 1 段丘面に対

比）に 2.1 m の変位を与えており，平均変位速度は三重

県（2000）の段丘編年で 0.04 ～ 0.1 m / 1,000 年，本報

告の編年で 0.02 ～ 0.1 m /1,000 年と考えられる．

　松阪市笹川地区における三重県（2001）のごく浅層

反射法地震探査では明確な構造は検出されていないが，

この断層沿いで段丘堆積物を切る逆断層の露頭（荒木，

1960；三重県，2000）が認められることから，逆断層

と判断できる．

　恒石（1970）はこの断層による中新統（大河内層）

の変位量を 100 m と推定している．

　この断層と重力異常の間に明瞭な関係は認められな

い．

6.6.2.7　六呂木断層（活断層研究会，1991）
　本調査では，今泉ほか（2018）や鈴木ほか（2010）
に指摘されているように櫛田川右岸の段丘まで変位さ

せる，右横ずれを伴う北東—南西走向の断層を六呂木断

層として記載する．この断層の長さは約 7 km である．

　本断層の北端は山口断層に連続するが，山口断層以

北の布引山地東縁断層帯の活断層は上下変位を主とす

る一方で，六呂木断層は右横ずれ変位を主とし（たと

えば活断層研究会，1991），変位センスは異なっている．

　三重県（2000）は，この断層中央部の松阪市六呂木

地区で，河成低位 1 段丘面（L 面）が 1.4 m 上下変位し

ていることを示しているが，横ずれ変位速度は明らか
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になっていない．

　六呂木断層と重力異常の間に明瞭な関係は認められ

ない．

6.6.2.8　片野断層（活断層研究会，1991）
　片野断層は，六呂木断層から南に派生する南北走向

東落ちの断層である．三重県（2000）はこの断層沿い

で先新第三系基盤岩に逆断層を認め，三重県（2001）
はトレンチ調査によって完新統が逆断層に関連すると

考えられる西落ちの引きずり構造を示すことを記載し

ていることから，本断層は逆断層と考えられる．断層

長は約 2 km である．この断層は，松阪市片野地区で櫛

田川の河成中位 1a 段丘面（H2 面）， 河成低位 1 段丘面

（L1 面），河成低位 2 段丘面（L3 面）に，それぞれ 5.1
～ 8.4 m，2.0 ～ 3.6 m，0.7 m 変位させており，平均変

位速度は 0.04 ～ 0.14 m / 1,000 年と考えられている（三

重県，2000）．
　この断層と重力異常の間に明瞭な関係は認められな

い．

6.7　伊勢丘陵内部の構造

　伊勢丘陵には，東西性と南北性の活構造が存在する

（たとえば吉田，1984）．これら伊勢丘陵内部の構造の

大部分は，丘陵の東縁を画する養老—桑名—四日市断層

帯，布引山地東縁断層帯東部，西縁を画する鈴鹿東縁

断層帯及び布引山地東縁断層帯西部を越えて東西に連

続しない．

　ここでは北から順に記載する．

6.7.1　市
いちのはら

之原撓曲（竹村，1984）
　竹村 (1984) の市之原撓曲は，市之原断層 (吉田ほか，

1991) にあたり，活断層研究会 (1991) をはじめ多くの

活断層調査では北勢—多度撓曲と記載している．本報告

では市之原撓曲として記載する．

　市之原撓曲は，養老山地南麓から北勢丘陵を西北西—

東南東に伸びる長さ約 8 km の南落ちの構造である．吉

田ほか（1991）は，この構造が右横ずれ成分を持つ可

能性を指摘しているが，鈴木（1983）や岡田・東郷（2000），
今泉ほか（2018）など変動地形研究ではこの断層につ

いて横ずれ変位を指摘していない．

　この撓曲は東海層群を 90 m 変位させる（吉田ほか，

1991）ほか，桑名市前山地区で河成高位 3 段丘面を約

18 m，いなべ市上麻田地区で河成中位 1a 段丘面を約 15 
m 変位させる．

　なお，吉田（1984），吉田ほか（1991）は，北勢丘陵

の東海層群を変位させる短い東西性の断層（山之一色

断層，内山断層，矢合川断層など）を記載しているが，

本調査では第四紀後期の基準面の変形を確認すること

ができなかったため，地質図中にはこれらを鮮新世～

第四紀中期の構造として記載した．

6.7.2　嘉
か れ

例川
がわ

撓曲（活断層研究会，1991）
　活断層研究会（1991）は桑名市西方の丘陵に南北走

向で中位段丘面を東落ちに変位させる撓曲（嘉例川撓

曲）が存在することを明らかにし，吉田ほか（1991）は，

ほぼ同じ場所に東海層群や力尾層を変位させる，逆断

層を伴う褶曲帯 ( 多度—嘉例川褶曲帯 ) を記載した．そ

の後，岡田・東郷 (2000)，今泉ほか (2018)，石山 (2019）
などは，この断層について詳しく記載している．この

断層褶曲帯では，カラブリアン期初頭の嘉例川テフラ

を含む東海層群が一部で直立するほか，それを傾斜不

整合に覆う力尾層も急傾斜する．また，この撓曲の南

延長では高位～中位段丘面が系統的に西傾斜する（た

とえば岡田・東郷，2000）．しかし，愛知県（2003a）
の反射法地震探査測線（西端部）では，この撓曲近傍

に顕著な構造を認めがたい．このため，本調査の地質

図ではこれを副次的な断層として記載した．

6.7.3　北勢盆状構造（吉田，1990）
　北勢丘陵の東海層群は，大局的に見ると四日市市小

牧地区（新四日市ジャンクション西付近）を中心とす

る円形の向斜盆状の構造をなす（吉田，1990）．一方，

北勢丘陵の背面に広く発達する高位段丘面（高位 2 段

丘・高位 3 段丘）や中位段丘面は，小牧地区以西を含

めて北勢丘陵の大部分の地域で西傾動し（太田・寒川，

1984；石村，2013），中位段丘面と沖積面の比高や沖

積平野の広がりから考えて小牧地区の 5 ～ 6 km 西方・

石
いしぐれ

榑東地区から菰
こ も の

野町菰野地区付近を向斜軸とする，

著しく軸が西に偏った向斜変形を示す．この傾動・向

斜変形は，少なくとも員弁川から三滝川の間の南北 10 
km の区間で生じている．また，上記の向斜軸（沈降部）

の西移動は，伊勢丘陵を横断する三重県（2004a）と

Sato et al. (2009) の反射法地震探査結果にも示されてい

る．

6.7.4　中勢丘陵の褶曲群

　鈴鹿川～安濃川間（中勢丘陵）では，東海層群中に

東西～北西—南東走向の開いた褶曲（高野尾背斜，志登

茂向斜，豊野向斜，一身田背斜）が発達する（吉田，

1987；吉田ほか，1995）．しかし，これらを横断する第

四紀後期の変位基準は乏しく，第四紀後期の活動は明

らかでない．このため，本調査の地質図では，これら

を鮮新世～第四紀中期の構造として記載する．

6.7.5　安
あ の う

濃撓曲（活断層研究会，1991）
　安濃撓曲は，上記の豊野向斜北翼に位置し，これと
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低角で斜交する東北東—西南西走向で南落ちの撓曲であ

る．

　安濃撓曲は河成高位 3 段丘面を約 15 m，河成中位 1a
面を約 12 m 南落ちに撓曲変位させている．

　この撓曲について，鈴木ほか （2010）は西方の一志断

層（布引山地東縁断層帯西部）に，今泉ほか（2018）は，

東方の白子—野間断層に連続する可能性を示した．しか

し，阿漕テフラの分布から，少なくとも東海層群を変

位させる一志断層と安濃撓曲が連続するとは考えにく

い．また，中勢丘陵東側の海岸低地（本調査の B-2 松阪—

津断面）では，白子—野間断層は最終間氷期海成泥層に

少なくとも 5 m 以上の明確な変位は認めがたいことか

ら，最終間氷期以降に白子—野間断層と一連の構造とし

て安濃撓曲が活動したことを積極的に示す証拠は得難

い．このため地質図上には，変位地形が認められる約 3 
km 区間のみを活構造として記載した．

6.7.6　久居断層（新称）

　久居断層は，次に述べる風早池断層，小山断層とと

もに，南勢丘陵を南北に縦断する東落ちの断層である．

この構造は，岡田・東郷（2000）の井戸山町付近の構

造と天
て ん げ じ

花寺付近の構造を一括したものである．このう

ち北部の井戸山町付近の構造は，久居台地の中位 1a 面

と中位 1b 面を境する段丘崖と一致しており，従来の研

究（たとえば鈴木ほか，2010）では推定断層として記

載されてきたが，①久居台地の中位 1a 面に背斜状ない

し逆（西）傾斜の変位地形が連続して認められること，

②久居台地地下の最終間氷期海成泥層上面に 5 ～ 10 m
の高度差が認められること，③久居台地の南方 , 中村

川の低位 1 段丘面及び中位 1 段丘面に西傾動及び向斜

変形が認められること，④三重県（2001）による反射

法地震探査（松阪市井之内—堀之内測線）の東端部で中

新統が東傾斜すること，からこれを活断層として認定

した．断層の長さは約 7 km である．

6.7.7　風早池断層（八木・寒川，1980）
　風早池断層は，久居断層の 1 ～ 3 km 西を北東—南西

に伸びる長さ約 1.5 km の逆断層である．次の小山断層

とは雲出川低地を隔て，走向が異なるものの，連続す

る構造と考えられている（池田ほか，2002）．両者を合

わせた全長は，約 7 km である．

　八木・寒川（1980）は，この断層により津市風早池

北部周辺に分布する河成高位 3 段丘面（諸
もろとやま

戸山面）に

11 m の変位が生じていることを示し，さらに三重県

（1999）は，段丘面（H2 面）の構成層をボーリングによっ

て確認した上で，この面に 9.8 ～ 10.2 m の変位が生じ

ていることを示し，さらに H2 面を 12 万年前の基準面

として，平均変位速度を 0.08 ～ 0.09 m / 1,000 年と算定

した．しかし，三重県（1999）のボーリングデータでは，

段丘堆積物中の礫の大半がクサリ礫であるとする記述

があることから，三重県（1999）の H2 面（諸戸山面）は，

最終間氷期ではなく中期更新世の段丘であり，上記の

変位速度は過大な値と考えられる．

6.7.8　小
お や ま

山断層（山田，1953）
　小山断層は，南勢丘陵を南北に伸びる長さ 3 km の，

西側低下の逆断層である．

　三重県（2001）はこの断層南端部にあたる中村川沿

いで反射法地震探査を行い，中新統（一志層群）の撓

曲変形を確認している．反射法探査測線の範囲だけで

一志層群は約 400 m 上下変位している．

　三重県 (2000) は，津市小山地区において河成高位 3
段丘面（H1 面）に 5 ～ 6.8 m の変位が生じていること

を示し，この段丘の形成年代を 15 万年前として平均変

位速度を 0.03 ～ 0.05 m / 1,000 年と算定した．

　この断層の南部は，顕著な重力急変帯とほぼ一致す

る．

7.　地質断面図解説（海陸地質断面図・陸域地質断    

面図）

　10 万分の１地質断面図は，海域の音波探査データ

（佐藤 ,2025），各種ボーリングデータ（佐藤・中島，

2025；阿部・中島，2025；阿部ほか，2025；小松原，

2025），地表の露頭データ（小松原・本郷，2025；小松原，

2025 及び既往研究で記載された露頭データ）を元に作

成した．ボーリングデータは，柱状図データから防災

科学技術研究所・産業技術総合研究所（2010）のソフ

トウェアを用いて断面図を作成し，地層の側方連続性，

柱状図中の記事，標準貫入試験値などに基づいて主要

基準面を側方に追跡して表記した．また，テフラなど

層序解釈上重要なデータは , 断面図中に表記した．

　ここでは，海陸地質断面図（A-1 ～ A-7）及び陸域地

質断面図（B-1 ～ B-10）について，特に活構造に留意

して概要を記す．

7.1　A-1（松阪—美浜断面）

　本断面は松坂市市街地南西の平野部（松阪市焼橋付

近）から櫛田川と平行に北東に向かい GS-KSD-1 ボー

リングを経て松阪港に至るボーリング断面と，GS-
KSD-1 の東約 5 km から美浜町内海沖に至る海域音波探

査断面，及びその延長の，知多半島南部を横断して内

海付近の海成中位 1a 段丘と美浜町矢
や

梨
なし

地区の河口成中

位 1b 段丘の露頭を結ぶ断面である．松阪港近傍の海陸

断面のオフセットは約 5 km，内海近傍の海陸断面のオ

フセットは約 1 km である．
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　松阪市地下には砂質土がちの沖積層と厚い沖積基底

礫層が発達する（佐藤・中島，2025）．沖積基底礫層の

下位には，花粉組成から濃尾平野の熱田層よりも下位

の地層と対比される可能性が高いと考えられる中部～

下部更新統が存在する（GS-KSD-1 ボーリング：佐藤，

2020；佐藤・中島，2025）．
　知多半島南西岸の中新統分布地域には標高 40 m 前後

に旧汀線をもつ離水波食棚起源の海成段丘が分布する．

この海成段丘は薄いベニヤ礫層に覆われるが，礫の風

化程度や表土の色調から最終間氷期の海成段丘と考え

られる（小松原，2025）．小松原（2025）では，この段

丘を中位 1a 段丘に対比している．一方，知多半島南部

東岸には海成層を厚さ 5 ～ 10 m の河成砂礫層が覆う河

口成段丘堆積物（牧野内，1980 の矢梨層）が広く分布

する．この段丘堆積物上部の礫層からは少量ながら温

暖期の花粉が得られており，小松原（2025）は海成層

を最終間氷期前期の海成層，段丘面を中位 1b 段丘に対

比している．この海成層の上面は削剥されているもの

の，矢梨付近では標高 10 m 付近に海成層の上端が認め

られることから，内海地区との間で比高 30 m 余りの上

下変動が生じた可能性が高いと考えられる．

 
7.2　A-2（津—美浜断面）

　本断面は，中勢丘陵東部の鈴鹿市越智地区から海岸

低地の津市千里地区に至る陸域の露頭・ボーリング断

面と，千里沖から西に美浜町野間沖に至る海域音波探

査断面及び知多半島の野間周辺の露頭を結んだ陸域の

断面を統合したものである．千里近傍の海陸断面のオ

フセットは約 2 km，内海近傍の海陸断面のオフセット

は約 1.5 km である．

　越智地区の標高 10 ｍ付近にある海成シルト層から

は，現地性の Anadara inflata（アカガイ）の化石，その

上位の河成砂礫層中に挟在するシルト層からは暖温帯

性の Sapium sebiferum（ナンキンハゼ）のほか，Melia 
azedarach（センダン），Styrax japonica（エゴノキ）な

どの種子化石が産出している（山田・森，1969）．これ

らの化石産地は千里断層の西（隆起）側に位置し，最

終間氷期海成泥層の上面は 10 ～ 15 m 付近に位置する

と考えられる．

　知多半島西岸の野間地区には広く海成段丘堆積物（野

間層）が分布する．この段丘堆積物は近藤（1962），牧

野内（1980) によって詳しく記載されているが，今のと

ころ確実な年代資料は得られていない．小松原（2025）
は，表土の色調と礫の風化程度からこれを中位 1a 段丘

堆積物とし，そのうちの標高 25 m 付近に堆積面を作

る「中部シルト層」を最終間氷期海成泥層としている．

一方，本調査の音波探査測線近傍の，中部空港調査会

（1994）の音波探査（EW 8 測線）によると，最終間氷

期海成泥層上面（音探区分の C1 上面）は伊勢湾断層の

西側で -60 m 付近に位置している．このことから，伊

勢湾断層系中部地区における最終間氷期海成泥層上面

の比高は 85 m 程度と考えられる．

7.3　A-3（鈴鹿—常滑断面）

　本断面は，鈴鹿川右岸の低地（鈴鹿市平野地区）か

ら Sato et al．(2009) の反射法地震探査断面の約 1 km 南

に沿って鈴鹿市長
な

太
ご

の海岸に至る陸上ボーリング断面，

長太沖から常滑市街沖の東西海域音波探査断面（103 測

線），及び常滑市街から同市多
た や

屋地区に至る海成中位 1a
段丘堆積物の露頭断面を統合したものである．

　鈴鹿市市街地周辺地下では沖積層の下位に厚さ数 m
の粘性土層が連続する．この粘性土層は海岸付近（B-3
断面）まで断続的に追跡でき，最終間氷期の海成泥層

に連続する可能性が高い．鈴鹿市須
す か

賀地区周辺では泥

層上面が 5 m 程度西落ちに撓曲変位している可能性が

高い．これは，本断面の北約 1 km を並走する Sato et 
al．(2009) の反射法地震探査断面で認められている四

日市断層による変位とともに，当断層南端部の変形を

示すと考えられる．

　常滑市の市街地から多屋地区周辺には多屋層（牧野

内，1980）と呼ばれる海成層を挟む段丘堆積物が広く

分布する．牧野内（1980）や木村・細山 (1985)，細山

ほか（1987）の柱状図によると，多屋層（下部多屋層）

中の標高 10 ～ 20 m 付近に海成泥層が分布する．細山

ほか（1987）によると，この層準から Abies などの植

物化石と Cyclina sinensis（オキシジミ），Crassostorea 
gigas（マガキ）の貝化石が産出している．この地層か

らは確実な年代資料は得られていない．また植物化石

群集は現在よりも若干寒冷な気候を示唆すること，潮

間帯に特徴的な貝化石を産出することから，本調査で

追跡している最終間氷期海成泥層の典型的なものとは

異なる時代・環境の堆積物である可能性をもつ．この

ような問題は含まれるが，この海成泥層を最終間氷期

海成泥層として，中部空港調査会（1994）の音探区分

C1 上面と対比すると，中部空港調査会（1994）の EW 
4 測線における伊勢湾断層西側の同層準の標高 -60 m か

ら，伊勢湾断層系中部におけるこの層準の比高は約 75 
m と求められる．

7.4　A-4（四日市—知多沖断面）

　本断面は，四日市市西日野地区から天白川沿いに四

日市港の石油タンクヤードに至るボーリング断面と，

四日市港から知多市長浦沖に至る東西音波探査断面

（101 測線）を統合したものである．四日市港石油タン

クヤード周辺のボーリングデータは埋立前に行われた

海上ボーリングを含めて広範囲・豊富にあり，かつ音
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波探査は四日市港防波堤直近まで行われており，両者

は構造と並行方向（南北）に約 1 km のオフセットがあ

るものの，ほぼ連続的な構造断面が得られている可能

性が高い．

　陸域のボーリングに関しては四日市港近傍で南陽層

相当層基底から熱田層上部基底の間の層準を確定する

ことが難しい（小松原，2025）という問題がある．し

かし北勢平野西部では，濃尾層相当層基底及び最終間

氷期海成泥層上面を確実に追跡することができる．本

断面近傍の四日市断層西側における最終間氷期海成泥

層の分布は極めて限られており，この断層の東西を横

断してこの基準面を追跡することはできないが，河口

成中位 1a 段丘面の山側基部の高度（標高約 30 m）と断

層東側の最終間氷期海成泥層上面高度（同 -28 m 前後）

の比高（約 58 m）に対して地形補正を行って，その変

位量は 40 m 前後と見積もられる（小松原，2025）．
　本断面は四日市港内において阿倉川背斜—四日市断層

を横断する．音波探査断面の反射面の特徴から捉えら

れた最終間氷期以上の物性境界面と石油タンクヤード

沖のボーリングデータに示された層相境界面は大きな

矛盾なく連続する．このうち，特に最終間氷期海成泥

層上面は四日市断層東側で標高 -65 m 前後に，阿倉川

背斜西側で同 -30 m 前後に位置しており，この構造に

よって約 35 m 変位していると考えられる．

7.5　A-5（木曽川—伊
い ら ご

良湖水道断面）

　本断面は木曽川左岸沿いのボーリング断面と，木曽

川河口から 5 km 南西にオフセットして伊勢湾を南北に

縦断する海域の音波探査断面（5 測線）及び白子—野間

断層の北から伊良湖水道に至る北西—南東方向の音波断

面（406 測線）を統合したものである．

　木曽川左岸では，濃尾層から第一礫層に至る層準が

模式的に示されている．木曽川河口近くのボーリング

では標高 -70 m 付近に最終間氷期海成泥層上面が位置

する．なお，この断面の濃尾層基底は北ほど深くなっ

ているようにみえるものの，木曽川河口背斜などの影

響も考えられる．

7.6　A-6（安城—立
たつ

馬
ま ざ き

崎沖断面）

　本断面は，安城市今本町地区から西尾市大郷山の西

麓を通り矢作古川河口に至るボーリング断面と，矢作

古川河口の約 2 km 沖から佐久島の東を通り渥美半島の

立馬崎北沖に至る海域音波探査断面を統合したもので

ある．断面上の大郷山南西には GS-NSO-2，矢作古川下

流部の断面の約 2 km 西には愛知県の地下水観測井 ISJ
がある．また，矢作古川から西尾市鎌谷地区に至る約 4 
km 区間では断面の 1 ～ 2 km 東に横須賀断層が並走す

る．

　陸域の断面の北部は中位 1a 段丘，中央部は中位 1b
段丘，南部は沖積面に位置する．この断面は碧海台地

の東部に位置し，中位段丘堆積物の層相側方変化が著

しく，最終間氷期海成泥層と考えられる粘性土層は認

められない．地質断面図上では，この粘性土層を「最

終間氷期粘性土層」として記載した．また大郷山—八ツ

面山丘陵を横断する区間の周辺では，先新第三系基盤

岩上面が大きな起伏をもって埋没している，GS-NSO-2
では，先新第三系基盤岩を覆って，チバニアン期の

Ks-10（MIS 13 ～ 14： 中 里 ほ か，2003；Okuda et al., 
2006）ないし Ks-18（MIS 15：中里ほか，2003；Okuda 
et al.,  2006）に対比されるテフラを挟有する海成泥層

が沖積層下に伏在する（阿部ほか，2024）．ISJ 孔にお

いても同じ層準が沖積層の下位に伏在する（阿部ほか，

2024）．

7.7　A-7（美浜—豊橋沖断面）

　本断面は，知多半島南部の美浜町矢梨の露頭の河口

成中位 1b 段丘堆積物と，その東南東約 5 km 沖から佐

久島の北を通って三河湾を東西に横断して豊橋港南部

に至る音波探査断面を統合したものである．

　矢梨では，A-1 断面で記したように河成堆積物に覆わ

れる海成泥層上面が標高 10 m 付近に露出する．

7.8　B-1（伊勢—松阪断面）

　本断面は，伊勢市二見浦から海岸沿いに津市の津松

阪港に至るボーリング断面で，断面上には，南東端の

GS-ISE-1，北部・松阪港（櫛田川河口）の GS-KSD-1 孔の，

2 つの基準ボーリング（佐藤，2020；佐藤ほか，2018，
2021；佐藤・中島，2025）が位置するほか，北端部の

宮川，雲出川下流域を対象とする川瀬（2003，2012）
及び Funabiki et al．(2010) による沖積層研究の資料を

収録して作成されたものである．

　二見浦の GS-ISE-1 では，厚さ 40 m に達する厚い沖

積層が確認された（佐藤ほか，2018）一方で，現在の

宮川河口から櫛田川河口に至る区間では沖積層は厚さ

数 m の浜堤成の砂層に限られ，その下位には明野原台

地を構成する中位 1a 及び 1b 段丘堆積物に相当すると

考えられる砂礫層（熱田層相当層）が厚く発達する．

木村・竹原（1965）は，この地域の中位段丘堆積物中

に beach gravel 状の礫層が挟在することを報告している

が，海成泥層は認められていない．また，海岸低地地

下では砂礫層下に達するボーリング資料は少なく，そ

の分布を明らかにすることはできなかった．津松阪港

では多数のボーリングで沖積層下に熱田層に対比され

る古伊勢湾層  （建設省計画局ほか，1962）が認められ，

最終間氷期海成泥層が追跡できる．また，松阪港と

五十鈴川河口では中部～下部更新統と考えられる堆積
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物が認められる．これは，A-1 断面で海底の伊勢湾層の

下位に緩く傾斜する堆積物が広く分布することと調和

的である．

7.9　B-2（津—松阪断面）

　本断面は，津市白子から津松阪港まで海岸に沿い，

津松阪港から B-1 断面の 1 ～ 2 km 程度内陸側を通って

櫛田川下流右岸の松阪市東黒部地区に至る断面である．

この断面北端部の基準ボーリング GS-SZK-1 及び 2（佐

藤ほか，2019，2020；佐藤・中島，2025）の詳細検討

のほか，中～南部でいくつかの既存地盤調査ボーリン

グ資料について再検討・年代測定を実施して断面図を

作成した．この断面の北半部にあたる津市の志登茂川

以北区間は，三重県（2005）の反射法地震探査測線と

近接平行する．

　本断面は大部分が千里断層及び高茶屋断層沈下側の，

海岸沿いに細長く伸びる低地の浜堤上に位置する．こ

のような地形条件のため，沖積層のうちの「中部泥層」

以下の地層が発達する地区は限られているが，沖積層

の下位に古伊勢湾層（熱田層相当層）が広く追跡できる．

また，熱田層の下位には半固結の砂層や粘土層が広く

分布し，北端部・千里地区の GS-SZK-1 では東海層群中

の御幣橋 1，2 テフラ（納谷ほか，2021）に対比される

可能性が高いテフラが見つかっていること（佐藤・中島，

2025）から，この地区の海岸沿いには高位段丘堆積物（海

部層相当層）を欠いて古伊勢湾層（熱田層相当層）が

東海層群を直接覆っていると考えられる．この断面中

部の津市豊津浦では，三重県（2005）の反射法地震探

査で白子—野間断層の西端部と考えられる東海層群を変

位させる明瞭な逆断層が確認されているが，当地区で

は東海層群と沖積層基底の起伏が大きく，この断層で

最終間氷期海成泥層が変位しているか否かを確実に判

別することはできない．

　この断面の熱田層相当層には変位が認められない．

7.10　B-3（川越—白子断面）

　本断面は，津市白子から海岸線沿い（鈴鹿川派川河

口～金沢川河口では一部に海底ボーリングのデータを

含む）に四日市港を経て員弁川河口に至るボーリング

断面である．断面南端部の津市白子地区は B-2 断面と

重複する．この断面の北端付近には名坂（1984）によっ

て珪藻分析がなされた川越ボーリングが，南端には

GS-SZK-1 基準ボーリング（佐藤ほか，2019，2020；佐

藤・中島，2025）がある．

　この断面のうち南端部の白子地区と鈴鹿市若松地区

を除く区間では，幅数 km の沖積平野が発達するが，濃

尾層相当層から熱田層上部相当層までの層準は層相の

側方変化が著しく，特に濃尾層基底と第一礫層基底に

相当する層準を確定することは難しいことが多い（小

松原，2025）．阿倉川背斜以北では全体に北ほど最終間

氷期海成泥層上面が深くなり，かつ沖積層も厚くなる

傾向がある．

7.11　B-4（四日市—名古屋断面）

　本断面は内部川右岸から B-3 断面と平行に北東—南西

方向に北勢平野を通り，桑名市市街地南方から東西方

向に名古屋港の北側・笠寺台地の西に至る断面である．

揖斐川以東では B-5 断面の 3 ～ 5 km 北を並走する．濃

尾平野西部の弥富コア（YA）及び十四山コア (AJ) を断

面図上に投影した．

　この断面では，四日市港周辺～朝明川の区間で B-3
断面の数 100 m ～ 1 km 西を近接並走するが，B-3 断面

と異なって最終間氷期海成泥層上面が上位層によって

削剥されることなく確実に把握できる地点が多く，阿

倉川背斜の変位を明確に把握できる．また，堀川以西

の濃尾平野において最終間氷期海成泥層の上面を広く

追跡できる．B-5 断面では名古屋港西部で飛島沖断層に

伴う傾動帯の東西両端が明確に認識できるが，本断面

では堀川から筏川に至る約 10 km 区間が概ね一定の勾

配ないし西に向かって漸増する勾配で西低下しており，

飛島沖断層に伴う傾動部両端を明確に識別できない．

このことから，本断面付近で濃尾傾動運動と伊勢湾断

層系に伴う西傾動が漸移していることを示している．

　本断面と直交する B-6 断面において最終間氷期海成

泥層上面が本断面以南では北傾動する一方，本断面以

北ではほぼ水平の構造を示していることは，この断面

付近が濃尾傾動盆地の南限であることを支持する．ま

た，木曽川左岸付近では最終間氷期海成泥層上面に約

20 m の変位を与える木曽川河口背斜が認められ，この

背斜に伴って濃尾層基底も約 4 m 変位している可能性

があるが，本断面の北に平行する愛知県（2002）の反

射法地震探査断面では，木曽川河口背斜にあたる変形

は認められない．

7.12　B-5（朝日—東海断面）

　本断面は，知多半島の付け根にあたる東海市南脇地

区から名古屋港及び木曽三川河口部を東西に横断し，

揖斐川右岸から朝日町埋縄地区に至るボーリング断面

である．この断面の近傍では，天白河口断層調査にか

かわる層序ボーリング（No.1 ～ 3：名古屋市断層調査

委員会，1999），名古屋港及び伊勢湾岸道関連のボーリ

ングコアの試料分析（たとえば No.1，TB-1 など：大平，

1996；牧野内ほか，2006；中島ほか，2025），地盤沈下

観測井コアの試料分析（YA 及び AJ：森，1980a; 古澤，

1988 など），及び川越町内の地盤調査ボーリングコアの

微化石分析（名坂，1984），桑名断層調査にかかわる埋
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縄地区ボーリング（粟田，1997）など多くの地質学的

研究が行われており，伊勢湾沿岸で最も層序が明確に

されている．

　この断面では，①名古屋港の 1P-B ボーリングにおい

て伊勢丘陵の東海層群中に分布するが知多半島・尾張

丘陵には分布しない南谷 Ⅰ テフラ（MnⅠ ＝大阪層群の土

生滝 1 テフラに対比される）の可能性があるテフラ層

が見出されること，②名古屋港東部に想定される長浦

沖断層延長部における東海層群上面の比高は 30 m 程度

（勾配は 30 m / 3 km ＝ 1/ 100）と小さいこと，③名古屋

港から木曽川河口まで第四系上部が全体に西傾動する

が，特に B-6 断面（飛島村）から弥富市楠地区に至る

幅約 2 km では顕著な傾動が発達し，ここで最終間氷期

海成泥層上面に 25 m の比高が生じていること，④この

顕著な傾動は飛島沖断層の北端部と捉えることができ

ること , ⑤伊勢湾断層系の最も西に位置する断層の延

長部北端部は熱田層以上の地層に顕著な変形をもたら

していないこと，などが明らかになっている．

7.13　B-6（名古屋—飛島断面）

　本断面は，名古屋市西部・中川区江松地区から飛島

村飛島ふ頭（名古屋港西部）を経て名古屋港南のポー

トアイランドに至る南北方向のボーリング断面である．

この断面には熱田層下部に達する多くのボーリングが

ある．この断面の約 3 km 西を愛知県（2001）の反射法

地震探査測線が並走する．

　この断面では，最終間氷期海成泥層上端を多くの地

点で確認でき，その構造が明確に把握できる．同層準は，

ポートアイランド北端付近で標高 -30 m 付近に位置す

るが，その南北に向かって低下する．特にポートアイ

ランド北端から B-4 断面に至る 7 km 区間でこの層準は

約 20 m 低下するが，これは堆積時の初生勾配と逆方向

に北に向かって低下することから，構造的な変形とみ

なされる．愛知県（2001）の反射法探査断面も，類似

した傾向を示すが，特に B-5 断面付近よりも南におい

て堆積層下部の北傾動が顕著である．

　

7.14　B-7（木曽岬—知多断面）

　本断面は木曽川河口付近から名古屋港南のポートア

イランド，名古屋港南東側の知多市長浦沖の埋立地を

経て知多半島付け根の知多市長浦地区に至る北西—南東

方向のボーリング断面である．木曽川河口から名古屋

港西端の弥富市富浜地区に至る 4 km 区間ではボーリン

グデータを収録できなかったが，特に名古屋港東部地

域では多数のボーリングデータを収録した．

　ポートアイランド以東では，濃尾層基底の埋没谷に

削られて熱田層上部の砂質土層は薄いが，その下位の

最終間氷期海成泥層上面は追跡できる．この層準は名

古屋港東航路の約 2 km 幅の区間で西に急傾斜し，この

間で約 30 m の比高をもつ．これは長浦沖断層による変

形と考えられる．一方，ポートアイランドから木曽川

河口の間の最終間氷期海成泥層上面の比高は 15 m 余
りと大きなものではないが，この間では最終間氷期海

成泥層に達するボーリングデータが不足しているため，

飛島沖断層の活動性については判断できない．

7.15　B-8（大府—安城断面）

　本断面は，愛知県（2003b）の反射法地震探査断面の

約 1 km 南に並走して西三河平野を北西—南東に横断す

る断面である．この断面の大部分は碧海台地を通る．

　この断面は碧海層中の海成層分布域（松島，1990；
牧野内，2005）の北端部にあたり，碧海層の層相の側

方変化が著しい．しかし，場所によって貝化石の含有

や厚い粘性土など海成粘土層であることを示すボーリ

ング記事の記述から碧海台地西半部では最終間氷期海

成泥層上面を特定することができる．また，安城市街

の地下については牧野内（2005）により，海成粘土層

に連続する可能性が高い陸成粘性土層の層準が特定さ

れており，一部の試料についてはこれを基にほぼ同一

の層準を追跡することが可能である．この部分を断面

図上に最終間氷期泥層上面と記した．それによると，

最終間氷期海成泥層上面は安城市街では標高 0 ～ 4 m
に，境川沿いの低地では標高 -5 m 付近に位置している．

　

7.16　B-9（東浦—知立断面）

 本断面は，東浦町藤江から安城市今本町に至る南西—

北東方向の断面で，大部分が碧海台地上に位置する．

　この断面は，最終間氷期に内湾に海が入り込んだ場

所（松島，1990）にあたり，多くのボーリングデータ

に貝化石の産出が記載されている．このため，最終間

氷期海成泥層上面を多くの地点でほぼ確実に特定でき

る．この層準から産出する貝化石について，松島（1990）
は詳しく記載し，ハイガイとマガキに代表される干潟

群集が圧倒的に優勢で，ウラカガミガイやイヨスダレ

ガイなどの内湾泥底群集が含まれること，カモノアシ

ガキのような熱帯種を含む温暖な海域に生息する種が

含まれること，を明らかにしている．このような貝化

石群集からみて，この断面及び B-10 断面では最終間氷

期の中でも特に温暖な時代（MIS 5e）にごく浅い干潟

的な環境で堆積した可能性が高い．

 この泥層の上面は，大府—大高断層東側・境川沿いの

沖積平野では標高 -16 m 付近に，知立市昭和地区で標

高 +3 m 付近に位置しており，西三河傾動に伴って西側

が傾動沈下している可能性が高い．しかし，松島（1990）
の貝化石群集解析結果からみて，当地域の最終間氷期

海成泥層には初生的に様々な水深で堆積した堆積物が
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含まれている可能性が指摘できる．このため，この傾

動についてはさらに検討が必要である．

7.17　B-10（境川—衣浦港断面）

　本断面は境川及び愛知県（2005）の反射法地震探査

測線に沿って衣浦港南の衣浦ポートアイランドに至る

ボーリング断面である．

　この断面の北部・東浦町藤江以北では高根山撓曲～

大高—大府断層の東（沈降）側を通り，南部では高浜撓

曲の西（隆起）側を通る．B-9 断面で記したように，こ

の断面周辺での碧海層下部海成泥層中には貝化石が豊

富に含まれ，しばしばボーリングデータに記載されて

いるため，最終間氷期海成泥層の上面を精度よく特定

することができる．ただし，断面南部の衣浦港周辺に

ついては，沖積層が碧海層を削り込んで堆積している

ため，この基準面の標高が本来の初生的堆積面よりも

下位に誤認されている可能性は否定できない．

　大高—大府断層近傍では最終間氷期海成泥層上面が削

剥されて，正確に変位量を求めることはできないが，

衣浦大橋付近と藤江地区のボーリングデータ（約 4 km
のデータ不足区間がある）の比高からは約 6 m の変位

が求められる．また，この断層の南（隆起）側では沖

積層直下に東海層群が出現するが，このような関係は

半田市の市街地など高浜撓曲西側の知多半島東岸で一

般的に認められている．

8.　議論 

8.1　伊勢湾沿岸域における最終間氷期海成泥層上面の

成因と変位基準面としての適用性について（最終間氷

期海成泥層構造図・陸域地質図）    
　本調査では，最終間氷期海成泥層上面を変位基準面

として追跡し，その標高分布に基づいて多くの地点に

おける活構造の変位速度を求めたほか，新たに推定活

断層を認定した．この基準面の成因・形成環境とその

適用性について検討する．

8.1.1　最終間氷期海成泥層上面の地質と成因

　調査対象の陸域，特に平野・段丘地下のボーリング

データでは，最終間氷期海成泥層上面（すなわち熱田

層下部の第 5 粘土層と，それを覆う砂層の境界）は，

①第 5 粘土層が厚い塊状の海成粘土層である一方，こ

れより上位の熱田層上部の粘土層（第 4 粘土層以上の

粘土層）は薄く側方連続性が悪いこと，②第 5 粘土層

直上の砂質土層が N 値 40 以上の締まりの良い砂である

ことに対して，第 4 粘土層より上位の砂層の N 値は一

般に 20 ～ 40 でありこれより締まりが悪いこと，とい

う特徴的な層相組み合わせから，多くの研究で広範囲

に追跡されてきた（たとえば名古屋グループ，1969；
土質工学会中部支部，1988）．さらに，③第 5 粘土層か

ら温暖期の花粉化石群集が得られ（吉野，1968；須貝，

2025 など），その上位の砂質土層から On-Pm-1 が得ら

れること（Kobayashi et al., 1968；水野，1996 など）と

いう特徴が明らかにされている．

　この層準は，粒径が上方粗粒化する中での漸移境界

であるため層準認定に個人差があることや，初生的に

数 m 以下の起伏があること（牧野内ほか，2005，2013
など稠密ボーリング断面図では数 m 以下の起伏が記さ

れている），濃尾平野の縁辺部（桑原ほか，1982）や

北勢平野（小松原，2025）などでは局所的に上位層に

よって削られていること，といった問題はあるが，沿

岸陸域ではほぼ確実に追跡できる．また，伊勢湾の沿

岸海底ボーリング（岩淵ほか，2000；中部空港調査会，

1994；天野ほか，2019）でも同様の層相組み合わせや，

下位の塊状粘性土から温暖期の花粉化石が得られるこ

と，上位の砂質土層下部から On-Pm-1 が認められるこ

と，から陸域と一連の層準として認識されている．

　この層準の成因・形成環境と初生的な形状について

考察する．

　濃尾平野地下に分布する熱田層下部粘土層では，上

記の熱田層下部 / 上部境界が整合漸移することと調和的

に，海生珪藻種の比率が上方に向かって漸減すること

が示されている（森，1980a）．また，熱田層下部粘土

層だけでなく上部砂層の基底部からも貝化石が見出さ

れている（たとえば土質工学会中部支部，1988；牧野

内ほか，2013）．このことは，熱田層下部粘性土層と上

部砂質土層が海底における一連の堆積過程で形成され

たことを示す．このような熱田層下部 / 上部境界部の層

相組み合わせは，濃尾平野地下の沖積層（南陽層）下

部 / 上部境界部の層相組み合わせとよく似ている．すな

わち，熱田層下部が厚い塊状粘性土層からなり，それ

を漸移整合的に覆う熱田層上部の基底（第 4 粘土層の

下位）に発達する砂層が N 値 40 以上の締まりの良い砂

層であること（桑原ほか，1982）や，これらがともに

しばしば貝化石を含むこと（桑原ほか，1982；牧野内

ほか，2013 など）は，南陽層下部が厚い塊状粘性土層

からなり，それを覆う同層上部の砂質土層が N 値 20 ～

40 の比較的締まりの良い砂を主体とすることや，南陽

層下部から上部にかけて貝化石が含まれることと，よ

く似ており（第 18 図），熱田層下部 / 上部境界は南陽層

の下部 / 上部境界と同様の環境下で形成されたことを強

く示唆する．

　南陽層の詳細な層相及び堆積環境変化に関する解析

結果（大上ほか，2009；堀ほか，2014 など）は，南陽

層下部塊状粘性土層 / 上部砂質土層という堆積相の変化

は，内湾底からデルタ前置斜面へという海底における
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一連の環境変化に対応したものであること明らかにし

ている．また，彼らの
14C 年代値に基づく堆積速度解析

（第 18 図）は，この層準で 1 cm / 年以上の大きな堆積

速度で時間間隙なく堆積物が累重したことを明らかに

している．このことから，熱田層下部 / 上部境界（最終

間氷期海成泥層上面）は，上位層に整合に覆われた内

湾底の泥質堆積物の堆積面であり，一連で低起伏の堆

積面とみなされる．南陽層下部 / 上部境界は，標高 -10
～ -15 m 付近（地殻変動や地盤沈下を考慮しない実測値）

に位置しており（Niwa et al., 2011a；堀ほか，2014），現

在の木曽三川河口沖海底で標高 -5 ～ -15 m の海域に勾

配が急なデルタ前置斜面が形成されていること（たと

えば国土地理院，1973；海上保安庁海洋情報部，2015）
と矛盾しない（第 18 図）．

　南陽層の下部 / 上部境界の標高が場所によって異なる

こと（大上ほか，2009；堀ほか，2014）や，現在の伊

勢湾内のデルタ前置斜面基部の水深にばらつきがある

こと（たとえば海上保安庁海洋情報部，2015）から考

えて，内湾泥底 / デルタ前置斜面境界の初生的な形態は，

厳密には水平面ではない．しかし，現在の海底地形や

南陽層下部 / 上部境界の形状からみて，その起伏は一定

範囲内に収まる可能性が高い．すなわち，伊勢湾中央

部の海底平坦面の標高が最深部で -40 m であるのに対

し，デルタフロント基部の標高が最深部で -20 m を越

えないことからその範囲は概ね 20 m 以下，最大に見積

もっても 40 m 以内に収まると考えられる．伊勢湾沿岸

域の最終間氷期海成泥層上面は，この程度の初生的な

起伏をもった一連の基準面として扱うことができるだ

ろう．

8.1.2　最終間氷期海成泥層上面の形成条件・形成期間

に関する考察

　この基準面が現在の海岸線をまたいで沿岸部に広く

連続的に形成された条件について考察する．

　沿岸域の海成堆積物の母材の主要な供給源のひとつ

として，河川から供給される陸源砕屑物が考えられる．

陸源砕屑物は，河川河口部（デルタ）から距離が離れ

た場所や強い沿岸流が働く場所，及び砕屑物供給量の

小さな河川の周辺など供給速度に対して削剥速度が大

きな沿岸海域では，堆積物として厚い地層が残らない

可能性がある．しかし，伊勢湾・三河湾には砕屑物供

給速度が大きな河川が流入し，かつ伊良湖水道によっ

て外洋と隔てられた閉鎖的な内湾環境にあるため，砕

屑物が湾内にトラップされて堆積しやすいと推定され

る．

　羽佐田（2015）は濃尾平野における沖積層の堆積速

度の時空間変遷を検討したが，その結果，人為に伴う

堆積速度増加が顕著な最近 1,000 年間を除いた 6,000 年

前～ 1,000 年前の 5,000 年間における堆積物の総量は

13,372×106
㎥であることを明らかにしている．この堆

積物は基本的に木曽三川から供給された陸源砕屑物を

母材とすると考えられる．この堆積速度（26,700×105

㎥ / 1,000 年）で伊勢湾（三河湾を除く現在の容積は

33,900×106
㎥）が埋積され続けるならば，今後 1,000 年

間で現容積の 8 ％弱が木曽三川由来の砕屑物で埋積さ

れると計算される．他の河川からも伊勢湾に砕屑物が

供給されることを考慮すると，伊勢湾の埋積速度はこ

れより大きく，1,000 年で 10 ％程度の速度で伊勢湾の

容積は減少していく可能性が高い．

　ところで，最終間氷期前期亜間氷期（MIS 5e）の高

海水準期の持続期間に関しては様々な見解があり，現

在盛んに議論されている．たとえばBini et al. (2020)は，

南イタリアの海食洞中の堆積物等の年代を用いて約 125 
ka 以降海水準は上下変動しつつ次第に低下していった

としている一方で，Dumitru et al.（2023）はバハマ諸

島のサンゴ礁年代等に基づいて MIS 5e（117 ～ 128 ka）
を通じて高海水準が持続したことを示している．この

ように現時点では最終間氷期の汎世界的海水準変動の

実態は十分に明らかにされているとは言えない．しか

し，安定大陸であり，かつ大陸氷床から遠く離れ氷河

性アイソスタシーの影響を受けにくい西オーストラリ

アにおいて，MIS 5e の 1 万年以上にわたり高海水準が

持続したと考えられていること（Dutton and Lambeck, 
2012）から，縄文海進の最盛期から現在に至る期間（約

7,000 年間）と同程度ないしそれ以上の長期にわたって

高海水準が持続した可能性が高いと考えられる． 
　仮に MIS 5e の濃尾平野～伊勢湾の概形が完新世と同

様で，かつ高海水準期が約 1 万年間持続したならば，

この間に現在の伊勢湾容積の約 1 / 4 に達する 1×106
㎥

立方メートル程度の陸源砕屑物が供給され，デルタ前

置斜面は平均すると現在の海陸境界の数 km 以上沖まで

前進していた可能性が高い．すなわち，最終間氷期海

成泥層上面は，この時代に内陸から現在の海岸線を超

えて数 km 沖まで一連の堆積面として形成されたものと

考えて大きな問題はない．

　ただし，前述のように MIS 5e の高海水準持続期間に

ついては未だ検討の余地がある上，MIS 5e の高海面期

から MIS 5d の海面低下期に至る海面変化過程につい

ては未だ確実な見解が得られていない．このことを考

慮して，本稿では白子沖（木曽川河口から約 30 km 南）

まで最終間氷期海成泥層上面上位の砂層中に On-Pm-1
粒子が認められること（天野ほか，2025）から，少な

くともこのテフラ噴出（約 10 万年前）以前には最終間

氷期海成泥層上面が形成されていたことは確実と考え，

この面の形成年代を 10 ～ 12.5 万年前として記載した．
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8.2　伊勢湾沿岸地域の活構造の特徴に関する議論

　伊勢湾沿岸地域の活構造には，従来漠然と考えられ

てきたネオテクトニクスに関する主要概念＝①地殻変

動の累積性，②地殻変動様式の地域性，③第四紀変動

の速さの一様性，④第四紀における地殻応力の方向性

とその継続性＝（笠原ほか，1991）のうち，①，③，

④に反する特異な特徴が認められる．以下にそれを列

記する．

8.2.1　地殻変動の累積性

　伊勢湾周辺地域で最も活動的な構造・変動である養

老—四日市—桑名断層帯の活動とその東側の濃尾傾動運

動について，桑原・牧野内（1989），須貝・杉山（1999）
は共に，第四紀に加速しているものの，この運動が定

向累積的に進行したことを明らかにしている．しかし，

詳細にみると，この変動が必ずしも単純に累積してき

たとは言いきれない．

　牧野内（2017）は，①濃尾平野臨海部の東西断面に

おいて，熱田層下部に挟在する長島テフラ（BT36）の

層準について，平野東部では熱田層下部の海成粘土層

上部に挟在する一方，平野西部では海成粘土層下部に

挟在すること，②海部層上部の海成粘土 Am 3 層 (At-Th
を挟有するため，確実に層位を同定できる ) の厚さを

濃尾平野の東部と西部で比較すると，両者で変わらな

いか，東部でより連続性の良い厚い海成粘土を有する

こと，の 2 点から，濃尾傾動運動は一方的に西ほど大

きく沈降するのではなく，東部の方が早期にかつ大き

く沈降した時代が複数回あった可能性を指摘している．

この点について，牧野内ほか（2022）は再検討の余地

があると言及しているが，濃尾傾動盆地の地殻変動が

単純に定向累積的に進行しているのではない可能性を

強く示唆するものである．

　また，小松原（2020c）は遺跡発掘調査で確認された

古代の生活面の埋没深度や現存史跡・建造物などの資

料から，養老断層及び桑名断層の最新活動である 1586
年天正地震時に，濃尾平野西部で顕著な沈降を生じる

ことがなかったことを示し，断層西側で大きな隆起が

生じた一方で断層東側の沈降は顕著ではなかったこと

を明らかにした．一方，最終間氷期の基準面や東海層

群基底は，それぞれ隆起側で +50 ～ 70 m，+780 m，沈

降側では最低地点で -170 m，-2,000 m 余りに位置して

おり，地質学的長期間における変動パターンは天正地

震時の地殻変動とは異なって隆起よりも沈降が卓越す

る．このことは，地震間に断層周辺を沈降させる地殻

変動が生じていること，すなわち単純な地震性地殻変

動の累積によって濃尾傾動盆地が沈下しているのでは

ないことを意味している．これは，牧野内（2017）に

示された現象とは時間スケールが異なり，一概に地殻

変動の定向累積性を否定するものではないものの，濃

尾傾動運動の実態や機構を考察する上で考慮すべき現

象ではないだろうか．

8.2.2　第四紀変動の速さの一様性

　養老—桑名—四日市断層帯の平均変位速度に関しては，

第 5 ～ 7 表に示すように，3 つの断層においてそれぞれ

複数の研究が行われている．その結果，完新世と第四

紀後期（MIS 8 以降）における平均変位速度として，養

老断層，桑名断層，四日市断層のそれぞれについて，4
～ 5 m / 1,000 年と 1.7 m / 1,000 年（養老断層），2.4 ～ 3.5 
m / 1,000 年と 0.8 ～ 1.3 m / 1,000 年（桑名断層），1.2 ～ 3.5 
m / 1,000 年と 0.3 ～ 0.7 m / 1,000 年（四日市断層）とい

う値が得られている．研究ごとに変位基準や変位量の

求め方が異なっているにも関わらず，かつ 3 つの断層

で共通して，完新世における変位速度のほうが第四紀

後期の 10 万年程度の期間における変位速度よりも大き

い．また，それは誤差範囲を超えた違いがある（大上・

須貝，2006；石村，2013；小松原，2025）．
　この変位速度の違いに関しては，①完新世に変位速

度が増加したことを示す，②地殻変動速度の長期的な

「揺らぎ」に起因する，という 2 つの考え方が成り立つ．

①については，以下のデータが支持する．

ⅰ）牧野内（1980）は，知多半島の海成段丘において，

中位段丘と高位段丘の比高は，中位面と沖積面（ある

いは低位段丘）の比高よりも小さいことから，知多半

島の隆起が中位段丘形成後に顕著になったことを示し

ている．

ⅱ）Sugai et al. (2016) の GS-NB-1 コアの珪藻分析によ

ると，このコアで最初に海生珪藻が出現する層準は弥

富 4 粘土層（MIS 15）であるが，Am 3 層（MIS 7）に

至るまで外洋性珪藻種は認められず，外洋性の珪藻は

もっぱら熱田層下部と南陽層の海成粘土層中に出現す

る．このことは，濃尾傾動地塊の沈降運動が 弥富層・

海部層の堆積期と比較して熱田層下部堆積ないしそれ

に先立つ寒冷期以降に活発化したことを示すと考えら

れる．

ⅲ）伊勢湾岸で海成高位段丘が認められたのは知多半島

で 2 段（高位 2 及び 3 段丘面），伊勢丘陵で 1 段にすぎず，

知多半島の高位 1 段丘堆積物は温暖期の堆積物である

にもかかわらず河成堆積物によって構成される．また，

濃尾平野東部では，第二礫層と熱田層が広く下位（八

事層・唐山層）上にオーバーラップしているが，その

下位に海部層相当の高位段丘堆積物は認められていな

い．

　以上は，すべて伊勢湾周辺の地殻変動は熱田層堆積

期ないし海部層上部堆積期以降に活発化したことを示

している．これを考慮すると，完新世の地殻変動が更
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新世の地殻変動よりも活発化している可能性を否定で

きない．

　一方，②の地殻変動の長期的な揺らぎは，先に述べ

た定向累積性に反する変動とともに理解されるべき課

題かもしれない．また，単純に完新世と後期更新世以

降という 10 倍以上の時間の異なる期間に生じた現象を

単純比較してよいのかという問題も残されている．

　いずれにしても，現時点では当断層帯の活動性が最

近の地質時代に顕著に増加していること，その実態に

関する上記 2 つの考えのいずれが妥当か明確に判別で

きていないこと，は確かといえる．

8.2.3　第四紀における地殻応力の方向性とその継続性

　伊勢湾周辺では，養老—鈴鹿—四日市断層帯や猿投—知

多断層帯のような南北走向の逆断層が多い一方で，知

多半島付け根付近の天白河口断層や高横須賀断層，伊

勢湾内の白子—野間断層，伊勢丘陵の市之原撓曲や安濃

撓曲のような東西性の断層も少なくない．これらのう

ち，市之原撓曲や安濃撓曲では変位地形から見て横ず

れ成分が含まれる可能性は低い．また，白子—野間断層

に関しても，これまでに行われた海域の音波探査や陸

域の反射法地震探査ではいずれも逆断層に特有の断面

構造が得られており，フラワー構造など横ずれ断層に

特徴的な構造は認められていない．

　このことは，伊勢湾周辺地域では，最大圧縮主応力

が東西方向の応力場を反映して形成された構造と，そ

れが南北の方向の応力場を反映して形成された構造が，

第四紀後期に共存することを意味する．

　このような構造が発達する機構については今後の課

題であるが，ここでは，その背景について考察する．

牧野内（1976），Makinouchi (1979) は知多半島の東海

層群と武豊層（本稿の高位 1 段丘堆積物）に変位を与

える褶曲・撓曲について詳しく記載し，その走向が武

豊層堆積前までは北西—南東方向であったことに対し

て，武豊層堆積以降は北北西—南南東方向へと変換して

いることを明らかにしている．武豊層の堆積年代につ

いては未だ明らかにできていないが，花粉組成（小松

原・本郷，2025）から第四紀中期～後期の可能性が高い．

このような比較的最近の地質時代に応力方位が転換し

た場合，一定地域の構造運動センスが一斉に変換する

のかどうか，検討する価値があろう．さらには，応力

方位の変換がどのような時間スケールで生じるのか検

討することも重要な課題であろう．当地域をはじめと

する近畿三角地帯では，第四紀中期に運動センスが変

化した構造や活動を開始ないし停止した構造が多数存

在する（たとえば寒川，1999; 水野ほか，2002）．
　本調査地域を含む近畿三角地帯周辺の活構造評価に

あたっては，以上のような地域特有の問題が残されて

いることも考慮する必要があると考えられる． 

9.　今後の課題

 本稿では伊勢湾・三河湾周辺の活構造について，分布

と形態及び主として後期更新世の基準面の変位量に基

づく変位速度を記載した．しかし，未解明の課題が数

多く残されている．

　①本調査では，明褐色の表土を伴い，風化した礫を

含むものの，クサリ礫を多く含まない，海成堆積物を

挟有する段丘堆積物を，表土の色調や堆積物の風化程

度をもとに最終間氷期の段丘堆積物（中位 1a 及び 1b
段丘堆積物）として認定した．しかし，テフラなど確

実な編年資料が得られた地点は極めて限られており，

確実に最終間氷期堆積物を認定するためには，さらに

検討が必要と言える．

　②中位 1a 段丘と 1b 段丘の区分やそれらの詳細な地

形発達過程は，本調査では解明できなかった．当地域

と同じく最終間氷期に離水時期や形成過程の異なる段

丘が形成されている事例は，東京湾周辺でも認められ

ており，最終間氷期海成泥層の形成及び残存条件の解

明と併せてこのような地形の形成過程を解明すること

は，地形発達過程復元といった理学的な面のみならず，

活構造評価の面でも重要な課題と考えられる．今後さ

らに検討すべきであろう．

　③第 8 章で述べたように，多くの地点で変位基準と

して用いた最終間氷期海成泥層上面の形成年代や堆積

深度には幅がある．特に幅広い構造（傾動や幅広い撓

曲）や，隆起側では海成段丘の旧汀線や河口段丘面の

高度，沈降側では最終間氷期海成泥層上面を基準とし

て両者の比高から変位量の上限値を求めた構造につい

ては，平均変位速度に大きな誤差が含まれており，西

三河傾動運動のように後期更新世以降における傾動運

動を確実に認定できなかったものがある．この層準の

年代と古水深については，さらに検討する余地が大き

い．古水深の復元にあたっては底棲生物化石による古

環境復元が課題解決の鍵となるだろう．特に貝形虫は

古水深の有力な指標でありこの問題の解決に期待され

るが，貝形虫は地域ごとに優先する種が異なっており

（たとえば池谷・塩崎，1993），古水深を推定するにあたっ

ては，地域ごとに現生群集の生息深度を求める必要が

ある． 
　以上について，今後とも検討されることが望まれる．

謝辞：本研究に当たっては，愛知県，三重県をはじめ

とする関係地域の自治体・公共機関及び現地住民みな

さまから，ボーリングデータの提供や現地調査へのご

協力など多面的なご支援をたまわった．
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　また水野清秀氏，納谷友規氏，田辺　晋氏をはじめ

とする産総研地質情報研究部門平野地質研究グループ

の皆様，東北大学大学院理学研究科の堀　和明氏，東

京大学新領域創成科学研究科の須貝俊彦氏，奈良大学

文学部の羽佐田紘大氏からは，多くのご助言・ご助力

をいただいた．同部門シームレス地質情報研究グルー

プの阿部朋弥氏にはボーリングデータを収集・整理し

ていただいた．熊本大学くまもと水循環・減災研究教

育センターの田中源吾氏からは貝形虫分析研究の現状

についてご教示いただいた．元土木研究所の稲崎富士

博士からは，三河地震後の空中写真についてご教示い

ただいた．牧野内　猛博士，岡田篤正博士ほか地学研

究の先輩方をはじめとする多くの方々から多面的なご

助言を賜った．そのおかげで，この研究は一応の完成

に至った．

　多くの関係者の方々に厚く感謝申し上げます．
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